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─
─
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を
中
心
に
（
一
）
─
─

澤
　
井

　
勇

　
海

序
　
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
（
コ
ロ
ナ
禍
）
の
際
に
、
日
本
政
府
が
導
入
し
た

外
国
人
の
入
国
制
限
に
つ
い
て
、
と
く
に
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
事
例
を
対
象
に
、
そ
の
政
策
形
成
過
程
や
当
事

者
ら
に
よ
る
“
対
策
”
の
形
成
過
程
、
ま
た
こ
の
措
置
に
関
連
す
る
各
種
の
問
題
な
ど
を
、
同
時
代
史
的
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
執
筆
時
点
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
は
、
各
種
の
感
染
対
策
の
緩
和
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
だ

現
在
進
行
形
の
事
態
で
あ
る
。
状
況
が
流
動
的
で
あ
り
、
多
く
の
情
報
が
氾
濫
す
る
中
で
は
あ
る
も
の
の
、
研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
に
よ
る
著
作
が
、
様
々
な
観
点
か
ら
既
に
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
政
治
と
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
視
角
に
限
っ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
・
民
間
臨
時
調
査
会
に
よ
る
初
期
の
コ
ロ
ナ
対
応
検
証
を
は
じ
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め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
政
治
過
程
を
と
く
に
中
央
─
地
方
関
係
の
視
角
か
ら
追
跡
し
た
竹
中
治
堅
の
研
究
、
コ
ロ
ナ
対
策
が
逆
説
的
に
別
の
行

政
上
の
問
題
（「
コ
ロ
ナ
対
策
禍
」）
を
引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
写
し
た
金
井
利
之
の
研
究
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
増
幅
さ

れ
る
不
安
の
感
染
と
そ
れ
を
聞
き
過
ぎ
る
政
府
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
西
田
亮
介
の
研
究
な
ど
の
、
優
れ
た
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る）

（
（

。
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
著
作
と
し
て
は
、
専
門
家
へ
の
取
材
を
通
じ
て
コ
ロ
ナ
初
期
の
専
門
家
会
議
と
政
治
・
行
政
の
関
係
に
迫
っ
た
河
合
香
織

の
著
作
、
医
療
・
行
政
の
現
場
へ
の
取
材
を
通
じ
て
コ
ロ
ナ
対
応
の
問
題
点
を
描
写
し
た
山
岡
淳
一
郎
の
著
作
、
米
中
韓
と
の
比
較
を
通

じ
て
日
本
政
府
の
対
応
を
描
い
た
日
本
経
済
新
聞
社
政
治
担
当
論
説
委
員
の
著
作
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る）

（
（

。
安
倍
首
相
や
菅
首
相
と
い
っ
た

政
治
指
導
者
の
権
力
闘
争
と
コ
ロ
ナ
対
応
と
を
扱
っ
た
、
御
厨
貴
と
芹
川
洋
一
の
対
談
も
示
唆
に
富
む）

（
（

。
ま
た
、
政
府
や
現
場
に
て
対
応

に
あ
た
っ
た
当
事
者
の
回
顧
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
担
当
大
臣
を
務
め
た
西
村
康
稔
や
、
成
田
空
港
検
疫
所
所

長
で
あ
っ
た
田
中
一
成
、
公
衆
衛
生
医
師
の
関
な
お
み
、
そ
の
他
現
場
医
師
に
よ
る
も
の
な
ど
が
、
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る）

（
）（
（
（

。

　
だ
が
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
日
本
政
府
が
実
施
し
た
外
国
人
の
入
国
制
限
を
扱
う
も
の
は
多
く
な
い
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
・
民
間
臨
時
調
査
会
の
検
討
は
、
政
府
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
き
、
国
家
安
全
保
障
局
が
入
国
制
限
の
政
策
形
成

に
て
果
た
し
た
役
割
な
ど
に
注
目
し
て
い
る
が
、
対
象
と
す
る
時
期
は
二
〇
二
〇
年
夏
頃
ま
で
に
留
ま
る
。
ま
た
、
入
国
制
限
の
中
で
も

と
く
に
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
や
パ
ー
ト
ナ
ー
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
は
、
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
移
民
研
究
や
出
入
国
管
理
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て
は
、
従
来
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
い
。

こ
れ
は
、
他
の
在
留
資
格
に
比
べ
て
相
対
的
に
人
数
が
多
く
な
い
の
と
同
時
に
、
家
族
の
結
合
と
い
う
観
点
か
ら
、
通
常
こ
れ
ら
の
人
々

の
在
留
が
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
だ
ろ
う）

（
（

。
む
し
ろ
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
に
つ
い
て
は
、
入
国
後
の
彼
ら
と
日
本

社
会
と
の
統
合
・
共
生
の
過
程
や
態
様
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る）

（
（

。
他
方
で
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
広
く
在
留
外
国
人
が
直
面
し
た
課
題
に
光
を
当
て
る
著
作
な
ど
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る）

（
（

。
も
っ
と
も
、
外
国
籍
配
偶
者
等
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と
い
う
よ
り
は
、
非
正
規
移
民
や
技
能
実
習
生
な
ど
、
よ
り
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
る
者
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多

い
。

　
移
民
研
究
や
出
入
国
管
理
の
文
脈
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
研
究
と
し
て
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
末
頃
ま
で
の
日
本
の
入
国
制

限
を
公
開
情
報
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
川
村
真
理
の
研
究
や
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
（
入
管
）
の
統
計
や
国
際
比
較
を
通
じ
て
二
〇
二
一

年
一
月
頃
ま
で
の
日
本
の
入
国
制
限
を
分
析
し
た
是
川
夕
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る）

（
（

。
と
く
に
是
川
は
、
日
本
政
府
の
入
国
制
限
を
「
お
お

む
ね
国
際
的
に
見
て
標
準
的
な
範
疇
に
収
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
」「
日
本
人
や
永
住
者
等
の
配
偶
者
や
家
族
に
つ
い
て
は
八
月
と
い
う
比

較
的
早
い
段
階
か
ら
新
規
入
国
を
認
め
て
い
た
」
と
評
価
し
て
い
る）

（1
（

。

　
た
だ
、
上
記
二
点
の
研
究
は
、
刊
行
時
期
や
情
報
量
の
制
約
の
関
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
第
一
に
、
両
者
と
も
二
〇

二
一
年
・
二
二
年
の
入
国
制
限
の
展
開
を
ほ
ぼ
研
究
対
象
に
含
ん
で
い
な
い
。
第
二
に
、
両
者
と
も
執
筆
時
点
に
て
公
開
さ
れ
て
い
た
文

書
や
統
計
資
料
に
の
み
基
づ
い
て
ま
と
め
て
い
る
た
め
に
、
や
や
正
確
性
を
欠
く
部
分
や
、
分
析
が
深
め
ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
散
見
さ

れ
る
。
詳
細
は
本
論
で
述
べ
る
が
、
例
え
ば
是
川
の
上
記
引
用
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、
少
な
く
と
も
自
国
民
の
家
族
等
を
対
象
と
す
る

入
国
制
限
に
関
し
、
日
本
政
府
の
対
応
は
国
際
的
に
見
て
標
準
的
な
範
疇
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
の
日

本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
へ
の
入
国
制
限
に
つ
い
て
は
、
六
月
下
旬
頃
か
ら
新
規
入
国
で
き
た
ケ
ー
ス
が
実
態
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
旨
が
入
管
か
ら
一
般
に
公
表
さ
れ
た
の
は
七
月
末
で
あ
っ
た
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
日
本
政
治
と
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
に
関
す
る
研
究
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
政
治
・
行

政
過
程
に
関
す
る
研
究
は
現
時
点
で
は
乏
し
い
。
ま
た
、
移
民
研
究
や
出
入
国
管
理
に
関
す
る
研
究
で
は
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
を

扱
う
研
究
は
少
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
社
会
に
て
移
民
が
直
面
し
た
困
難
な
ど
を
扱
う
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
他
に
、
移
民
研
究
や
出

入
国
管
理
の
文
脈
で
日
本
の
入
国
制
限
を
扱
う
論
考
も
あ
る
が
、
刊
行
時
期
や
情
報
量
の
制
約
も
あ
り
、
表
層
的
な
分
析
に
留
ま
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
の
入
国
制
限
の
問
題
は
、
研
究
が
少
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
良
い
も
の
で
は
な
い
。
結
論
を
先
取

り
す
る
と
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
現
代
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
が
集
中
的
に
表
現
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
な
か
で
も
、

市
民
個
々
人
へ
の
人
権
・
人
道
上
の
“
実
害
”
が
生
じ
た
こ
と
や
、
差
別
と
排
除
の
問
題
が
鋭
く
表
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
看
過
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
観
光
業
へ
の
打
撃
は
言
う
に
及
ば
な
い
が
、
経
済
界
は
高
度
人
材
や
技
能
実
習
生
も
十
分
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
目
的

の
渡
航
も
規
制
さ
れ
、
多
く
の
経
済
的
な
損
失
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
育
や
研
究
に
関
す
る
業
界
に
お
い
て
も
、
留
学
生
の
渡
航

が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
結
果
、
事
業
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
り
、
日
本
の
国
際
的
地
位
の
低
下
に
拍
車
が
か
か
っ
た
り
と
い
っ
た
負
の
影

響
が
生
じ
た
。

　
こ
れ
ら
の
被
害
は
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
主
と
し
て
金
銭
的
利
益
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
に
対

す
る
入
国
制
限
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
に
異
な
る
種
類
の
被
害
が
生
じ
た
。
彼
ら
は
日
本
に
居
住
す
る
市
民
の
家
族
生
活
に
不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
国
を
制
限
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
予
期
せ
ず
家
族
離
散
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
渡
航
や
滞
在
費
用
の
追
加
支
出
を
個
人
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
や
、
子
育
て
や
介
護
等
の
家
族
生
活
に
多
大
な

支
障
が
生
じ
た
者
、
緊
急
時
に
配
偶
者
や
子
と
分
離
し
た
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
著
し
い
不
調
が
生
じ
た
者
な
ど
、

個
々
人
の
基
礎
的
な
生
活
に
対
し
て
多
く
の
精
神
的
・
経
済
的
な
実
害
が
生
じ
た
。「
社
会
の
自
然
か
つ
基
礎
的
な
集
団
単
位
」（
世
界
人

権
宣
言
第
一
六
条
の
三
）
で
あ
る
家
族
の
分
離
は
、
端
的
に
人
権
・
人
道
上
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
の
入
国
制
限
は
、
公
衆
衛
生
上
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
差
別
と
排
除
に
関
わ
る
論
点
を
提
起
し
た
。
金
井

は
、
上
記
の
研
究
に
お
い
て
、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
へ
の
（
主
観
的
・
心
情
的
あ
る
い
は
捌
け
口
的
）「
対
策
」
と
し
て
の
非
難
が
、
民
衆

の
な
か
か
ら
、
感
染
者
と
そ
の
家
族
、
医
療
従
事
者
、
夜
の
街
関
係
者
、
出
歩
く
若
者
や
学
生
・
学
校
・
寮
、
飲
み
会
、
外
国
人
な
ど
を
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矛
先
と
し
て
選
ぶ
時
に
は
、
差
別
と
い
う
生
活
経
済
的
な
「
緊
急
事
態
」
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
る
。〔
…
〕
そ
れ
は
深
刻
な
コ
ロ
ナ
対

策
禍
で
あ
る）

（（
（

」
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
て
民
衆
が
外
国
人
な
ど
を
対
象
に
差
別
を
行
う
事
態
を
指
摘
し
た
。
同
時
に
、「
行
政
は
、
差
別

も
な
い
が
是
正
す
る
対
策
を
執
る
ど
こ
ろ
か
、
隔
離
政
策
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
差
別
の
原
因
と
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し

た
所
業
は
論
外
で
あ
る
が
、
行
政
が
無
為
無
策
の
中
立
的
態
度
を
取
れ
ば
、
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
積
極
的
な
差
別
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
経
験
か
ら
「
行
政
に
よ
る
隔
離
政
策
自
体
が
、
民
衆
の
間
の
偏
見
を
強
め
る
力
学
が
あ
る
こ
と

が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る）

（1
（

。
金
井
の
議
論
は
国
内
の
行
政
対
応
が
中
心
で
あ
る
が
、
外
国
人
へ
の
入
国
制
限
は
国
内
で
の

隔
離
以
上
の
排
除
で
あ
っ
た
た
め
、
外
国
人
へ
の
入
国
制
限
の
実
施
・
継
続
そ
れ
自
体
が
（
そ
の
公
衆
衛
生
上
の
効
果
や
実
態
に
か
か
わ

ら
ず
）
市
民
の
外
国
人
へ
の
差
別
・
排
除
意
識
を
刺
激
し
、
そ
れ
が
循
環
し
て
入
国
制
限
を
長
期
間
継
続
さ
せ
た
側
面
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
し
て
こ
の
差
別
・
排
除
に
は
外
国
籍
配
偶
者
等
も
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
外
国
籍
配
偶
者
等
の
み
な
ら
ず
そ
の
日
本
人
家
族
等
に
ま
で

向
け
て
、
誹
謗
中
傷
や
罵
詈
雑
言
、
排
外
的
言
説
が
飛
び
交
う
事
態
に
も
な
っ
て
い
た
。

　
本
稿
は
、
上
記
の
問
題
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
生
じ
た
の
か
を
紐
解
く
こ
と
で
、
将
来
に
お
け
る
同
種
の
事
態
の
再
発
を
防
ぐ
こ
と
を

直
接
の
目
的
と
す
る
。
こ
の
意
味
で
本
稿
は
、
事
実
の
正
確
な
理
解
を
提
供
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
優
れ
て
現
代
的
・
社
会
的
な
意
義

を
有
す
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
先
行
研
究
の
整
理
や
研
究
の
意
義
に
照
ら
し
、
本
稿
は
、
次
の
三
点
の
分
析
視
角
か
ら
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
・
パ
ー

ト
ナ
ー
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
入
国
制
限
を
検
証
す
る
。

　
第
一
に
、
政
策
形
成
過
程
や
当
事
者
ら
市
民
社
会
の
側
の
“
対
策
”
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
過
程
を
含
め
、
コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
政

治
過
程
を
総
合
的
に
検
討
す
る
。
単
に
出
入
国
管
理
に
関
わ
る
情
報
の
羅
列
や
表
層
的
な
分
析
で
は
、
上
記
の
問
題
が
生
じ
た
理
由
や
背
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景
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
実
際
、
入
国
制
限
を
含
む
い
わ
ゆ
る
「
水
際
対
策
」
の
形
成
に
お
い
て
は
、
日
本
政
府
内
部
で

も
、
外
務
省
（
査
証
）、
入
管
（
入
国
管
理
）、
厚
労
省
（
検
疫
）、
国
交
相
（
航
空
・
海
運
）
内
閣
官
房
・
国
家
安
全
保
障
局
（
ト
ッ
プ

の
意
思
決
定
・
指
揮
・
統
合
調
整
）
と
い
っ
た
複
数
の
ア
ク
タ
ー
が
関
与
し
て
お
り
、
各
々
の
意
図
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
外
国
人
の
排
除
を
求
め
る
声
や
、
入
国
制
限
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
当
事
者
ら
の
声
は
、
行
政
の
担
当
者
の
み
な
ら
ず
、
議
員
へ
の

入
力
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
働
き
か
け
を
通
じ
て
政
策
形
成
過
程
へ
と
還
流
し
て
い
き
、
入
国
制
限
の
厳
格
化
や
緩
和
へ
と
結
び
つ
く
こ
と
と

な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
可
能
な
限
り
詳
細
に
追
跡
し
、
再
構
築
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
第
二
に
、
第
一
の
観
点
か
ら
事
実
を
検
証
し
た
上
で
、
国
内
法
・
国
際
法
的
な
規
範
や
、
公
衆
衛
生
の
観
点
、
ま
た
政
策
実
施
過
程
上

の
問
題
そ
の
他
の
視
点
か
ら
、
入
国
制
限
を
再
考
す
る
。
入
国
制
限
措
置
に
関
す
る
規
範
的
な
問
題
点
は
、
日
本
に
居
住
す
る
大
多
数
の

日
本
人
に
は
関
係
が
薄
い
た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も
報
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
い
わ
ゆ
る
「
水
際
対
策
」
は
公

衆
衛
生
の
観
点
か
ら
時
間
稼
ぎ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
専
門
家
の
間
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
外
国
人
の
入
国

を
拒
否
す
る
こ
と
で
国
内
を
完
全
に
安
寧
に
保
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
偏
っ
た
印
象
を
与
え
る
報
道
や
言
説
の
流
布
が
相

次
い
だ
。
政
策
の
実
施
過
程
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
入
国
制
限
緩
和
の
過
程
に
お
い
て
は
、
入
管
や
外
務
省
の
担
当
課
の
意
図
が
実
際

の
入
管
行
政
や
在
外
公
館
の
査
証
事
務
に
ス
ム
ー
ズ
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
現
場
の
担
当
者
ら
と
当
事
者
ら
の
間
で

は
種
々
の
混
乱
が
生
じ
た
が
、
こ
れ
も
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
報
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
加
え
、“
対
策
”
形
成
過
程
に
お

い
て
当
事
者
ら
が
抱
え
た
課
題
な
ど
も
含
め
、
事
実
を
基
点
に
各
々
の
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
言
説
に
お
け

る
不
均
衡
を
正
し
、
将
来
コ
ロ
ナ
禍
と
同
様
の
事
態
が
生
じ
た
際
に
は
適
切
な
措
置
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
整
理
し
て
お
く
も
の

で
あ
る
。

　
第
三
に
、
第
一
・
第
二
点
を
実
行
す
る
た
め
の
史
資
料
と
し
て
、
政
府
の
公
開
情
報
に
加
え
て
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
や
筆
者
が
開
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示
し
た
公
文
書
、
ま
た
筆
者
を
含
む
当
事
者
ら
の
経
験
な
ど
に
依
拠
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
筆
者
の
立
場
を
、

あ
ら
か
じ
め
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
筆
者
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
に
外
国
籍
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
婚
姻
し
た
。
当
月
中
に
配
偶
者
は
「
日
本
人
の
配
偶
者

等
」
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
入
管
に
申
請
し
た
が
、
四
月
初
頭
以
降
の
広
範
な
入
国
制
限
の
結
果
と
し
て
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の

発
行
も
併
せ
て
停
止
さ
れ
て
お
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
に
自
身
の
配
偶
者
が
日
本
に
入
国
で
き
な
い
状
態
が
続
い
た
。
結
局
、
筆
者

の
配
偶
者
が
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
受
領
し
た
の
は
七
月
前
半
で
あ
り
、
査
証
を
取
得
し
て
日
本
に
入
国
で
き
た
の
は
八
月
後
半
と
な

っ
た
。

　
詳
細
は
第
二
章
か
ら
第
四
章
に
か
け
て
述
べ
る
が
、
配
偶
者
が
入
国
で
き
な
い
間
、
筆
者
は
同
様
の
状
況
に
あ
っ
た
他
の
当
事
者
と
と

も
に
、
入
国
制
限
に
関
す
る
情
報
共
有
や
、
政
治
・
行
政
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の
働
き
か
け
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
経
験
も
あ
り
、
自
身
の

配
偶
者
が
入
国
し
た
後
も
、
さ
さ
や
か
な
形
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
他
の
当
事
者
ら
へ
の
情
報
提
供
を
継
続
し
て
い
た）

（1
（

。
こ
れ

ら
は
、「
密
」
を
避
け
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
特
性
も
あ
っ
て
、
基
本
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
匿
名
で
の
活
動
が
中
心
で
あ
っ

た
）
（1
（

。
た
だ
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
策
と
し
て
外
国
籍
配
偶
者
等
へ
の
入
国
制
限
が
三
た
び
導
入
さ
れ
た
際
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
署
名
活
動
や
外
務
省
へ
の
要
望
書
提
出
、
記
者
会
見
と
い
っ
た
活
動
の
発
展
に
伴
い
、
実
名
を
出
し
て
政
治
・
行
政
・
メ
デ
ィ

ア
へ
の
働
き
か
け
を
行
な
う
に
至
っ
た）

（1
（

。

　
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
扱
う
政
治
過
程
に
お
い
て
は
、
筆
者
自
身
が
当
事
者
と
し
て
あ
る
程
度
関
与
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、

と
く
に
当
事
者
ら
か
ら
政
府
・
行
政
へ
の
“
対
策
”
の
形
成
過
程
に
関
し
て
は
、
筆
者
自
身
の
実
体
験
や
、
他
の
当
事
者
ら
と
の
協
力
・

や
り
と
り
の
中
で
知
り
得
た
情
報
を
用
い
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
本
稿
は
単
な
る
論
文
で
は
な
く
、
筆
者
自
身
の
体
験

記
と
い
っ
た
趣
き
も
あ
る
。
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他
方
で
、
上
記
の
働
き
か
け
を
行
う
た
め
に
は
、
相
手
側
、
つ
ま
り
政
治
・
行
政
方
面
の
意
図
や
政
策
形
成
に
つ
い
て
、
正
確
に
理
解

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
筆
者
は
、
公
開
情
報
や
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
検
討
に
加
え
て
、
二
〇
二
〇
年
夏
頃
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
入
管
、
外
務
省
、
厚
労
省
、
国
家
安
全
保
障
局
、
内
閣
官
房
な
ど
に
計
四
〇
回
の
公
文
書
開
示
請
求
を
行
い
、
合
計
三
二
〇

件
の
行
政
文
書
を
入
手
し
た
（
重
複
あ
り
。
詳
細
は
別
表
を
参
照
の
こ
と）

（1
（

）。
ま
た
、
議
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
行
政
の
担
当
者
と

の
や
り
と
り
な
ど
を
通
じ
、
公
開
情
報
や
公
文
書
で
示
さ
れ
る
範
囲
の
背
景
に
あ
る
事
情
を
把
握
す
る
こ
と
に
も
努
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
の
史
資
料
は
、
入
国
制
限
の
政
治
過
程
を
復
元
す
る
上
で
十
分
な
も
の
で
は
な
い
が
、
同
時
代
に
生
き
る
筆
者
が
可
能
な
限
り
集

め
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
本
稿
は
れ
っ
き
と
し
た
同
時
代
史
研
究
で
あ
り
、
単
な
る
体
験
記
以
上
の
意
味
を
有
す

る
。

　
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
史
資
料
を
幅
広
く
用
い
る
が
、
同
時
代
の
事
象
で
あ
る
以
上
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
一
定
の
配
慮
を
必
要
と
す

る
。
公
人
（
大
臣
や
議
員
な
ど
）
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
公
開
す
る
が
、
実
名
を
公
表
し
て
い
な
い
当
事
者
な
ど
は
私
人

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
氏
名
や
具
体
的
な
内
容
・
情
報
源
の
記
載
を
あ
え
て
控
え
て
い
る
部
分
も
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
叙
述
す
る
内

容
は
、
す
べ
て
筆
者
の
責
任
で
可
能
な
限
り
正
確
さ
を
確
認
し
た
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
あ
ら
か
じ
め
記
し
て
お
く
次
第
で

あ
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
筆
者
は
現
代
日
本
の
政
治
・
行
政
、
移
民
研
究
や
出
入
国
管
理
、
感
染
症
や
公
衆
衛
生
を
主
に
研
究
し
て
き
た
わ
け

で
は
な
く
、
日
本
政
治
外
交
史
・
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
史
を
主
要
な
研
究
領
域
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
歴
史
的
手
法
を
用
い
て
政
治
過

程
の
分
析
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
上
記
の
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
や
、
公
文
書
の
検
討
な
ど
に
お
い
て
、
む
し
ろ
利
す
る
部
分
が
大
き
か

っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
自
分
自
身
が
経
験
し
た
の
み
な
ら
ず
、
自
身
が
当
事
者
と
し
て
相
当
程
度
関
与
し
た
同
時
代
の
政
治
過
程
の
分
析
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に
お
い
て
、
客
観
性
・
中
立
性
を
維
持
す
る
の
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
立
場
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
内
実
も
あ
る
だ

ろ
う
し
、
公
文
書
管
理
の
問
題
が
数
多
く
指
摘
さ
れ
る
昨
今
に
お
い
て
は
、
後
世
の
歴
史
家
の
た
め
の
記
録
と
い
う
意
味
で
も
、
同
時
代

の
叙
述
を
残
し
て
お
く
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
限
界
や
制
約
を
自
覚
し
つ
つ
も
、「
同
時
代
史
的
検
討
」
と
題
し
た
本
稿
を
世

に
問
う
理
由
で
あ
る
。

　
本
稿
は
以
下
の
構
成
を
と
る
。
第
一
章
で
は
、
前
提
知
識
と
し
て
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
に
関
す
る
日
本
の
入
国
管
理
制
度
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
第
二
章
で
は
、
外
国
籍
配
偶
者
等
に
対
す
る
一
度
目
の
入
国
制
限
（
二
〇
二
〇
年
四
月
─
七
月
）
の
政
策
形
成
過
程

と
、
こ
れ
に
対
す
る
当
事
者
ら
の
“
対
策
”
形
成
過
程
を
扱
う
。
第
三
章
で
は
、
外
国
籍
配
偶
者
等
に
対
す
る
二
度
目
の
入
国
制
限
（
二

〇
二
一
年
一
月
─
三
月
）
の
政
策
形
成
過
程
と
、
当
事
者
ら
の
“
対
策
”
形
成
過
程
を
扱
う
（
以
上
、
本
号
に
掲
載
）。
第
四
章
で
は
、

外
国
籍
配
偶
者
等
に
対
す
る
三
度
目
の
入
国
制
限
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
─
二
〇
二
二
年
一
月
）
の
政
策
形
成
過
程
お
よ
び
“
対
策
”
形

成
過
程
を
扱
い
、
そ
の
上
で
三
度
の
入
国
制
限
の
政
治
過
程
を
比
較
す
る
。
第
五
章
で
は
、
規
範
的
な
観
点
、
公
衆
衛
生
上
の
観
点
、
行

政
対
応
の
観
点
、
当
事
者
ら
の
活
動
の
観
点
と
い
っ
た
複
数
の
視
点
か
ら
、
入
国
制
限
や
そ
の
副
作
用
の
問
題
点
な
ど
を
指
摘
す
る
。
第

六
章
で
は
、
在
留
外
国
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
や
、
日
本
人
の
外
国
籍
パ
ー
ト
ナ
ー
（
同
性
婚
や
事
実
婚
、
未
婚
の
関
係
な
ど
を
含
む
）

が
コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
に
お
い
て
直
面
し
た
困
難
を
掘
り
下
げ
る
。
結
と
し
て
は
、
以
上
の
内
容
を
概
観
し
た
上
で
、
こ
の
問
題
を
通
し

て
見
ら
れ
た
日
本
社
会
の
抱
え
る
問
題
点
を
指
摘
し
、
今
後
の
課
題
や
提
案
を
記
し
て
ま
と
め
る
（
次
号
に
掲
載
予
定
）。

一
　
入
国
管
理
と
入
国
制
限
の
枠
組
み

　
コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
は
、
前
提
知
識
と
し
て
、
日
本
の
入
国
管
理
制
度
と
入
国
制
限
の
枠
組
み
を
大
ま
か
に
把
握
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二
四

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
と
く
に
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
が
入
国
す
る
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
る
の
か
、

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
は
ど
の
よ
う
な
法
律
や
制
度
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
の
か
を
、
簡
単
に
説
明
す
る
。

　
日
本
に
入
国
す
る
外
国
人
は
、
原
則
と
し
て
、
在
留
資
格
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
在
留
資
格
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入
管

法
）
上
の
法
的
資
格
で
あ
り
、
就
労
制
限
に
応
じ
て
幾
つ
か
に
区
分
さ
れ
る
。
入
管
法
別
表
第
一
で
は
、
就
労
制
限
の
あ
る
在
留
資
格
が

列
挙
さ
れ
て
お
り
、
第
一
の
一
（
外
交
、
公
用
な
ど
。
特
定
の
業
務
に
限
り
就
労
可
能
）、
第
一
の
二
（
高
度
専
門
職
、
経
営
・
管
理
、

技
能
実
習
な
ど
。
特
定
の
業
務
に
限
り
就
労
可
能
）、
第
一
の
三
（
短
期
滞
在
な
ど
。
就
労
は
不
可
）、
第
一
の
四
（
留
学
、
家
族
滞
在
な

ど
。
就
労
は
原
則
不
可
だ
が
、
資
格
外
活
動
許
可
を
得
る
こ
と
で
一
定
の
就
労
が
可
能
）、
第
一
の
五
（
特
定
活
動
、
特
定
の
業
務
に
限

り
就
労
可
能
）
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
入
管
法
別
表
第
二
で
は
、
就
労
制
限
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
身
分
系
と
呼
ば
れ
る
在
留
資
格
が
列
記

さ
れ
て
お
り
、「
永
住
者
」「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」「
永
住
者
の
配
偶
者
等
」「
定
住
者
」
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
は
、
最
初
か
ら
「
永
住
者
」
な
ど
の
在
留
資
格
を
持
っ
て
い
る
場
合
を
除
け
ば
、
と
く
に
婚
姻
の
初
期
に

お
い
て
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
を
持
つ
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
外
国
籍
配
偶
者
等
が
こ
れ
ら
の
在
留
資
格
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
他
の
在
留
資
格
に
よ
り
滞
在
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
他
の
在
留
資
格
へ
の
申
請
よ
り
も
手
続
き
が

煩
雑
で
は
な
く
、
就
労
制
限
が
な
い
た
め
身
分
的
に
安
定
す
る
た
め
で
あ
る
。
婚
姻
が
長
期
か
つ
安
定
的
で
あ
る
場
合
に
は
、「
永
住
者
」

に
在
留
資
格
を
変
更
す
る
こ
と
が
選
択
肢
と
な
り
得
る
。

　
在
留
資
格
を
得
て
日
本
に
居
住
を
し
て
い
な
い
状
態
か
ら
、「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
に
て
日
本
に
新
規
入
国
す
る
場
合
、

ま
ず
入
管
に
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
を
行
い
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
取
得
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
（
審
査
の
標
準
処
理
期

間
は
一
─
三
ヶ
月
と
さ
れ
て
い
る
）。
そ
の
後
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
現
居
住
国
の
日
本
の
在
外
公
館
（
外
務
省
）
に
提
出
し
、
査
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史
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井
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一
二
五

証
の
発
給
を
受
け
る
（
在
外
公
館
や
申
請
時
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
数
日
か
ら
数
週
間
程
度
が
標
準
と
思
わ
れ
る
）。
そ
し
て
、
日
本
の

空
港
や
港
湾
に
て
入
管
が
実
施
す
る
入
国
審
査
の
際
に
査
証
を
提
示
し
、
問
題
が
な
け
れ
ば
新
規
入
国
と
な
る
。
参
考
ま
で
に
、
コ
ロ
ナ

禍
が
本
格
化
す
る
前
の
二
〇
一
九
年
に
は
、「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
取
得
し
た
外
国
人
は
九
六
一
八
人
と

な
っ
て
い
る）

（1
（

。

　
他
方
で
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
得
る
こ
と
な
く
、
直
接
在
外
公
館
（
外
務
省
）
に
外
国
籍
配
偶
者
等
向
け
の
長
期
査
証
を
申
請
・

取
得
し
、
上
陸
審
査
を
経
て
入
国
す
る
道
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
在
留
資
格
認
定
書
を
経
る
手
続
き
に
比
べ
る
と
一
般
的
と
は
言
え
な
い
が
、

一
定
数
の
外
国
人
が
こ
の
方
法
で
入
国
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
二
〇
一
九
年
の
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
査
証
発
給
数
は

一
〇
七
六
六
人
と
な
っ
て
い
る
が）

（1
（

、
例
外
を
考
慮
に
入
れ
ず
に
単
純
に
差
を
と
れ
ば
、
一
〇
七
六
六
人
と
九
六
一
八
人
の
差
の
一
一
四
八

人
は
こ
の
手
続
き
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
二
〇
一
九
年
に
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
と
し
て
実
際
に
新
規
入
国
し
た
外

国
人
は
、
一
〇
六
九
四
人
と
な
っ
て
い
る）

（1
（

。

　
さ
ら
に
、
短
期
滞
在
の
在
留
資
格
に
て
日
本
に
新
規
入
国
し
た
上
で
、
入
管
に
対
し
て
在
留
資
格
変
更
許
可
申
請
を
行
い
、「
日
本
人

の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
に
切
り
替
え
る
方
法
も
あ
る
。
短
期
滞
在
査
証
は
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と
な
く
在
外
公
館

に
直
接
申
請
可
能
で
あ
り
、
ま
た
査
証
免
除
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
短
期
滞
在
査
証
の
取
得
の
必
要
も
な
い
。
こ
の
方
法
は
標

準
的
な
も
の
で
は
な
く
、
法
令
上
は
「
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情
」
が
あ
る
場
合
に
限
る
と
さ
れ
る
が
（
入
管
法
第
二
〇
条
第
三
項
）、

上
記
の
手
続
き
と
比
べ
て
迅
速
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
利
用
者
が
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る）

11
（

。
ま
た
、
そ
も
そ
も
海
外
に

生
活
拠
点
を
置
い
て
お
り
、
三
ヶ
月
以
内
の
短
期
で
日
本
に
滞
在
す
る
場
合
に
は
、
中
長
期
の
在
留
資
格
で
あ
る
「
日
本
人
の
配
偶
者

等
」
へ
切
り
替
え
る
必
要
性
も
な
い
の
で
、
短
期
滞
在
の
在
留
資
格
の
ま
ま
入
国
し
出
国
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

た
現
代
社
会
で
は
、
一
時
的
に
他
国
に
移
動
す
る
国
際
家
族
や
、
定
期
的
に
互
い
の
国
を
行
き
来
す
る
別
居
婚
と
い
っ
た
、
国
境
を
越
え
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た
国
際
家
族
の
ス
タ
イ
ル
も
珍
し
く
な
い
。

　
以
上
の
手
続
き
は
、
と
く
に
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
中
長
期
の
在
留
資
格
に
お
い
て

も
多
く
は
変
わ
ら
な
い
が
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
取
得
す
る
第
一
の
道
が
よ
り
標
準
的
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）

1（
（

。
ま
た
、

こ
こ
で
言
う
新
規
入
国
と
は
、
在
留
資
格
が
な
い
状
態
か
ら
、
新
た
に
在
留
資
格
を
取
得
し
て
入
国
す
る
こ
と
を
指
す
。
他
に
再
入
国
と

い
う
類
型
も
あ
り
、
こ
れ
は
既
に
中
長
期
の
在
留
資
格
を
有
し
て
い
る
状
態
で
、
そ
の
有
効
期
限
内
に
、
許
可
を
得
て
一
時
的
に
出
国
し

再
度
入
国
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
査
証
の
取
得
が
免
除
さ
れ
る
（
入
管
法
第
二
六
条
）。

　
上
記
の
入
国
手
続
き
を
概
観
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
新
規
入
国
を
制
限
す
る
に
は
、
制
度
的
に
は
次
の
三
つ
の
関
門
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
空
港
な
ど
で
の
入
国
審
査
に
お
い
て
上
陸
を
拒
否
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
入
管
の
出
入
国
管
理
部
審
判
課

の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
（
法
務
省
設
置
法
第
二
八
条
、
法
務
省
組
織
令
第
七
九
条
、
入
管
法
第
五
条
）。
第
二
に
、
第
一
の
段
階
よ
り
前

の
関
門
と
し
て
、
査
証
発
給
を
行
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
務
省
領
事
局
外
国
人
課
の
管
轄
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
場
合
実
務

は
在
外
公
館
が
担
う
（
外
務
省
設
置
法
第
四
条
第
一
三
項
、
第
七
条
。
外
務
省
組
織
令
第
八
八
条
第
四
項
）。
第
三
に
、
在
留
資
格
認
定

証
明
書
を
発
行
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
入
管
の
出
入
国
管
理
部
在
留
管
理
課
の
管
轄
で
あ
る
（
法
務
省
設
置
法
第
二
八
条
、
法
務

省
組
織
令
第
八
一
条
、
入
管
法
第
七
条
の
二
）。
入
国
手
続
き
そ
の
も
の
が
入
管
と
外
務
省
の
管
轄
に
ま
た
が
っ
て
い
る
関
係
で
、
入
国

制
限
も
両
者
の
権
限
に
自
然
と
ま
た
が
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
各
々
の
組
織
内
部
で
の
管
轄
も
手
続
き
の
各
部
分
ご
と
に
異
な
る
こ
と
と

な
る
。

　
な
お
、
日
本
の
空
港
な
ど
に
到
着
し
た
外
国
人
を
上
陸
拒
否
と
す
る
場
合
に
は
、
送
還
な
ど
の
手
間
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
、
実
際

の
入
国
制
限
で
は
外
国
人
が
搭
乗
す
る
前
に
、
航
空
会
社
ス
タ
ッ
フ
に
入
国
可
否
に
関
す
る
実
務
を
部
分
的
に
担
当
さ
せ
る
こ
と
が
広
く
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行
わ
れ
て
い
た）

11
（

。
筆
者
の
配
偶
者
が
入
国
し
た
際
に
も
、
航
空
会
社
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
入
管
の
審
判
課
に
電
話
を
か
け
、
入
国
可
能
か

ど
う
か
を
問
い
合
わ
せ
て
い
た
。
航
空
会
社
は
基
本
的
に
国
交
省
の
管
轄
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
入
管
や
外
務
省
の
権
限
と
ま
た
が
る
状
況

と
な
る
。
さ
ら
に
は
、「
水
際
対
策
」
の
一
環
と
し
て
の
入
国
制
限
は
、
入
国
者
の
検
査
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
と
の
兼
ね
合
い
が
重
要
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
検
疫
業
務
と
の
調
整
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
検
疫
の
管
轄
は
厚
労
省
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
も
権
限
調
整
が
必
要
と

な
っ
て
い
た）

11
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
入
国
制
限
に
お
い
て
は
、
入
管
・
外
務
省
の
組
織
内
外
に
ま
た
が
る
入
国
手
続
き
を
基
本
と
し
つ
つ
、
国

交
省
や
厚
労
省
と
の
調
整
も
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
権
限
関
係
が
複
雑
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
統
一
的
な
指
揮
命
令
や
統
合
調
整
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
内
閣
の
下
に
設
置
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
以
下
、「
対
策
本
部
」
と
記
載
）
が
そ
の
役
目

を
担
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
入
国
制
限
に
関
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前
、
二
〇
〇
九
年
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
念
頭
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
」
が
開
か
れ
た
頃
か
ら
そ
の
原
型
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
「
水
際

対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
作
成
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
さ
ら
に
国
会
審
議
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措

置
法
の
制
定
に
よ
り
、
入
国
制
限
の
枠
組
み
が
確
定
さ
れ
た
。「
水
際
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
ほ
ぼ
内
容
の
変
更
が
な
い
ま

ま
、
二
〇
一
三
年
策
定
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会

議
）
の
一
部
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た）

11
（

。

　「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
記
載
）
の
水
際
対
策
関
連
部
分
で
は
、
措
置
の
対

象
を
「
在
外
邦
人
」
と
「
外
国
人
」
に
分
け
た
上
で
、
前
者
に
は
退
避
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
帰
国
手
段
の
確
保
を
第
一
と
し
つ
つ
、
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一
二
八

後
者
に
つ
い
て
は
「
事
態
の
進
展
に
応
じ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
の
決
定
に
基
づ
き
、
緊
急
事
案
等
の
必
要
不
可
欠
な
渡
航

を
除
き
、
査
証
発
給
を
停
止
す
る
」（
五
一
・
五
二
頁
）
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
査
証
発
給
を
停
止
す
る
場
合
に
は
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
渡
航

制
限
を
認
め
る
Ｉ
Ｈ
Ｒ
［
国
際
保
健
規
則
─
筆
者
注
］
第
一
八
条
に
よ
る
勧
告
等
を
踏
ま
え
る
」（
五
二
頁
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
水
際
対
策
と
し
て
の
査
証
措
置
の
実
効
性
に
は
、
再
入
国
者
の
存
在
（
再
入
国
者
は
既
に
在
留
資
格
を
有
し
て
い
る
た
め
再
入

国
に
際
し
て
査
証
を
受
け
る
必
要
が
な
く
、
従
っ
て
査
証
制
限
の
対
象
外
と
な
る
）
や
、
既
に
査
証
を
取
得
済
の
者
も
い
る
こ
と
、
査
証

担
当
者
に
検
疫
上
の
知
見
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
限
界
が
あ
る
こ
と
が
率
直
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
陸
審
査
に
お
い
て
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
外
国
人
は
入
管
法
第
五
条
第
一
条
第
一
号）

11
（

に
規
定
す
る
上
陸
拒
否
事
由
に
該
当
す
る
と
し
つ
つ
、
検

疫
で
外
国
人
が
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
隔
離
措
置
が
行
わ
れ
、
入
院
後
に
上
陸
申
請
前
の
状
態
に
戻
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　
以
上
を
概
観
す
る
と
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
特
徴
と
し
て
は
、
第
一
に
「
在
外
邦
人
」
と
「
外
国
人
」
に
対
応
が
大
別
さ
れ
て
お
り
、

「
緊
急
事
案
等
の
必
要
不
可
欠
な
渡
航
」
と
い
っ
た
例
外
と
な
る
事
態
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
や
対
応
が
十
分
具
体
化
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
種
々
の
限
界
が
自
覚
さ
れ
つ
つ
も
、
在
外
公
館
（
外
務
省
）
で
の
査
証
制
限
が
入
国
制
限
の
主
な

手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
査
証
制
限
で
は
、
再
入
国
者
の
制
限
や
発
行
済
の
査
証
を
停
止
す
る
よ
う
な
発
想
は
な
く
、
ま
た

入
国
審
査
で
の
上
陸
拒
否
の
法
的
根
拠
と
し
て
も
入
管
法
第
五
条
第
一
条
第
一
号
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
入
国
審
査
や
検
疫
で

感
染
が
発
覚
し
た
外
国
人
は
隔
離
・
入
院
さ
せ
る
と
な
っ
て
お
り
、
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
特
定
の
地
域
か
ら
渡
航
し
た
外
国
人
が
、
感

染
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
上
陸
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
か
っ
た
。

　
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど
に
事
前
に
整
理
さ
れ
た
枠
組
み
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
十
全
に
機
能
し
た
と

は
言
い
難
く
、
入
国
制
限
に
関
し
て
は
多
数
の
問
題
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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一
二
九

イ
ル
ス
感
染
症
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
三
日
）
以
前
か
ら
、
入
国
制
限
を
開
始
し
た
（
二
〇
二
〇
年

二
月
一
日
）
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
政
治
方
面
か
ら
の
入
力
や
世
論
へ
の
対
応
、
政
府
・
行
政
の
想
像
力
の
欠
如

な
ど
に
よ
っ
て
、
政
策
形
成
過
程
や
実
施
過
程
が
大
き
く
混
乱
し
た
結
果
と
し
て
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
当
事
者
ら
に
降
り
か
か
っ
て
き
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
、
と
く
に
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
に
関
す
る
入
国
制
限
を
中
心
に
、
以
下
述
べ
て

い
く
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
一
度
目
の
入
国
制
限
（
二
〇
二
〇
年
四
月
─
七
月
）

　
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
に
関
す
る
広
範
な
入
国
制
限
は
、
一
度
目
の
入
国
制
限
二
〇
二
〇
年
四
月
─
七
月
）、
二
度
目
の
入
国
制

限
（
二
〇
二
一
年
一
月
─
三
月
）、
三
度
目
の
入
国
制
限
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
─
二
〇
二
二
年
一
月
）
の
三
度
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
政
治
過
程
は
、
各
々
の
間
で
共
通
す
る
特
徴
が
あ
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
内
容
と
態
様
と
を
有
し
て
い
た
。

（
一
）
政
策
形
成
過
程
（
二
〇
二
〇
年
一
月
─
四
月
）

　
一
度
目
の
広
範
な
入
国
制
限
に
導
入
に
至
る
ま
で
の
過
程
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
一
部
の
国
・
地
域
へ
の
入
国
制
限

が
次
第
に
地
理
的
に
拡
大
し
、
四
月
初
に
広
範
な
国
・
地
域
を
含
む
も
の
に
発
展
す
る
と
い
う
経
緯
を
辿
っ
た
。
そ
の
間
に
は
い
く
つ
か

の
段
階
が
あ
っ
た
が
、
導
入
当
初
の
構
造
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
部
分
が
多
か
っ
た
。

　
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
中
国
湖
北
省
で
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
に
入
る
と
湖
北
省
を
中
心

に
感
染
者
数
が
増
加
し
、
日
本
で
の
感
染
例
も
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
事
態
を
受
け
、
一
月
末
か
ら
、
内
閣
官
房
の
国
家
安
全
保
障
局
を
中
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一
三
〇

心
に
関
係
各
省
が
連
携
し
、
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
る
湖
北
省
か
ら
の
日
本
人
の
帰
国
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。
入
国
制
限
の
導

入
お
よ
び
対
策
本
部
の
設
立
は
、
こ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
時
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
関
し
て
も
国
家
安
全

保
障
局
、
な
か
で
も
経
済
班
設
置
準
備
室
（
四
月
一
日
以
降
は
経
済
班
）
が
主
導
し
て
総
合
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た）

11
（

。

　
一
月
三
〇
日
に
設
立
さ
れ
た
対
策
本
部
の
第
一
回
の
会
議
で
は
、
加
藤
勝
信
厚
労
相
が
検
疫
に
つ
い
て
、
茂
木
敏
充
外
相
が
チ
ャ
ー
タ

ー
機
で
の
帰
国
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
安
倍
首
相
は
「
無
症
状
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
陽
性
反
応
が

出
た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
水
際
対
策
な
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
を
、
も
う
一
段
引
き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
」
と
入
国
制
限
強
化
に
言
及
し
つ
つ
、「
こ
れ
ま
で
の
発
想
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
」
と
強
調
し
た）

11
（

。

　
一
月
三
一
日
未
明
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）」
を
宣
言
し
た
こ
と
を
受
け
、

対
策
本
部
は
翌
三
一
日
正
午
に
第
二
回
の
会
議
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
、
入
管
を
所
管
す
る
法
務
省
の
森
ま
さ
こ
法
相
は
、「
入
管
法
第

五
条
で
は
、
我
が
国
へ
の
上
陸
拒
否
事
由
を
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
感
染
症
法
に
定
め
る
指
定
感
染
症
等
の
患
者
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
［
第
五
条
第
一
項
第
一
号
─
筆
者
注
］。［
…
］
明
日
か
ら
入
管
法
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
の
上
陸
を
拒
否

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。［
…
］
ま
た
、
指
定
感
染
症
の
患
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
や
、
発
症
前
な
ど
の
場
合

の
措
置
に
つ
い
て
は
、
わ
た
く
し
か
ら
具
体
的
な
条
文
を
お
示
し
し
、
ま
さ
に
今
、
関
係
省
庁
と
と
も
に
、
検
討
中
で
す
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
、
安
倍
首
相
は
、「
今
般
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
宣
言
を
受
け
、
緊
急
事
態
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
明
日
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
我
が
国
に
入
国
し
よ
う
と
す
る
者
が
感
染
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
入
管
法
の
規
定
に
よ
り
、

入
国
を
拒
否
い
た
し
ま
す
。
ま
た
感
染
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、
入
国
管
理
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
出
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
反
応
が
出
た
人
が
い
る
事
実
も
踏
ま
え
、
水
際
対
策
の
実
効
性
を
一
層
高
め
な
け
れ
ば
な
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一

り
ま
せ
ん
。
入
管
法
に
基
づ
き
そ
の
運
用
に
つ
い
て
、
関
係
大
臣
は
速
や
か
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
」
と
指
示
し
た）

11
（

。

　
森
法
相
が
示
し
た
「
具
体
的
な
条
文
」
と
は
、
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
：「
前
各
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
ほ
か
、
法
務
大
臣

に
お
い
て
日
本
国
の
利
益
又
は
公
安
を
害
す
る
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
」
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
森
法
相
は
、
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
、「
入
管
法
五
条
一
項
一
四
号
は
伝
家
の
宝
刀
と
言
わ
れ
る
条
項
で
あ
り
、
運
用
に
当
た
っ
て
は

極
め
て
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
初
は
入
国
を
拒
否
で
き
る
条
項
は
無
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
臣
室
に
て
徹
夜
で
一
つ
ず
つ
入
管
法
の
条
項
を
、
事
務
方
と
検
討
し
、
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
事
務
方
か
ら
は
慎
重
論
も

上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
政
治
家
と
し
て
、
法
務
大
臣
と
し
て
、
私
は
同
条
項
の
適
用
を
決
断
し
ま
し

た
」
と
説
明
し
て
い
る）

11
（

。

　
こ
の
「
徹
夜
」
で
の
事
務
方
と
の
検
討
は
、
対
策
本
部
で
の
安
倍
首
相
や
森
法
相
の
発
言
を
踏
ま
え
る
と
、
お
そ
ら
く
一
月
三
〇
日
か

ら
三
一
日
に
か
け
て
急
ぎ
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
事
実
、
三
〇
日
の
午
後
四
時
四
九
分
か
ら
総
理
執
務
室
で
行
わ
れ
た

連
絡
会
議
（
第
五
回
）
に
入
管
が
提
出
し
た
資
料
で
は
、
参
考
と
し
て
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、

こ
の
時
点
で
は
入
管
は
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る）

1（
（

。
な
お
、
第
一
回
と
第
二

回
の
対
策
本
部
の
間
の
三
一
日
午
前
に
開
か
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
安
倍
首
相
は
「
感
染
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
入
国
管
理
を
強
化
す
る
べ
く
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
し
ま
す
」
と
発
言
し
、
森
法
相
は
「
患
者
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
も
、
こ
れ
は
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
高
度
な
政
治
的
判
断
と
は
な
り
ま

す
が
、
同
条
一
項
一
四
号
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
水
際
対
策
の
強
化
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。
ま
た
、
第
二

回
と
第
三
回
の
対
策
本
部
の
間
の
三
一
日
午
後
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
は
、
柳
ヶ
瀬
裕
文
参
院
議
員
（
維
新
）
が
武
漢
か
ら
渡

航
す
る
外
国
人
の
入
国
制
限
を
主
張
し
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
立
法
措
置
を
求
め
た
の
に
対
し
、
安
倍
首
相
・
森
法
相
は
、
入
管
法
五
条
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一
三
二

一
項
一
四
号
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
現
行
法
で
も
対
応
は
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
答
弁
し
て
い
る）

11
（

。
三
一
日
の
国
会
に
お
け
る
安
倍
首
相
や
森

法
相
に
よ
る
方
向
づ
け
も
あ
っ
て
、
内
閣
官
房
や
入
管
な
ど
の
関
係
各
省
と
の
間
で
は
、
同
日
午
後
に
は
同
条
項
を
適
用
す
る
方
向
で
調

整
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
一
日
午
後
六
時
一
〇
分
に
は
、
対
策
本
部
の
第
三
回
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
北
村
滋
国
家
安
全
保
障
局
長
は
「
内
閣
官
房
で
は
、
出

入
国
在
留
管
理
長
等
と
検
討
を
行
い
、
湖
北
省
に
滞
在
歴
を
有
す
る
外
国
人
の
我
が
国
へ
の
入
国
を
制
限
す
る
た
め
、
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
が
定
め
る
日
本
国
の
利
益
又
は
公
安
を
害
す
る
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る

相
当
の
理
由
が
あ
る
者
と
し
て
、
上
陸
拒
否
を
す
る
も
の
と
し
て
、
本
邦
へ
の
上
陸
の
申
請
日
前
一
四
日
以
内
に
同
国
湖
北
省
に
お
け
る

滞
在
歴
が
あ
る
外
国
人
及
び
同
省
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
同
国
旅
券
を
所
持
す
る
外
国
人
が
該
当
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
」
と
述
べ
、
森
法
相
も
同
趣
旨
の
見
解
を
繰
り
返
し
た）

11
（

。
こ
の
会
議
の
後
、
史
上
初
の
国
家
安
全
保
障
会
議
緊
急
事
態
大
臣
会
合
が

持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
た
。
あ
る
内
閣
官
房
幹
部
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
か
な
り
重
い
意
思
決
定
機
関
」
に
よ
っ
て
、
森
法
相
の
異
例
の
決

定
を
「
エ
ン
ド
ー
ス
す
る
（
裏
付
け
を
与
え
る
）」
意
図
で
あ
っ
た
と
い
う）

11
（

。

　
こ
う
し
て
二
月
一
日
か
ら
、
中
国
湖
北
省
を
主
な
対
象
と
す
る
入
国
制
限
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
文
面
は
、「
法
務
大

臣
は
、
当
分
の
間
、
本
邦
へ
の
上
陸
の
申
請
日
前
一
四
日
以
内
に
中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
に
お
け
る
滞
在
歴
が
あ
る
外
国
人
及
び
同
省

に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
同
国
旅
券
を
所
持
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五

条
第
一
項
第
一
四
号
に
該
当
す
る
外
国
人
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。

　
こ
の
決
定
に
足
並
み
を
揃
え
る
形
で
、
査
証
お
よ
び
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
発
給
制
限
も
、
外
務
省
お
よ
び
入
管
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
実
施
さ
れ
た
。
外
務
省
は
二
月
一
日
以
降
に
一
連
の
査
証
関
係
通
達
を
発
出
し
、「
査
証
の
原
則
的
発
給
基
準
」
に
よ
っ
て
上
陸
拒
否

の
対
象
者
に
は
査
証
を
発
給
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
湖
北
省
に
滞
在
し
て
い
た
者
や
同
省
発
行
の
旅
券
を
持
つ
外
国
人
の
査
証
申
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請
を
受
理
し
な
い
こ
と
な
い
し
拒
否
す
る
こ
と
な
ど
を
指
示
し
た）

11
（

。
入
管
で
は
、
一
月
三
一
日
の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
二
月
一
日
に
在

留
管
理
課
に
て
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
通
知
案
が
起
案
さ
れ
、
二
日
に
メ
ー
ル
で
決
済
を
得
た
上
で
三
日
に
は
通

知
が
発
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
湖
北
省
に
居
住
す
る
外
国
人
及
び
同
省
で
発
行
さ
れ
た
旅
券
を
持
つ
外
国
人
か
ら
の
在
留
資
格
認
定

証
明
書
交
付
申
請
を
保
留
し
、
ま
た
既
に
決
済
を
し
て
い
る
場
合
に
は
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
を
保
留
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
）
11
（

。
　
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
に
関
す
る
規
範
的
な
問
題
点
は
第
五
章
に
て
詳
細
に
検
討
す
る
が
、
こ
の
入
国
制
限
は
、
次
の
三
つ

の
点
で
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
想
定
さ
れ
て
い
た
内
容
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
入
管
法
第
五

条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
外
国
人
の
上
陸
を
拒
否
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
よ
り
広
範
な

入
国
制
限
が
必
要
と
さ
れ
た
結
果
、
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
一
定
地
域
か
ら
の
外
国
人
の
入
国
を
、
新
規

入
国
か
再
入
国
か
、
ど
の
よ
う
な
在
留
資
格
を
持
つ
か
、
さ
ら
に
は
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
特
段
の
事
情
が
な
い

限
り
」
一
律
に
拒
否
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
第
二
に
、
査
証
制
限
の
実
施
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
渡
航
制
限
を
認
め
る
Ｉ
Ｈ
Ｒ
第
一
八
条

に
よ
る
勧
告
等
」
は
こ
の
時
点
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
対
策
本
部
の
第
二
回
会
議
で
は
入
国
制
限
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て

の
措
置
と
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
宣
言
は
「
現
在
利
用
可
能
な
情
報
に
基
づ
き
、
委
員
会
は
い
か
な
る
渡
航
・
貿
易
制
限
も
勧
告

し
な
い
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
渡
航
制
限
を
実
施
す
る
際
に
は
、
締
約
国
は
Ｉ
Ｈ
Ｒ
に
基
づ
き
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
報
告
す
る

よ
う
求
め
て
い
た）

11
（

。
興
味
深
い
の
は
、
対
策
本
部
の
第
二
回
会
議
に
て
配
布
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
感
染
症
に
関

す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
宣
言
の
概
要
（
速
報
）」
と
題
す
る
資
料
に
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
い
か
な
る
渡
航
制
限
も
勧
め
な
い
と
述
べ
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た
部
分
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
渡
航
制
限
を
実
施
す
る
際
の
報
告
義
務
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る）

11
（

。
情
報
が
公
平
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
な
い
理
由
は
不
明
だ
が
、
事
務
方
は
、
入
国
制
限
導
入
の
方
向
性
に
反
す
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
情
報
を
上
げ
た
く
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
対
策
本
部
が
統
合
調
整
の
中
核
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
安
倍
政
権
も
同
様
の
枠
組
み

を
踏
襲
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
入
国
制
限
に
お
い
て
実
際
に
統
合
調
整
を
担
っ
た
の
は
国
家
安
全
保
障
局
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
の
意
思

決
定
を
行
っ
て
い
た
の
は
国
家
安
全
保
障
会
議
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
フ
ロ
ー
と
し
て
も
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
お
よ
び
閣
議
了
解

に
よ
る
政
府
全
体
の
方
針
の
下
に
、
対
策
本
部
で
入
国
制
限
の
対
象
と
な
る
具
体
的
な
地
域
を
報
告
・
公
表
し
、
そ
の
上
で
法
務
大
臣
が

入
管
法
を
執
行
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い
た）

1（
（

。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
入
国
制
限
の
導
入
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
他
の
法
的
・
行
政
的
枠
組
み
を
基
準
と
し
て
い
た
事
務
方
か
ら
は
慎

重
意
見
が
あ
り
つ
つ
も
、
安
倍
首
相
や
森
法
相
、
国
家
安
全
保
障
局
と
い
っ
た
面
々
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
決
定
に
よ
っ
て
、
実
質
的

に
は
一
・
二
日
程
度
の
間
に
急
遽
考
案
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
二
〇
二
〇
年
一
月
・
二
月
当
時
は
、
無
症
状
者
か
ら
感
染
が
拡
大
し
得
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
特
徴
や
、
中

国
へ
の
忖
度
と
批
判
も
さ
れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
初
動
対
応
の
問
題
も
あ
っ
て
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
枠
組
み
を
超
え
た
措
置
が
早
急
に
求
め

ら
れ
る
政
治
状
況
に
あ
っ
た
。
実
際
、
日
本
国
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
（
一
月
一
五
日
）、
武
漢
市
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
る

（
一
月
二
三
日
）
中
で
、
後
手
に
回
っ
た
と
す
る
世
論
の
不
満
も
増
大
し
て
い
た
。
他
国
で
も
、
例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
日
本
よ
り
数
日
先
ん
じ
て
中
国
湖
北
省
の
旅
券
や
同
省
へ
の
滞
在
歴
の
あ
る
外
国
人
な
ど
の
入
国
を
禁
止
し
て
お
り）

11
（

、
日
本
の
措
置

と
前
後
し
て
中
国
の
一
部
地
域
な
い
し
全
土
を
対
象
と
す
る
入
国
制
限
を
導
入
す
る
国
も
増
加
し
て
い
た）

11
（

。
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
急
ぎ
入
国
制
限
を
行
う
に
は
、
法
的
な
議
論
と
し
て
は
相
当
程
度
苦
し
く
と
も
、
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第

一
四
号
に
依
拠
す
る
他
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
政
府
側
の
本
音
で
あ
る
だ
ろ
う
。
二
月
四
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
、
森
法
相
と

足
立
康
史
議
員
（
維
新
）
の
間
の
問
答
は
、
こ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。

足
立
委
員

　［
…
］
森
大
臣
、
入
管
法
の
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
で
い
わ
ゆ
る
水
際
の
措
置
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
条
文
、
皆
様
よ
く
御
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
四
号
に
は
こ
う
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。「
日
本
国
の
利
益
又
は
公
安
を
害

す
る
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
」
を
、
法
務
大
臣
が
定
め
る
と
い
う
か
、
そ
う
い

う
こ
と
で
す
ね
。
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
感
染
さ
れ
た
方
、
感
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
、
あ
る
い
は
武
漢
に
滞
在
を
し
て
お
ら

れ
た
方
、
ど
う
い
う
行
為
を
す
る
ん
で
す
か
、
行
為
。

森
国
務
大
臣

　
ま
さ
に
先
ほ
ど
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
く
し
ゃ
み
、
ま
た
、
せ
き
を
す
る
と
き
に
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
で
は
な
く
て
、
こ

う
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
そ
れ
で
こ
う
、
つ
り
革
に
さ
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、
ま
た
そ
れ
を
違
う
人
が
さ
わ
る
な
ど

の
感
染
を
拡
大
し
て
し
ま
う
行
為
を
す
る
お
そ
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
、
そ
れ
を
し
て
必
ず
感
染
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
と
い
う
こ
と
で
今
申
し
上
げ
ま
し
た
。

足
立
委
員

　
あ
、
そ
う
い
う
の
が
行
為
だ
と
。
若
干
拡
大
解
釈
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、
維
新
の
会
は
拡
大
解
釈
を
支
持
し
ま
す
。

こ
う
い
う
事
態
で
す
か
ら
、
広
く
行
政
府
の
裁
量
で
拡
大
解
釈
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
も
う
事
態
は
ど
ん

ど
ん
動
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
御
承
知
の
と
お
り
、
中
国
で
は
も
う
湖
北
省
か
ら
浙
江
省
に
、
い
わ
ゆ
る
都
市
の
封
鎖
を
す
る
の

も
、
今
ま
で
は
湖
北
省
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
浙
江
省
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
武
漢
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
湖
北
省
、
湖
北

省
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
周
り
の
浙
江
省
、
更
に
言
う
と
中
国
、
こ
う
や
っ
て
広
が
っ
て
い
っ
た
と
き
に
、
私
は
、
こ
の
一
四
号
の
拡
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大
適
用
だ
け
で
は
や
は
り
法
令
の
執
行
と
し
て
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
足
立
議
員
の
指
摘
に
対
し
、
安
倍
首
相
は
、「
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
足
立
委
員
か
ら

は
少
し
拡
大
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
御
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
法
令
を
駆
使
し
て
、
こ
の
水
際
対
策
［
…
］
に

全
力
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
と
答
弁
し
て
い
る）

11
（

。

　
こ
の
後
、
国
家
安
全
保
障
会
議
・
対
策
本
部
・
入
管
は
、
二
月
一
二
日
に
は
中
国
浙
江
省
、
二
月
二
六
日
に
は
韓
国
大
邱
広
域
市
お
よ

び
慶
尚
北
道
清
道
郡
、
三
月
六
日
に
は
韓
国
の
他
地
域
お
よ
び
イ
ラ
ン
の
一
部
の
州
、
三
月
一
〇
日
に
は
イ
タ
リ
ア
の
一
部
の
州
お
よ
び

サ
ン
マ
リ
ノ
、
三
月
一
八
日
に
は
イ
タ
リ
ア
の
他
地
域
や
ス
イ
ス
・
ス
ペ
イ
ン
の
一
部
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
三
月
二
六
日
に
は
欧
州
の
多

く
の
国
を
、
そ
れ
ぞ
れ
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
に
よ
る
上
陸
拒
否
の
対
象
と
し
て
い
る
。
四
月
一
日
に
は
主
要
先
進
国
を
含
む

計
七
三
か
国
・
地
域
が
上
陸
拒
否
の
対
象
と
さ
れ
、
実
質
的
に
ほ
ぼ
世
界
大
の
規
模
と
な
っ
た）

11
（

。

　
外
務
省
の
管
轄
す
る
査
証
制
限
や
、
入
管
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
制
限
に
つ
い
て
も
、
上
記
の
措
置
と
軌
を
一
に
し
て
適
用
範
囲

の
拡
大
が
行
わ
れ
た）

11
（

。
と
く
に
査
証
制
限
に
つ
い
て
は
、
上
陸
拒
否
対
象
の
国
・
地
域
よ
り
も
広
範
な
範
囲
で
制
限
が
行
わ
れ
て
い
る
。

三
月
六
日
に
、
中
国
お
よ
び
韓
国
を
対
象
に
既
に
発
行
さ
れ
た
査
証
の
効
力
が
停
止
さ
れ
、
査
証
免
除
措
置
も
併
せ
て
停
止
さ
れ
た）

11
（

。
同

様
の
措
置
は
、
三
月
一
九
日
に
欧
州
の
大
部
分
、
三
月
二
六
日
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
に
拡
大
さ
れ
た）

11
（

。
そ
し
て
、
四
月
一
日
の
対
策

本
部
・
国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
い
て
、
上
陸
拒
否
の
対
象
と
な
る
国
・
地
域
以
外
の
全
て
の
国
・
地
域
（
一
二
三
か
国
）
を
対
象
に
、

四
月
二
日
ま
で
に
発
給
さ
れ
た
査
証
の
効
力
を
停
止
し
、
査
証
免
除
措
置
も
含
め
て
停
止
す
る
措
置
が
取
ら
れ
た）

11
（

。
こ
う
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
世
界
規
模
の
入
国
制
限
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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ナ
禍
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史
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澤
井
）�

一
三
七

　
こ
の
よ
う
な
入
国
制
限
の
対
象
地
域
の
拡
大
は
、
感
染
流
行
の
拡
大
に
加
え
て
、
入
国
制
限
の
広
範
な
実
施
を
求
め
る
与
野
党
の
議
員

や
市
民
の
声
に
押
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
中
国
の
全
土
を
対
象
と
す
る
入
国
制
限
に
つ
い
て
は
、
四
月
の
習
近
平
国
家
主
席
の

訪
日
予
定
と
の
関
係
や
、
春
節
の
時
期
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
睨
ん
で
実
施
し
な
い
の
で
は
と
の
見
方
が
強
ま
り
、
二
月
二
五
日
に
は
村
上

史
好
衆
院
議
員
（
立
民
）、
斉
木
武
志
衆
院
議
員
（
国
民
）
が
、
二
七
日
に
は
足
立
議
員
（
維
新
）、
井
上
一
徳
衆
院
議
員
（
希
望
）
が
、

三
月
三
日
に
山
田
宏
参
院
議
員
（
自
民
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
国
会
の
場
で
追
及
し
て
い
る）

11
（

。
結
局
、
四
日
に
習
主
席
の
訪
日
が
延
期
さ
れ
、

五
日
に
政
府
は
中
国
全
土
を
対
象
と
す
る
査
証
制
限
や
検
疫
強
化
に
追
い
込
ま
れ
た）

1（
（

。
そ
れ
で
も
、
入
国
制
限
が
後
手
に
回
っ
た
結
果
と

し
て
国
内
で
感
染
が
拡
大
し
た
と
、
一
部
の
議
員
や
市
民
の
間
で
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
印
象
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
形
で
急
遽
導
入
さ
れ
、
感
染
状
況
の
拡
大
や
世
論
に
追
随
す
る
形
で
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
入
国
制
限
は
、
同
時
に

多
く
の
副
作
用
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
こ
の
入
国
制
限
は
、
実
際
上
、
再
入
国
者
や
外
国
籍
配
偶
者
等
と
い
っ
た
、
人
権
・

人
道
上
の
考
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
外
国
人
を
も
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
や
が
て
彼
ら
へ
の
対
応
が
問
題
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。

（
二
）“
対
策
”
形
成
過
程
（
二
〇
二
〇
年
四
月
─
七
月
）

　
一
度
目
の
入
国
制
限
に
関
す
る
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
で
は
、
上
陸
拒
否
に
つ
い
て
は
「
当
分
の
間
」、
査
証
制
限
に
つ
い
て
は

「
四
月
末
日
」
ま
で
の
期
間
と
さ
れ
て
お
り
、
一
時
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
た）

11
（

。
ま
た
、
一
度
目
の
入
国
制
限
の
導
入

当
初
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
知
見
の
不
足
や
恐
怖
心
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
た
め
に
、

入
国
制
限
に
対
す
る
批
判
の
声
は
、
後
の
時
期
と
比
べ
れ
ば
非
常
に
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
四
月
七
日
に
発
出
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
は
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
入
国
制
限
と
直
接
関
連
す
る
部
分
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
入
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八

国
制
限
に
つ
い
て
も
、
緊
急
事
態
宣
言
も
出
て
い
る
の
で
多
少
の
制
限
は
受
け
入
れ
る
べ
き
、
と
一
般
に
理
解
さ
れ
る
程
度
の
心
理
的
な

効
果
を
与
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
五
月
後
半
以
降
に
な
っ
て
も
、
上
陸
拒
否
の
「
当
分
の
間
」
は
継
続
し
、
査
証

制
限
も
延
長
さ
れ
て
い
た
。
入
国
制
限
が
解
除
さ
れ
る
気
配
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
被
害
、
と
く
に
多
数

の
再
入
国
者
や
外
国
籍
配
偶
者
等
が
入
国
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、
次
第
に
可
視
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
、「
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
に
該
当

す
る
外
国
人
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
入
国
制
限
の
閣
議
決
定
に
お
け
る
「
特
段
の
事
情
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
の
例
外
規
定
は
「
緊
急
事
案
等
の
必
要
不
可
欠
な
渡
航
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
特
段

の
事
情
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
わ
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
）。
入
国
制
限
の
当
初
か
ら
、「
特
段
の
事
情
」
は
対
策
本
部
や
国
家
安
全

保
障
会
議
で
は
な
く
法
務
大
臣
が
判
断
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
入
管
の
管
轄
と
な
っ
て
い
た）

11
（

。

　
入
管
で
は
、
入
国
制
限
が
初
め
て
開
始
さ
れ
た
一
月
三
一
日
の
入
管
の
通
知
に
て
、
上
陸
審
査
に
お
け
る
特
別
審
理
官
の
口
頭
審
理
に

お
け
る
部
分
で
、「
特
段
の
事
情
の
例
と
し
て
は
以
下
の
と
お
り
」
と
し
て
「
日
本
人
の
配
偶
者
及
び
子
」「
再
入
国
許
可
を
有
す
る
者
で

あ
っ
て
本
邦
に
生
活
基
盤
の
あ
る
者
」「
中
国
湖
北
省
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
中
国
旅
券
を
所
持
す
る
者
で
あ
っ
て
、
上
陸
申
請
日
前
の

一
四
日
以
内
に
中
国
湖
北
省
に
滞
在
歴
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た）

11
（

。
二
月
一
二
日
に
は
「
日
本
人
の
配

偶
者
及
び
子
」「
対
象
地
域
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
中
国
旅
券
を
所
持
す
る
者
で
あ
っ
て
、
上
陸
申
請
日
前
の
一
四
日
以
内
に
対
象
地
域

に
滞
在
歴
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
者
」「
そ
の
他
特
異
な
個
別
の
事
情
が
あ
る
者
」
に
整
理
さ
れ
、
再
入
国
が
除
か
れ
た）

11
（

。
そ
の

後
、
外
交
官
な
ど
に
関
す
る
部
分
が
追
記
さ
れ
つ
つ
も
、
基
本
的
に
こ
の
枠
組
み
が
維
持
さ
れ
て
い
た）

11
（

。
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他
方
で
、
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
に
基
づ
く
入
国
制
限
と
連
動
し
つ
つ
、
よ
り
広
い
範
囲
で
査
証
制
限
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、「
特
段
の
事
情
」
に
関
す
る
外
務
省
の
対
応
も
問
題
と
な
る
。
外
務
省
の
開
示
文
書
は
多
く
が
黒
塗
り
で
あ
る
が
、
そ
の
対
応

を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
二
月
三
日
付
の
外
務
省
の
査
証
通
達
（
第
一
〇
一
三
四
号
）
で
は
、
項
目
二
に
相
当
す
る

三
行
分
相
当
の
部
分
が
そ
の
数
字
も
含
め
て
全
て
黒
塗
り
と
な
っ
て
い
る）

11
（

。
し
か
し
、
二
月
六
日
付
の
査
証
関
係
通
達
で
は
、「
往
電
領

外
第
一
〇
一
三
四
号
に
関
し
、
／
一
．
冒
頭
往
電
二
．
の
「
特
段
の
事
情
」
に
該
当
し
得
る
具
体
的
事
例
及
び
査
証
の
取
り
扱
い
を
以
下

の
と
お
り
通
知
す
る
の
で
［
…
］」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な
く
と
も
二
月
三
日
時
点
で
外
務
省
は
「
特
段
の
事
情
」
に
つ
い
て

三
行
分
相
当
の
指
示
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
上
記
の
六
日
付
の
通
達
で
は
、
湖
北
省
滞
在
者
に
つ
い
て
二
行
分
（
黒
塗

り
）、
湖
北
省
の
旅
券
保
持
者
に
つ
い
て
五
行
分
の
指
示
（
黒
塗
り
）
が
出
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
両
者
で
は
「
特
段
の
事
情
」
と
す

る
取
り
扱
い
が
異
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る）

11
（

。
さ
ら
に
、
二
月
一
二
日
付
の
通
達
で
は
、
受
理
さ
れ
た
申
請
に
つ
い
て
「
一
層
慎
重
な

審
査
が
必
要
と
な
る
（
緊
急
・
人
道
案
件
等
を
除
く
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
特
段
の
事
情
」
に
関
す
る
内
容
と
し
て
、

「
緊
急
・
人
道
案
件
」
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）

11
（

。「
緊
急
・
人
道
案
件
」
の
具
体
的
内
容
は
不
明
だ
が
、
一
月
末
か
ら
二
月
初

の
湖
北
省
か
ら
の
帰
国
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
現
地
の
日
本
人
を
ま
ず
帰
国
さ
せ
た
上
で
、
そ
の
外
国
籍
の
配
偶
者
や
子
な
ど
の
家
族

も
帰
国
さ
せ
て
い
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
る）

11
（

。

　
入
管
・
外
務
省
の
内
部
文
書
か
ら
見
ら
れ
る
対
応
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
に
市
民
に
公
開
さ
れ
て
い
る
文
面
で
は
「
特
段
の
事
情
」
と

書
か
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
上
記
の
入
管
の
特
別
審
理
官
に
よ
る
対
応
の
具
体
的
基
準
な
ど
は
、
外
部
に
は
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ま
た
、
個
別
の
当
事
者
の
事
例
に
つ
い
て
「
特
段
の
事
情
」
を
判
断
す
る
の
は
、
基
本
的
に
入
管
・
在
外
公
館
の
担
当
者
の
裁

量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
た
め
、
何
が
「
特
段
の
事
情
」
と
な
る
か
に
つ
い
て
当
事
者
の
視
点
か
ら
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
状
態
で
、
予

測
可
能
性
が
立
た
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
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四
月
以
降
の
世
界
大
の
入
国
制
限
に
お
い
て
は
、「
四
月
二
日
ま
で
に
再
入
国
許
可
を
も
っ
て
出
国
し
た
「
永
住
者
」、「
日
本
人
の
配

偶
者
等
」、「
永
住
者
の
配
偶
者
等
」
又
は
「
定
住
者
」
の
在
留
資
格
を
有
す
る
者
が
同
許
可
に
よ
り
入
国
拒
否
対
象
地
域
か
ら
再
入
国
す

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
四
月
三
日
以
降
に
出
国
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
」

と
、「
特
段
の
事
情
」
に
関
す
る
線
引
き
の
一
端
が
市
民
に
示
さ
れ
た）

1（
（

。
し
か
し
、
他
の
中
長
期
の
在
留
資
格
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

四
月
二
日
以
前
に
出
国
し
て
い
た
場
合
で
も
「
特
段
の
事
情
」
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
「
永
住
者
」「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」「
永
住
者
の

配
偶
者
等
」「
定
住
者
」
と
い
っ
た
在
留
資
格
を
持
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
四
月
三
日
以
降
に
出
国
す
る
場
合
に
は
再
入
国
で
き

な
い
と
い
う
、
非
常
に
厳
し
い
制
限
と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
入
国
制
限
に
対
し
て
、
ま
ず
声
を
上
げ
た
の
は
、
中
長
期
の
在
留
資
格
を
有
す
る
外
国
人
（
そ
の
中
に
は
日
本
人
の
配
偶

者
等
で
あ
る
者
も
多
い
）
で
、
入
国
制
限
の
前
に
一
時
出
国
し
て
い
た
た
め
に
、
日
本
に
再
入
国
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
者
や
、
ま
た
入

国
制
限
が
あ
る
た
め
に
人
道
上
で
の
出
国
を
諦
め
た
者
で
あ
っ
た
。
あ
る
事
例
で
は
、
中
長
期
の
在
留
資
格
を
有
し
て
い
る
外
国
人
が
、

二
〇
二
〇
年
三
月
に
親
の
葬
式
の
た
め
に
デ
ン
マ
ー
ク
に
一
時
出
国
し
て
い
る
最
中
に
入
国
制
限
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
五
月
中
旬
時
点

で
も
再
入
国
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た）

11
（

。
別
の
事
例
で
は
、
中
長
期
の
在
留
資
格
を
有
す
る
外
国
人
が
、
入
国
制
限
実
施
後
の
四
月

中
に
親
の
葬
儀
の
た
め
に
韓
国
へ
出
国
し
よ
う
と
し
た
が
、
入
国
制
限
の
た
め
に
出
国
後
に
再
入
国
で
き
な
く
な
る
と
入
管
か
ら
言
わ
れ

た
た
め
に
、
葬
儀
へ
の
参
加
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）

11
（

。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
外
国
人
は
、
上
記
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
以
外
に
も
多
数
に
上
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
Ｇ
７
諸
国

な
ど
、
海
外
諸
国
で
は
中
長
期
の
在
留
資
格
を
持
つ
外
国
人
の
再
入
国
は
入
国
制
限
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
不
満
の
声

は
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
、
各
国
の
在
日
外
交
官
ら
も
、
人
道
問
題
と
し
て
入
管
や
外
務
省
に
働
き
か
け
て
い
た
と
い
う）

11
（

。
ま
た
、
在
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日
米
国
商
工
会
議
所
は
、
六
月
二
日
、
中
長
期
の
在
留
資
格
を
持
つ
外
国
人
が
日
本
人
と
同
じ
条
件
で
入
国
で
き
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

を
森
法
相
宛
に
提
出
し
て
い
る）

11
（

。
同
時
期
、
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
サ
イ
ト
で
あ
るChange.org

で
は
、「
日
本
に
生
活
基
盤
を
置
い
て
い

る
中
長
期
滞
在
の
外
国
人
一
律
入
国
拒
否
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
」
と
題
す
る
署
名
活
動
が
開
始
さ
れ
、
多
く
の
署
名
が
集
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
コ
メ
ン
ト
欄
に
お
い
て
は
、
日
本
人
は
（
渡
航
自
粛
要
請
は
出
て
い
る
が
）
自
由
に
出
国
し
て
帰
国
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
に

外
国
人
だ
け
が
不
当
に
出
入
国
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
や
、
生
活
基
盤
が
日
本
に
あ
り
日
本
人
と
同
様
に
税
金
や
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
な
ど
に
つ
き
、
当
事
者
な
ど
か
ら
の
批
判
の
声
が
溢
れ
た）

11
（

。

　
こ
れ
ら
再
入
国
者
の
直
面
す
る
問
題
や
、「
特
段
の
事
情
」
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て
国
会
で
取
り
上
げ
た
の
が
、
井
上
一
徳
議
員

（
希
望
）
で
あ
っ
た
。
五
月
二
二
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
て
、
井
上
議
員
は
、
上
記
の
韓
国
の
事
例
に
つ
き
取
り
上
げ
た
上
で
、
ド

イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
中
長
期
の
在
留
資
格
保
持
者
や
永
住
者
、
外
国
籍
家
族
な
ど
が
入
国
制
限
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
つ
つ
、
再
入
国
者
へ
の
人
権
・
人
道
上
の
配
慮
を
求
め
た
。
入
管
を
管
轄
す
る
法
務
省
の
宮
崎
政
久
政
務
官
は
、
個
別
の
事
情
に

応
じ
て
特
段
の
事
情
を
認
め
る
場
合
も
あ
る
、
適
切
に
配
慮
し
て
い
く
、
な
ど
と
い
う
趣
旨
の
事
実
上
の
ゼ
ロ
回
答
を
行
っ
た
が
、
井
上

議
員
が
「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
人
道
上
の
理
由
で
認
め
る
こ
と
が
あ
る
と
明
記
す
る
よ
う
繰
り
返
し
問
い
か
け
た
結
果
、
答
弁
予
定
で

な
か
っ
た
茂
木
外
相
の
肯
定
的
な
回
答
を
引
き
出
し
た
。

井
上
（
一
）
委
員

　
や
は
り
こ
の
法
務
省
の
出
し
て
い
る
や
つ
を
見
る
と
、
こ
れ
だ
と
や
は
り
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い
と
思
う
わ
け
で
す

よ
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
、
人
道
上
の
配
慮
か
ら
再
入
国
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
明
記
す
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
大
臣
政
務
官

　
今
の
、
特
段
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
基
準
、
例
え
ば
、
個
別
の
事
情
に
よ
っ
て
再
入
国
を
希
望
す
る
方
の
、
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外
国
人
の
事
情
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
ま
ち
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
特
段
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
い
う
こ
と
を
、
例
え

ば
、
御
指
摘
の
よ
う
な
点
も
踏
ま
え
て
、
事
前
に
明
確
に
お
示
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
御
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
具
体
的
な
事
情
、
そ
れ
は
そ
の
方
の
い
ろ
い
ろ
な
属
人
的
な
事
情
で
あ
っ
た
り
、
渡
航

を
要
す
る
事
情
で
あ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
具
体
的
な
事
情
を
お
聞
き
し
て
適
切
に
判
断
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

井
上
（
一
）
委
員

　
済
み
ま
せ
ん
、
こ
れ
ば
か
り
や
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
人
は
、
例
外
は
な

い
、
と
に
か
く
だ
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
こ
れ
は
や
は
り
人
権
問
題
で
す
よ
。

　
　
　
や
は
り
、
法
務
省
は
人
権
擁
護
機
関
な
わ
け
で
す
、
人
権
に
一
番
敏
感
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
役
所
で
す
よ
ね
。
私
は
、
や
は

り
書
く
べ
き
で
す
よ
、
こ
れ
は
絶
対
に
。
世
界
か
ら
誤
解
さ
れ
ま
す
よ
。
ど
う
で
す
か
、
本
当
に
。
も
う
一
度
御
答
弁
く
だ
さ
い
。

茂
木
国
務
大
臣

　
今
後
の
対
応
と
し
て
、
特
段
の
事
情
の
中
で
、
人
道
上
の
理
由
と
い
う
の
は
十
分
配
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
書
き
方
等
に
つ
き
ま
し
て
は
法
務
省
を
中
心
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
、
困
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
相
談

で
き
る
、
そ
こ
の
中
で
、
本
当
に
適
切
に
、
人
道
上
配
慮
が
必
要
だ
、
そ
う
い
う
方
に
つ
い
て
は
許
可
す
る
方
向
で
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

井
上
（
一
）
委
員

　
外
務
大
臣
、
済
み
ま
せ
ん
、
答
弁
を
お
願
い
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
私
は
、
や
は
り
世
界
に
間
違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
と
思
う
ん
で
す
。
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
人
権
に
対
し
て
後
ろ
向
き
だ
、

こ
れ
は
絶
対
よ
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
ぜ
ひ
法
務
省
、
外
務
省
と
よ
く
相
談
し
て
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
を
書
き
直
し
て
く
だ
さ
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い
。
こ
れ
は
絶
対
に
間
違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す）

11
（

。

　
井
上
議
員
は
、
先
述
の
通
り
二
月
時
点
で
は
中
国
本
土
か
ら
の
入
国
制
限
の
厳
格
化
を
求
め
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
家
族
と
い

っ
た
人
権
・
人
道
上
の
問
題
は
特
別
な
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
り
、
対
策
を
取
れ
ば
十
分
に
対
応
で
き
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日

本
は
人
権
を
大
事
に
す
る
と
言
い
な
が
ら
本
当
に
人
権
を
大
事
に
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
思
い
が
昔
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
。
前
日
の

二
一
日
に
質
問
通
告
を
し
た
際
に
、
井
上
議
員
は
、
例
外
的
な
配
慮
を
す
る
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
を
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
答
弁
が
な
い
場
合
に
は
突
っ
込
ん
で
聞
く
と
、
あ
ら
か
じ
め
担
当
者
に
知
ら
せ
て
い
た）

11
（

。

　
国
会
で
の
茂
木
外
相
の
回
答
を
受
け
、
入
管
・
外
務
省
は
「
特
段
の
事
情
」
の
具
体
的
な
事
例
を
公
表
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
。
入
管

は
六
月
一
二
日
付
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
措
置
に
関
し
、
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
特
段
の

事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
再
入
国
を
許
可
す
る
こ
と
の
あ
る
具
体
的
な
事
例
」
と
題
す
る
文
書
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
公
表
し
、
担
当
で

あ
る
審
判
課
の
連
絡
先
も
併
せ
て
記
載
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
家
族
が
離
散
状
態
に
あ
る
場
合
の
入
国
、
親
族
の
危
篤
の
見
舞
い
や
葬
儀

参
加
の
た
め
の
出
国
、
手
術
や
出
産
の
た
め
の
出
入
国
、
外
国
の
裁
判
所
へ
の
出
頭
の
た
め
の
出
国
な
ど
を
「
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
再

入
国
を
許
可
す
る
こ
と
の
あ
る
具
体
的
な
事
例
」
と
し
て
挙
げ
る
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。

　
こ
う
し
て
再
入
国
者
の
問
題
を
起
点
に
、
市
民
に
対
す
る
「
特
段
の
事
情
」
の
具
体
化
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
と
並
行
し
て
さ
ら

に
声
を
上
げ
始
め
た
の
が
、
筆
者
や
そ
の
配
偶
者
を
含
む
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
に
係
る
当
事
者
ら
で
あ
っ
た
。

　
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
に
関
し
て
当
事
者
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に
日
本
人
と
婚
姻
し
た
り
、
以
前
か
ら
婚
姻
し
て
い
た

状
態
で
外
国
か
ら
日
本
へ
移
住
予
定
だ
っ
た
外
国
籍
配
偶
者
や
そ
の
子
（
お
よ
び
そ
の
日
本
人
家
族
）
で
、
入
国
制
限
の
前
後
に
在
外
公
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館
で
査
証
の
審
査
中
・
申
請
前
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
入
管
で
在
外
資
格
認
定
証
明
書
の
審
査
中
・
申
請
前
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
た
。
当
事

者
全
体
の
数
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
新
規
入
国
者
数
が
二
〇
二
〇
年
よ
り
前
に
は
年
間
一
万
人
強
で
推
移

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
審
査
に
か
か
る
時
間
な
ど
を
考
慮
し
て
二
月
か
ら
七
月
の
幅
で
単
純
に
考
え
る
と
五
〇
〇
〇
人
、
そ
の
日
本
人
配

偶
者
等
を
考
え
れ
ば
一
万
人
以
上
に
上
る
と
推
測
さ
れ
る）

11
（

。

　
こ
れ
ら
の
当
事
者
が
ま
ず
可
視
化
さ
れ
た
の
は
五
月
後
半
以
降
で
あ
り
、
と
く
に
上
記
の
「
日
本
に
生
活
基
盤
を
置
い
て
い
る
中
長
期

滞
在
の
外
国
人
一
律
入
国
拒
否
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
」
と
題
す
る
署
名
活
動
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
署
名
活
動
は
再
入
国
者
が
主

な
対
象
で
あ
っ
た
が
、
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
の
問
題
に
つ
い
て
も
人
権
・
人
道
上
の
問
題
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い

た
た
め
、
コ
メ
ン
ト
欄
で
は
不
満
の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
た
。
五
月
下
旬
以
降
、T

w
itter

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
やN

ote

な
ど
の
ブ
ロ
グ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
中
心
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
当
事
者
ら
が
連
帯
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
各
々
の
情
報
が
共
有
・
蓄
積
さ
れ
た
。
筆

者
自
身
も
、
五
月
中
旬
頃
に
な
っ
て
も
自
身
の
配
偶
者
が
入
国
で
き
な
い
こ
と
に
違
和
感
を
持
ち
、
入
管
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
在
留

資
格
認
定
証
明
書
の
審
査
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
情
報
収
集
を
開
始
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
自
然
と
形
成
さ
れ
た
当
事
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
は
、
外
国
籍
配
偶
者
等
が
日
本
に
入
国
で
き
な
い
た
め
に
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
身
の
配
偶
者
等
と
離
れ
離
れ
の
状
態
に
あ
る
者
が
多
か
っ
た
。
あ
る
当
事
者
は
、
日
本
に
居
住
す
る
日
本
人
家
族

（
妻
）
と
外
国
籍
配
偶
者
等
（
夫
と
子
）
と
で
家
族
離
散
状
態
で
あ
り
、
子
が
妻
に
会
い
た
い
と
毎
日
泣
い
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
別
の
当
事
者
は
、
出
産
間
際
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
国
籍
配
偶
者
（
夫
）
が
入
国
で
き
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
一
人
で
出
産
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
別
の
当
事
者
は
、
外
務
省
や
管
轄
の
在
外
公
館
か
ら
、「
特
段
の
事
情
」
に
該
当
す
る

の
は
、
日
本
で
し
か
治
ら
な
い
病
気
を
抱
え
て
い
る
場
合
や
、
日
本
に
い
る
配
偶
者
が
突
然
自
殺
し
遺
体
の
確
認
を
と
る
必
要
が
あ
る
場

合
に
限
ら
れ
る
と
言
わ
れ
、
た
と
え
家
族
が
危
篤
で
あ
る
場
合
で
も
「
特
段
の
事
情
」
に
は
該
当
し
な
い
と
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
し
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て
、
入
管
や
外
務
省
は
、
た
だ
配
偶
者
で
あ
っ
た
り
、
家
族
離
散
状
態
で
あ
る
の
み
で
は
「
特
段
の
事
情
」
に
該
当
し
な
い
と
回
答
す
る

の
が
、
当
事
者
に
対
す
る
当
時
の
通
常
の
対
応
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
政
府
方
針
や
報
道
で
は
、
入
国
制
限
緩
和
に
関

す
る
情
報
は
基
本
的
に
経
済
界
の
要
望
に
基
づ
く
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
扱
い
が
先
行
し
て
お
り）

1（
（

、
人
権
・
人
道
上
極
め
て
重
大
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
家
族
の
問
題
が
政
府
・
メ
デ
ィ
ア
・
市
民
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
当
事
者
の
間
で
は
怒
り
の

感
情
が
強
ま
っ
て
い
た
。

　
も
っ
と
も
、
先
述
の
通
り
、
入
管
内
部
の
通
知
の
上
で
は
、
二
月
一
日
に
開
始
さ
れ
た
入
国
制
限
の
当
初
か
ら
、
上
陸
審
査
で
の
特
別

審
理
官
に
よ
る
審
理
で
日
本
人
の
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
認
め
る
運
用
と
な
っ
て
い
た）

11
（

。
し
か
し
、
こ
れ
も

先
述
の
通
り
、
四
月
初
旬
以
降
の
入
管
は
、「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
、
入
国
制
限
の
対
象
に
な
る
以
前
に
出
国
し
た
「
永
住
者
」「
日
本

人
の
配
偶
者
等
」「
永
住
者
の
配
偶
者
等
」「
定
住
者
」
の
再
入
国
に
限
ら
れ
る
と
だ
け
市
民
に
説
明
し
て
い
た
（
筆
者
自
身
も
一
度
目
の

入
国
制
限
の
当
時
は
知
ら
な
か
っ
た
）。
さ
ら
に
先
述
の
よ
う
に
、
在
外
公
館
で
の
査
証
発
給
も
「
特
段
の
事
情
」
が
認
め
ら
れ
な
い
の

が
大
多
数
で
あ
り
、
ま
た
入
管
で
の
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
審
査
・
交
付
も
停
止
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
内
部
向
け
と
外
部
向
け
と
の
間
の
明
確
な
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
一
般
に
内
部
の
審
査
基
準
等
を
公
開
し
た
が
ら
な

い
入
管
の
組
織
文
化
に
加
え
て
、
上
陸
審
査
に
関
す
る
入
管
の
担
当
者
と
入
国
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
入
管
の
別
の
部
署
や
外

務
省
・
在
外
公
館
と
の
連
携
が
十
分
に
取
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
人
権
・
人
道
上
の
対
応
を
し
て
い
る
と
言
え
る
根
拠
を
残
し
つ
つ

実
質
的
に
は
入
国
者
数
を
抑
制
し
た
い
政
府
・
行
政
の
思
惑
が
重
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
行
政
の
作
為
・
不
作
為
の
た

め
に
、
実
態
と
し
て
多
く
の
外
国
籍
配
偶
者
等
や
日
本
人
家
族
が
、
深
刻
な
人
権
・
人
道
上
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
上
記
の
状
況
を
受
け
、
筆
者
を
含
む
一
部
の
当
事
者
ら
は
、
行
政
と
の
折
衝
に
限
界
を
感
じ
、
政
治
方
面
へ
の
入
力
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の

訴
え
へ
と
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。
政
治
方
面
に
つ
い
て
は
、
再
入
国
者
の
事
例
に
つ
い
て
国
会
で
質
問
を
行
っ
た
井
上
議
員
が
関
心
を
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持
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
当
事
者
ら
か
ら
期
待
さ
れ
、
筆
者
を
含
む
当
事
者
ら
が
井
上
議
員
に
連
絡
を
と
り
、
事
情
を
訴
え
た
。

　
井
上
議
員
は
、
六
月
一
五
日
に
法
務
省
・
外
務
省
の
担
当
者
に
対
し
、
日
本
人
の
配
偶
者
等
の
資
格
審
査
に
つ
い
て
人
道
的
観
点
か
ら

優
先
的
に
開
始
す
る
よ
う
要
請
し
、
担
当
者
ら
は
そ
の
場
で
は
直
ち
に
了
解
と
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
検
討
す
る
と
応
じ
た
と
い
う）

11
（

。
翌

一
六
日
、
井
上
議
員
は
自
身
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
で
「
外
国
人
の
再
入
国
規
制
の
緩
和
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
の
配

偶
者
の
方
々
が
直
ち
に
日
本
に
入
国
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
人
道
上
も
最
優
先
で
す
。
本
日
、
政
府
の
担
当
者
と
話
を
し
ま
す
！
／

♯
外
国
人
配
偶
者
の
再
入
国
は
人
道
上
最
優
先
」
と
投
稿
し
、
政
府
側
と
や
り
と
り
を
行
っ
た）

11
（

。
井
上
議
員
に
よ
れ
ば
、
外
務
省
の
担
当

者
は
外
国
籍
配
偶
者
等
の
ビ
ザ
は
直
ち
に
発
給
し
て
い
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
答
え
た
と
い
う
が
、
当
事
者
ら
は
実
際
に
在
外
公
館
か
ら

「
特
段
の
事
情
」
に
該
当
せ
ず
査
証
を
出
せ
な
い
旨
の
返
答
を
受
け
て
い
た
（
そ
も
そ
も
外
国
籍
配
偶
者
等
の
ビ
ザ
が
直
ち
に
出
る
状
態

で
あ
る
の
な
ら
、
入
国
で
き
な
い
当
事
者
自
体
が
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
）
た
め
、
複
数
の
当
事
者
が
井
上
議
員
に
実
態
は
異
な
る
旨

を
伝
え
て
い
る）

11
（

。
一
九
日
に
は
、
井
上
議
員
は
さ
ら
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
上
で
、「
入
国
制
限
緩
和
の
議
論
が
開
始
。
ビ
ジ
ネ
ス
も
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
外
国
人
配
偶
者
等
家
族
の
入
国
は
人
道
的
措
置
と
し
て
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
で
す
。
本
日
、
法

務
省
に
対
し
て
外
国
人
配
偶
者
の
在
留
資
格
審
査
を
早
急
に
再
開
す
る
よ
う
改
め
て
強
く
求
め
ま
し
た
。
家
族
が
共
に
暮
ら
す
権
利
は
普

遍
的
な
人
権
の
理
念
で
す
。」
とT

w
itter

に
投
稿
し
た）

11
（

。
こ
れ
ら
の
ツ
イ
ー
ト
に
対
し
、
当
事
者
ら
が
感
謝
の
意
を
伝
え
た
り
、
さ
ら

な
る
問
題
を
訴
え
た
り
と
、
多
く
の
コ
メ
ン
ト
や
反
応
が
集
ま
っ
た
。

　
井
上
議
員
に
よ
れ
ば
、
茂
木
外
相
の
前
向
き
な
答
弁
を
受
け
て
、
入
管
・
外
務
省
の
担
当
部
署
は
再
入
国
の
み
な
ら
ず
人
権
・
人
道
上

の
配
慮
一
般
に
つ
い
て
以
前
か
ら
検
討
を
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
問
い
直
す
意
図
も
あ
っ
て
上
記
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
と
い
う）

11
（

。
そ

こ
に
当
事
者
ら
か
ら
井
上
議
員
を
通
じ
て
入
力
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
具
体
的
な
因
果
関
係
は
不
明
だ
が
、
六
月
下
旬
以
降
、
外
国
籍
配

偶
者
等
に
対
す
る
在
外
公
館
の
態
度
が
全
般
的
に
軟
化
し
た
。
具
体
的
な
通
知
な
ど
の
内
容
は
開
示
文
書
の
黒
塗
り
の
た
め
不
明
だ
が
、
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日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
に
際
し
て
「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
査
証
が
交
付
さ
れ
、
入
国
・
再
会
で
き
た
ケ
ー
ス
が
国
・

地
域
を
問
わ
ず
に
次
第
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
当
事
者
ら
の
反
応
か
ら
見
て
疑
い
を
入
れ
な
い
（
も
っ
と
も
、
入
管
や
在
外

公
館
の
担
当
者
に
よ
っ
て
、
変
わ
ら
ず
拒
否
さ
れ
る
事
例
も
多
か
っ
た）

11
（

）。
同
時
期
に
は
、
入
国
で
き
て
い
な
い
外
国
籍
配
偶
者
等
の
事

例
も
念
頭
に
、
停
止
さ
れ
て
い
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
扱
い
に
つ
い
て
も
対
応
が
決
定
さ
れ
た
。
六
月
八
日
に
は
入
管
と
外
務
省
と

の
間
で
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
有
効
期
間
を
経
過
し
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
取
り
扱
い
が
合
意
さ
れ
、
二
六
日
に
は
「
基
本
方
針
に
つ

い
て
は
外
務
省
と
調
整
済
み
」
と
し
た
上
で
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
審
査
・
交
付
が
再
開
さ
れ
た）

11
（

。

　
し
か
し
、
上
記
の
変
化
は
、
再
入
国
の
事
例
の
よ
う
に
「
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
再
入
国
を
許
可
す
る
こ
と
の
あ
る
具
体
的
な
事
例
」

と
し
て
入
管
の
文
書
に
公
表
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
実
質
的
に
対
応
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
い
う
曖
昧
な

状
態
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
入
管
・
外
務
省
の
基
本
的
な
姿
勢
に
変
化
は
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
こ
の
事
態
が
継
続
す
る
と
、

入
国
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
当
事
者
ら
が
気
づ
か
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
仮
に
入
管
や
在
外
公
館
の
担
当
者

か
ら
変
わ
ら
ず
拒
否
さ
れ
た
際
に
、
同
様
に
ケ
ー
ス
で
入
国
で
き
た
事
例
が
あ
る
と
言
う
こ
と
以
外
、
対
抗
で
き
る
明
確
な
根
拠
も
示
せ

な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
当
事
者
ら
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
問
題
の
訴
え
も
実
行
・
継
続
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
七
月
九

日
前
後
に
は
、
共
同
通
信
に
て
外
国
籍
配
偶
者
等
の
入
国
問
題
が
扱
わ
れ
、
家
族
の
再
会
を
求
め
る
声
は
政
府
に
と
っ
て
緊
急
性
が
低
い

の
か
と
問
い
か
け
る
当
事
者
の
声
や
、
国
際
人
権
法
上
・
人
道
法
上
の
問
題
を
指
摘
す
る
弁
護
士
の
見
解
な
ど
が
報
道
さ
れ
た）

11
（

。
ま
た
、

七
月
二
一
日
に
筆
者
自
身
も
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
『
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
』
に
寄
稿
し
、
外
国
籍
配
偶
者
等
の
置
か
れ
た
状
況
や
入
国
制
限
の
実
態

を
紹
介
し
つ
つ
、
担
当
者
の
裁
量
に
よ
る
対
応
の
不
統
一
を
防
ぐ
た
め
「
特
段
の
事
情
」
の
具
体
的
基
準
を
公
表
す
る
こ
と
や
、
政
府
が

緩
和
を
周
知
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た）

1（
（

。
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こ
れ
ら
の
活
動
と
の
因
果
関
係
は
不
明
だ
が
、
七
月
二
九
日
に
は
入
管
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸

拒
否
の
措
置
に
関
し
、
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
特
段
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
再
入
国
等
を
許
可
す
る
こ
と
の
あ
る
具
体
的
な
事
例
」

の
文
書
が
更
新
さ
れ
、
再
入
国
者
向
け
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
日
本
人
・
永
住
者
の
配
偶
者
又
は
子
」
や
「
定
住
者
の
配

偶
者
又
は
子
で
日
本
に
家
族
が
滞
在
し
て
お
り
、
家
族
が
分
離
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
」
者
の
新
規
入
国
が
「
特
段
の
事
情
」
に
該
当
す
る

と
公
表
さ
れ
た）

11
（

。
同
時
に
、
外
務
省
の
方
で
も
新
規
入
国
が
で
き
る
よ
う
通
達
が
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る）

11
（

。
こ
の
措
置
の
背
景
と
し

て
、
七
月
二
二
日
の
対
策
本
部
に
て
北
村
国
家
安
全
保
障
局
長
が
「
人
道
上
の
観
点
等
も
踏
ま
え
、
在
留
資
格
保
持
者
等
の
再
入
国
等
を

順
次
許
可
す
る
措
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
「
国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
」
と
題
す
る
文
書
が
発
表
さ
れ
こ
と）

11
（

、

そ
れ
を
受
け
て
入
管
・
外
務
省
が
再
入
国
を
可
能
と
す
る
範
囲
を
拡
大
し
て
い
た
こ
と）

11
（

、
ま
た
抗
原
定
量
検
査
の
導
入
に
よ
っ
て
、
水
際

で
の
検
査
体
制
を
維
持
し
つ
つ
入
国
制
限
を
あ
る
程
度
緩
和
し
得
る
目
処
が
立
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る）

11
（

。

　
な
お
も
実
施
過
程
で
の
混
乱
は
多
か
っ
た
も
の
の
、
七
月
末
以
降
、
外
国
籍
配
偶
者
等
の
日
本
へ
の
入
国
に
は
障
害
が
少
な
く
な
り
、

家
族
と
の
再
会
を
果
た
す
報
告
も
増
加
し
た
。
実
際
、「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
で
新
規
入
国
し
た
外
国
人
数
は
、
二
〇
二

〇
年
六
月
は
七
七
人
、
七
月
は
一
五
八
人
だ
っ
た
が
、
八
月
に
は
七
〇
一
人
と
な
っ
て
い
る）

11
（

。
筆
者
の
配
偶
者
も
、
七
月
前
半
に
在
外
資

格
認
定
証
明
書
を
受
領
し
、
八
月
中
に
入
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
一
度
目
の
入
国
制
限
（
二
〇
二
〇
年
四
月
─
七
月
）
の

問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
政
治
方
面
や
メ
デ
ィ
ア
、
ネ
ッ
ト
上
の
言
説
に
お
い
て
は
、
再
入
国
者
や
外
国
籍
配
偶
者
等
の
入
国
を
人
権
・
人

道
上
の
問
題
と
捉
え
、
そ
の
た
め
に
「
特
段
の
事
情
」
の
明
確
化
を
求
め
る
意
見
は
少
数
で
あ
っ
た
。「
特
段
の
事
情
」
に
関
し
て
む
し

ろ
流
通
し
て
い
た
の
は
、「
特
段
の
事
情
」
を
隠
れ
蓑
に
密
か
に
外
国
人
が
入
国
し
て
い
る
な
ど
と
述
べ
、
外
国
人
の
入
国
を
文
字
通
り
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ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
そ
の
明
確
化
を
求
め
る
方
向
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
議
員
の
中
で
こ
の
見
解
を
代
表
し
て
い
た
の
が
、
大
塚
耕
平
参
院
議
員
（
民
進
）
で
あ
っ
た
。
大
塚
議
員
は
、
世
界
大
の
入
国

制
限
が
実
施
さ
れ
た
四
月
以
降
、「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
入
国
者
の
内
訳
や
国
籍
別
人
数
な
ど
の
情
報
公
開
を
、
入
管
な
ど
に
対
し
て

繰
り
返
し
求
め
て
い
た）

11
（

。
ま
た
、
六
月
一
二
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
参
議
院
財
政
金
融
委
員
会
で
質
疑
も
行
っ
て
い
る）

11
（

。
大

塚
議
員
は
七
月
一
九
日
時
点
で
、「
日
本
人
、
外
国
人
の
区
別
な
く
、
人
権
保
護
は
政
府
の
当
然
の
責
務
で
す
」
と
し
つ
つ
も
、「「
外
国

人
の
人
権
保
護
」
と
「
国
民
へ
の
説
明
責
任
」
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
前
者
を
理
由
に
後
者
を
軽
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
な
い
重
要
な
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
入
国
拒
否
国
か
ら
の
入
国
者
数
（
二
月
一
日
か

ら
七
月
九
日
分
）
を
見
る
と
、
審
査
対
象
者
数
五
二
三
八
八
人
の
う
ち
「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
入
国
者
数
五
一
五
七
二
人
と
な
っ
て
い

ま
す
」「
入
国
拒
否
国
か
ら
は
入
国
で
き
な
い
と
考
え
る
の
が
普
通
で
す
が
、
入
国
希
望
者
を
ほ
ぼ
全
員
入
国
さ
せ
て
い
る
」「
入
管
庁
の

資
料
に
は
「
永
住
者
、
日
本
人
の
配
偶
者
等
、
永
住
者
の
配
偶
者
等
、
又
は
定
住
者
の
在
留
資
格
を
有
す
る
外
国
人
が
再
入
国
許
可
に
よ

り
出
国
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
、
特
段
の
事
情
が
な
い
も
の
と
し
て
上
陸
拒
否
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
上
陸
拒
否
の

対
象
地
域
へ
の
渡
航
を
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
明
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、
現
実
は
ほ
ぼ
全
員
を
再
入
国
さ
せ
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
原
則
に
な
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
主
張
し
て
い
た）

11
（

。

　
大
塚
議
員
の
議
論
も
ま
た
、
入
管
の
内
部
向
け
と
外
部
向
け
の
対
応
の
差
異
の
問
題
に
根
差
し
て
い
た
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

実
態
の
把
握
に
は
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
多
い
。
例
え
ば
、
上
述
の
韓
国
へ
葬
儀
に
行
け
な
か
っ
た
事
例
で
は
、
出
国
す
る
前

に
入
管
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
再
入
国
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
た
め
に
出
国
・
再
入
国
を
断
念
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
外
国
人
の

入
国
に
際
し
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
外
国
人
が
航
空
機
に
搭
乗
す
る
前
に
航
空
会
社
ス
タ
ッ
フ
が
入
管
に
代
わ
っ
て
入
国
可
否
判
断
の

実
務
を
担
当
し
た
り
、
外
国
人
が
搭
乗
す
る
前
に
ス
タ
ッ
フ
が
入
管
に
電
話
し
て
入
国
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
り
と
い
っ
た
手
続
が
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多
く
取
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
、
再
入
国
を
拒
否
さ
れ
得
る
者
は
そ
も
そ
も
「
特
段
の
事
情
」
で
の
再
入
国
を
正
式
に
試
み

る
前
に
当
局
や
航
空
会
社
か
ら
断
念
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
当
事
者
ら
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
れ
ば
容
易
に
わ
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
大
塚
議
員
の
議
論
は
、
表
面
上
は
外
国
人
の
人
権
も
尊
重
す
る
と
い
う
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
た
が
、
そ
の
行
論
は
特
定
の
先
入
観
に
基

づ
い
て
お
り
、「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
入
国
す
る
外
国
人
に
対
す
る
市
民
の
否
定
的
感
情
を
直
接
・
間
接
に
刺
激
す
る
効
果
を
持
っ
て

い
た）

1（
（

。
実
際
、
当
時
の
大
塚
議
員
の
メ
ル
マ
ガ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
、『
月
刊H

anada

』
へ
の
寄
稿
な
ど
に
つ
い
て
は）

11
（

、
排
外
主
義
的
な

層
が
多
く
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
排
外
主
義
団
体
と
し
て
知
ら
れ
る
日
本
国
民
党
の
鈴
木
信
行
葛
飾
区
議
も
、
中
国
・
韓
国
か
ら

の
上
陸
拒
否
の
継
続
を
主
張
し
つ
つ
、「「
特
段
の
事
情
」
と
称
し
て
入
国
が
認
め
ら
れ
て
い
る
不
公
正
な
事
実
」
の
追
及
と
称
す
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
複
数
回
に
わ
た
り
入
管
な
ど
に
声
明
書
を
手
交
し
て
い
た）

11
（

。

　
大
塚
議
員
や
鈴
木
議
員
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
層
と
、
入
国
で
き
な
い
再
入
国
者
や
外
国
籍
配
偶
者
等
を
念
頭
に
「
特
段
の
事
情
」
の
明

確
化
を
求
め
る
層
と
は
、
ほ
と
ん
ど
水
と
油
の
関
係
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
筆
者
が
執
筆
し
た
『
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
』
の
記
事
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
拡
散
力
を
用
い
て
当
事
者
ら
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ
で
あ
り
、
実
際
に
こ
れ
ま
で
事
情
を
把
握
し
て
い
な
か

っ
た
当
事
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
な
ど
も
届
い
た
。
し
か
し
、
拡
散
の
た
め
に
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
こ
と
で
、
当
事
者
以
外
に
も
、

排
外
主
義
的
な
層
を
含
む
多
数
の
読
者
に
リ
ー
チ
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
彼
ら
の
反
応
は
総
じ
て
否
定
的
か
つ
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ッ
ク
で
あ

り
、
国
内
で
も
家
族
に
会
え
な
い
人
も
い
る
の
に
外
国
人
を
優
遇
す
る
の
は
何
事
だ
、
わ
が
ま
ま
を
言
う
な
、
国
際
結
婚
の
覚
悟
が
足
り

な
い
、
家
族
ご
と
日
本
か
ら
出
て
行
け
、
筆
者
は
出
羽
守
・
売
国
奴
で
あ
る
、
偽
装
結
婚
で
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
、
外
国
人
（
と
く
に

中
国
人
や
韓
国
人
）
は
一
人
も
入
れ
る
な
、
入
国
制
限
は
“
当
然
”（
理
由
は
な
し
）、
な
ど
と
い
っ
た
趣
旨
の
反
応
が
多
か
っ
た）

11
（

。
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当
事
者
た
ち
や
井
上
議
員
の
「
特
段
の
事
情
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
大
塚
議
員
や
そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
ら
の
「
特
段
の
事
情
」
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
正
反
対
の
方
向
で
は
あ
る
も
の
の
、「
特
段
の
事
情
」
の
外
部
へ
の
明
確
化
を
求
め
る
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。
し
か
し
、

前
者
が
当
事
者
ら
が
入
国
で
き
て
い
な
い
と
い
う
多
数
の
実
体
験
を
元
に
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
は
外
国
人
が
密
か
に
入
国

し
て
い
る
に
違
い
な
い
、
そ
こ
か
ら
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い
う
先
入
観
を
基
盤
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
、

両
者
は
同
じ
コ
イ
ン
の
表
裏
に
見
え
つ
つ
、
言
説
の
確
度
に
は
大
き
な
差
が
存
在
し
て
い
た
。

　
も
っ
と
も
、
当
時
の
一
般
の
市
民
の
間
で
は
、「
特
段
の
事
情
」
に
強
い
関
心
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
何
と
な
く
現
段
階
で
の
外
国

人
の
入
国
緩
和
に
は
不
安
が
あ
る
、
と
い
っ
た
程
度
の
理
解
が
大
半
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
家
族
離
散
の
状
況
が
生
じ
て
い
る
こ

と
も
知
ら
な
い
者
が
大
多
数
で
、
そ
れ
を
知
っ
た
上
だ
と
一
定
の
同
情
を
示
し
た
り
、
反
対
に
「
仕
方
な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
く
る
の
が
、

当
事
者
が
経
験
し
た
相
場
感
で
あ
っ
た
。
上
記
の
過
程
に
お
い
て
、
筆
者
は
自
民
党
か
ら
共
産
党
ま
で
連
絡
を
取
っ
た
が
、
多
数
の
市
民

の
無
意
識
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
与
野
党
と
も
に
反
応
は
薄
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
与
党
内
の
排
外
主
義
に
近
い
層
が
、
安
倍
政
権
下

で
は
党
内
か
ら
反
対
の
声
を
上
げ
づ
ら
い
状
態
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
野
党
側
は
基
本
的
に
政
権
の
水
際
対
策
の
遅
れ
を
批
判
し
、
む
し

ろ
そ
の
厳
格
化
を
強
く
主
張
し
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
時
消
滅
し
か
か
っ
て
い
た
希
望
の
党
所

属
の
井
上
議
員
は
、
少
数
派
で
あ
る
が
た
め
に
こ
そ
、
少
数
派
の
声
に
耳
を
傾
け
る
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
感
染
状
況
や
政
治
状
況
が
変
化
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
構
造
も
連
動
し
て
変
容
す
る
こ
と
と
な
る
。
変
異
株
が
拡
大

す
る
中
で
、
後
に
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
に
対
す
る
二
度
目
の
入
国
制
限
実
施
を
招
い
た
の
は
、
主
と
し
て
排
外
主
義
的
な
層
に
よ

る
「
特
段
の
事
情
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
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三
　
二
度
目
の
入
国
制
限
（
二
〇
二
一
年
一
月
─
三
月
）

（
一
）
政
策
形
成
過
程
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
─
二
〇
二
一
年
一
月
）

　
二
〇
二
〇
年
八
月
以
降
、「
特
段
の
事
情
」
は
拡
大
さ
れ
、
再
入
国
・
新
規
入
国
で
き
る
範
囲
の
外
国
人
は
増
加
し
て
い
っ
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
レ
ジ
デ
ン
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
と
い
う
二
国
間
で
の
出
入
国
の
枠
組
み
が
段
階
的
に
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
一
〇
月
か

ら
は
、
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
に
依
拠
す
る
入
国
制
限
の
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
も
、
防
疫
措
置
を
確
約
で
き
る
受
入
企
業
・

団
体
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
新
規
入
国
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
た）

11
（

。

　
こ
う
し
て
国
際
的
な
人
の
往
来
が
回
復
す
る
か
に
見
え
た
が
、
変
異
株
の
登
場
が
、
入
国
制
限
緩
和
の
方
向
を
逆
流
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
一
一
月
末
以
降
、
国
内
の
感
染
者
数
が
増
加
す
る
中
で
、
対
策
が
後
手
に
回
っ
た
と
市
民
の
批
判
が
強
ま
り
、
一
二
月
一
四
日
の

対
策
本
部
で
はG

o�T
o

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
一
時
停
止
が
決
定
さ
れ
た）

11
（

。
英
国
な
ど
で
確
認
さ
れ
た
変
異
株
に
よ
る
新
た
な
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
っ
た
が
、
政
府
内
で
は
全
世
界
対
象
の
措
置
は
不
要
と
の
声
も
根
強
か
っ
た
。
し
か
し
、G

o�T
o

ト
ラ

ベ
ル
事
業
停
止
の
判
断
の
遅
れ
と
い
う
批
判
に
応
え
る
た
め
に
も
、
水
際
対
策
の
強
化
は
国
民
の
広
範
な
理
解
が
得
ら
れ
る
と
踏
ん
で
、

政
権
は
再
度
の
入
国
制
限
に
動
い
た）

11
（

。
対
策
本
部
は
一
二
月
二
三
日
以
降
、「
水
際
対
策
に
係
る
新
た
な
措
置
」
と
題
す
る
文
書
を
続
け

て
発
表
し
、
英
国
や
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
新
規
入
国
の
停
止
や
入
国
検
疫
の
強
化
、
査
証
制
限
を
順
次
決
定
し
て
い
っ
た
が
、
二
六
日
に

は
二
〇
二
一
年
一
月
末
ま
で
「
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
新
規
入
国
の
一
時
停
止
」
が
決
定
、
二
八
日
か
ら
実
施
さ
れ
た）

11
（

。

　
た
だ
、
政
府
が
実
施
し
た
「
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
新
規
入
国
の
一
時
停
止
」
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
た
の
は
、
一
〇
月
か
ら
開
始
さ
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れ
て
い
た
、
受
入
企
業
・
団
体
の
存
在
を
条
件
に
新
規
入
国
を
認
め
る
と
い
う
措
置
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
表
題
が
一
見
し
て
与
え

る
印
象
に
か
か
わ
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
や
人
権
・
人
道
上
の
理
由
な
ど
に
よ
る
新
規
入
国
は
含
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
〇
月
の
措
置
自
体
が
そ
の
よ
う
な
名
称
を
用
い
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
が
、
政
府
と
し
て
も
全
世
界
を
対

象
と
す
る
措
置
と
銘
打
つ
こ
と
で
、
水
際
対
策
の
強
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
部
分
的
な
入
国
制
限

緩
和
が
屋
上
屋
を
重
ね
る
状
態
に
あ
っ
た
、
当
時
の
入
国
制
限
の
全
体
像
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
者
は
多
く
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
表

現
は
却
っ
て
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。

　
例
え
ば
朝
日
新
聞
は
、
一
月
五
日
に
「
外
国
人
新
規
入
国
、
全
面
停
止
へ

　
中
韓
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
も
」
と
題
す
る
記
事
を
公
開

し
た
が
、
そ
の
第
一
段
落
で
「
こ
れ
に
よ
り
外
国
人
の
新
規
入
国
は
事
実
上
、
全
面
的
に
止
ま
る
」
と
書
き
つ
つ
、
記
事
の
末
尾
は
「
人

道
上
配
慮
が
必
要
な
例
な
ど
「
特
段
の
事
情
」
が
あ
る
外
国
人
は
、
引
き
続
き
特
例
的
に
入
国
を
認
め
る
方
針
だ
」
と
結
ん
で
い
る）

11
（

。
し

か
し
、
特
例
的
に
入
国
が
で
き
る
事
例
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
全
面
的
に
止
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
見
す
る
と
こ
の

記
事
は
内
容
が
矛
盾
す
る
。
政
府
発
表
が
与
え
た
印
象
の
た
め
に
、
お
そ
ら
く
担
当
記
者
も
混
乱
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
読
者
も
混
乱

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
論
旨
の
混
乱
し
た
報
道
は
当
時
複
数
見
ら
れ
、
一
部
の
議
員
や
市
民
の
間
で
は
、
政
府
は
「
全
て
の

国
・
地
域
か
ら
の
新
規
入
国
の
一
時
停
止
」
と
称
し
つ
つ
、
実
態
は
抜
け
道
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
、「
ザ
ル
入
国
」
な
の
で
は
な

い
か
、
と
猜
疑
が
深
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
政
権
は
九
月
に
安
倍
政
権
か
ら
菅
政
権
に
変
わ
っ
て
い
た
。
菅
政
権
の
入
国
制
限
の
政
策
形
成
は
、
対
策
本
部
を
中
心
と
す
る
枠
組
み

は
引
き
継
い
だ
も
の
の
、
国
家
安
全
保
障
局
の
関
与
の
低
減
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
対
策
本
部
の
会
議
に
お
い
て
、
北
村
国
家

安
全
保
障
局
長
の
出
席
・
発
言
が
あ
っ
た
の
は
、
国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
に
つ
き
報
告
し
た
一
〇
月
三
〇
日
の
第
四
四
回
ま
で
で
あ
っ

志林120_3_04澤井.indd   153 2023/01/13   14:27



法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
五
四

た
）
（11
（

。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
対
応
に
関
す
る
国
家
安
全
保
障
局
の
緊
急
事
態
大
臣
会
合
も
、
一
〇
月
三
〇
日
に
開
か
れ
た
後
、
二

〇
二
一
年
五
月
一
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
な
か
っ
た）

（1（
（

。

　
国
家
安
全
保
障
局
を
官
邸
主
導
の
基
盤
と
し
て
い
た
安
倍
政
権
と
は
異
な
り
、
菅
政
権
は
相
対
的
に
国
家
安
全
保
障
局
を
重
視
せ
ず
、

対
策
本
部
に
お
い
て
官
邸
や
各
省
が
集
う
本
来
の
形
に
近
い
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
。
一
二
月
末
以
降
の
入
国
制
限
が
、「
水
際
対
策
に
係

る
新
た
な
措
置
」
と
題
す
る
対
策
本
部
発
の
新
た
な
文
書
形
式
に
よ
り
行
わ
れ
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
や
閣
議
了
解
の
形
式
を
引
き

継
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
入
国
制
限
の
長
期
化
の
た
め
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
政
策
形
成
過
程
の
変
化
を
例
証
し
て
い
る
。
代
わ
っ
て
入

国
制
限
の
統
合
調
整
を
実
質
的
に
担
っ
て
い
た
の
は
加
藤
勝
信
官
房
長
官
や
そ
の
周
辺
で
あ
り
、
実
際
に
一
二
月
以
降
の
対
策
本
部
の
会

議
で
は
、
加
藤
官
房
長
官
が
入
国
制
限
に
つ
い
て
報
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た）

（10
（

。
し
か
し
、
緊
急
事
態
を
名
目
に
中
核
を
担
っ
て
い
た

国
家
安
全
保
障
局
の
存
在
感
の
低
下
は
、
む
し
ろ
自
ら
こ
そ
が
緊
急
事
態
に
対
処
し
得
る
と
考
え
る
与
野
党
の
議
員
な
ど
が
、
政
府
中
枢

や
入
管
・
外
務
省
に
入
力
す
る
の
を
容
易
に
し
た
。
と
く
に
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
、
自
民
党
外
交
部
会
を
中
心
と
す
る
自
民
党
議
員
の
活

動
で
あ
っ
た
。

　
政
府
は
一
月
四
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
枠
組
み
に
お
い
て
も
、
相
手
国
に
て
変
異
株
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
停
止
す
る
と
決
定
し
た
が
、
自
民
党
内
の
反
発
は
大
き
か
っ
た
。
七
日
に
開
か
れ
た
自
民
党
の
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
会
合
で
は
、
約

一
〇
人
の
議
員
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
即
時
中
止
を
求
め
る
意
見
が
相
次
ぎ
、
下
村
博
文
政
調
会
長
は
同
日
中
に
加
藤
官
房
長
官
な

ど
に
電
話
で
停
止
を
要
請
し
た）

（10
（

。
八
日
に
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
さ
れ
る
と
、
入
国
制
限
の
厳
格
化
を
求
め
る
声
は
さ
ら
に
高
ま

っ
た
。
自
民
党
の
佐
藤
正
久
参
院
議
員
・
党
外
交
部
長
は
、
自
身
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
に
「
春
節
に
併
せ
て
観
光
兼
ね
た
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
が
来
る
可
能
性
と
入
国
後
の
行
動
確
認
が
甘
い
ま
ま
。
緊
急
事
態
の
今
は
変
異
株
阻
止
を
重
視
す
べ
き
」「
今
は
国
内
に
変
異
種

を
入
れ
な
い
為
に
も
、
性
悪
説
に
立
ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
等
外
国
人
の
入
国
を
止
め
る
べ
き
時
期
」
な
ど
と
投
稿
し
て
い
る）

（10
（

。
一
二
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日
の
自
民
党
外
交
部
会
で
は
、
議
員
一
三
人
が
入
国
の
全
面
停
止
を
主
張
し
た
。
佐
藤
議
員
は
「
緊
急
事
態
宣
言
は
国
民
の
共
感
を
得
な

け
れ
ば
機
能
し
な
い
。
国
民
の
共
感
を
得
る
た
め
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
往
来
を
止
め
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
、
別
の
出
席
者
ら
は
「
ビ
ジ
ネ
ス

と
言
い
な
が
ら
観
光
客
が
入
っ
て
い
る
」「
中
国
や
韓
国
に
配
慮
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」「
緊
急
事
態
宣
言
で
国
民
が
我
慢
し
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
外
国
人
を
入
れ
る
の
か
」
な
ど
と
批
判
し
た）

（10
（

。
同
日
に
は
、
自
民
党
の
「
日
本
の
国
益
と
尊
厳
を
護
る
会
」
の
青
山
繁
晴
参

院
議
員
が
官
邸
を
訪
ね
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
即
時
停
止
を
強
く
求
め
た）

（10
（

。

　
政
府
内
で
は
菅
首
相
が
ビ
ジ
ネ
ス
往
来
の
維
持
を
強
く
主
張
し
て
い
た
。
も
と
も
と
四
日
に
内
閣
官
房
と
関
係
省
庁
は
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ッ
ク
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
全
面
停
止
案
を
用
意
し
て
い
た
が
、「
首
相
は
入
国
継
続
に
強
い
思
い
が
あ
る
」
た
め
に
流
れ
た
形
と

な
っ
て
い
た
と
い
う）

（10
（

。
し
か
し
、
自
民
党
内
の
保
守
派
に
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
安
倍
首
相
と
は
異
な
り
、
そ
の
よ
う
な
力
を
持
た

な
い
菅
首
相
は
、
党
内
の
反
発
に
抗
し
き
れ
ず
、
政
府
は
一
三
日
に
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
停
止
を
決
定
し
た）

（10
（

。

佐
藤
議
員
は
、「
や
っ
と
外
交
部
会
要
望
を
ほ
ぼ
政
府
が
受
入
れ
。
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
入
国
停
止
［
…
］
を
総
理
が
発
表
。
国
民

世
論
の
後
押
し
も
有
効
だ
っ
た
。
感
謝
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
て
い
る）

（10
（

。

　
入
国
制
限
厳
格
化
を
求
め
る
自
民
党
内
の
波
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
停
止
の
み
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

一
四
日
に
佐
藤
議
員
は
、
党
内
の
会
合
で
「
国
の
水
際
対
策
は
、
ま
だ
ま
だ
甘
い
。『
特
段
の
事
情
』
が
あ
れ
ば
入
国
で
き
る
余
地
が
あ

る
の
を
、
国
民
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
上
で）

（（1
（

、
自
身
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
「
外
交
部
会
、
水
際
対
策
の
「
水
漏
れ
」
対
策
を
議

論
。
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
等
が
停
止
で
も
実
は
人
道
上
の
理
由
等
特
別
の
事
由
が
有
れ
ば
外
国
人
が
入
れ
ま
す
。
一
二
月
は
四
九
九
一
名

が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
基
準
が
曖
昧
だ
と
漏
れ
ま
す
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
、「
特
段
の
事
情
」
を
次
の
目
標
に
定
め
た）

（（（
（

。
一
八
日
の
自
民

党
外
交
部
会
で
も
「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
新
規
入
国
を
扱
い
、
関
係
省
庁
か
ら
の
回
答
を
得
て
い
た）

（（0
（

。

　
こ
の
潮
流
の
中
で
、
ほ
の
め
か
し
に
留
ま
ら
ず
、
よ
り
直
截
的
な
言
葉
を
選
ぶ
議
員
や
メ
デ
ィ
ア
も
現
れ
た
。
夕
刊
フ
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
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ン
メ
デ
ィ
ア
で
あ
るzakzak

は
、
佐
藤
議
員
の
発
言
を
引
き
つ
つ
、「
実
は
、
昨
年
一
二
月
だ
け
で
、
五
〇
〇
〇
人
近
く
が
「
特
段
の

事
情
」
な
ど
を
理
由
に
入
国
し
て
い
る
。
こ
ん
な
に
多
く
て
「
特
段
」
と
い
え
る
の
か
？
危
険
な
変
異
種
流
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

か
？
」「
政
府
は
今
回
、
二
月
七
日
ま
で
、
一
一
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
を
再
発
令
し
た
が
、「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
外
国
人
入
国
者

は
減
る
の
か
。
日
本
国
民
の
理
解
は
ど
こ
ま
で
得
ら
れ
る
の
か
」
と
述
べ
、「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
入
国
者
数
が
多
過
ぎ
る
と
批
判
し

た
）
（（0
（

。
自
民
党
の
菅
原
一
秀
衆
院
議
員
は
一
月
一
六
日
、
自
身
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
で
「
♯
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
全
面
停
止
は
二

月
七
日
ま
で
。
た
だ
し
、
昨
年
一
二
月
に
は
中
国
か
ら
八
七
〇
人
、
米
国
か
ら
ま
［
マ
マ
］
五
九
六
人
が
♯
特
段
の
事
情
で
入
国
。
こ
の

際
、
あ
ら
ゆ
る
感
染
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
た
め
、
特
段
の
事
情
で
入
国
す
る
往
来
す
る
日
本
人
、
在
留
資
格
を
も
つ
永
住
外
国
人
の
配
偶

者
や
子
ど
も
の
入
国
も
制
限
す
べ
き
。
各
方
面
に
強
く
要
請
し
ま
す
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
、
外
国
籍
の
配
偶
者
・
子
と
日
本
人
家
族
の
離
散

を
引
き
起
こ
す
措
置
の
実
施
を
明
確
な
表
現
で
主
張
し
た）

（（0
（

。
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
、「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
外
国
人
の
入
国
を
制
限
し
、

ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
よ
う
に
求
め
る
声
が
相
次
ぎ
、「
特
段
の
事
情
」
に
よ
っ
て
入
国
し
た
中
国
人
が
シ
ノ
フ
ァ
ー
ム
製
の
闇
ワ
ク
チ
ン
を

持
ち
込
ん
で
い
る
な
ど
と
い
っ
た
陰
謀
論
さ
え
登
場
し
て
い
た
。

　「
特
段
の
事
情
」
を
含
め
、
入
国
制
限
の
厳
格
化
を
求
め
る
声
は
、
与
党
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
権
批
判
に
つ
な
げ
た
い
野
党
側
か
ら
も

上
が
っ
て
い
た
。
例
え
ば
一
月
一
〇
日
、
蓮
舫
参
院
議
員
（
立
民
）
は
「
昨
年
の
春
節
時
に
中
国
全
土
か
ら
の
日
本
入
国
を
止
め
な
か
っ

た
反
省
に
何
も
学
ん
で
い
ま
せ
ん
［
…
］
日
本
入
国
一
時
全
面
停
止
を
求
め
て
い
ま
す
」
と）

（（0
（

、
辻
元
清
美
衆
院
議
員
（
立
民
）
は
「
私
も

今
は
海
外
か
ら
の
入
国
を
一
旦
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
で
ツ
イ
ー
ト
し
て
い

る
）
（（0
（

。
　
と
く
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
は
国
民
民
主
党
で
あ
っ
た
。
党
首
の
玉
木
雄
一
郎
衆
院
議
員
は
、
一
月
一
三
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、

「
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
踏
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
が
ず
っ
と
あ
る
」
た
め
「
国
民
に
対
し
て
も
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
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っ
て
い
な
い
」
と
し
、
そ
の
意
味
で
「
国
内
の
皆
さ
ん
に
こ
う
し
て
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
等
の
制
限
を
求
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
少
な
く
と
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
も
含
め
て
全
面
的
に
全
世
界
か
ら
の
入
国
を
停
止
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
」
と
主
張
し
た）

（（0
（

。
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
停
止
後
の
二
一
日
の
本
会
議
で
は
、
玉
木
議
員
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
例
外
な
き

入
国
禁
止
に
つ
い
て
の
総
理
の
判
断
の
遅
れ
が
水
際
対
策
の
失
敗
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。
し
か
も
、
今
後
も
特
段
の
事
情

が
あ
る
場
合
に
は
引
き
続
き
入
国
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
法
的
要
件
は
曖
昧
で
す
。
定
義
を
お
示
し
く
だ
さ

い
」
と
問
い
か
け
た）

（（0
（

。
や
や
時
期
は
離
れ
る
が
、
当
時
国
民
民
主
党
に
参
加
し
て
い
た
大
塚
議
員
も
、「
当
初
の
「
特
段
の
事
情
」
に
よ

る
入
国
者
の
過
半
を
占
め
、
今
も
［
…
］
外
国
人
入
行
者
［
マ
マ
］
の
中
で
一
定
割
合
を
占
め
る
「
永
住
者
」「
定
住
者
」
及
び
「
永
住

者
、
定
住
者
、
日
本
人
の
配
偶
者
」［
マ
マ
］
等
に
関
し
て
も
、
日
本
特
有
の
背
景
と
問
題
が
あ
り
ま
す
。
政
府
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
の
整

合
性
と
と
も
に
、
在
留
外
国
人
の
現
状
と
外
国
人
政
策
に
関
す
る
国
民
へ
の
説
明
が
必
要
で
す
」
と
主
張
し
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者

等
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
る
と
直
截
的
に
述
べ
て
い
た）

（（0
（

。

　「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
新
規
入
国
の
制
限
を
求
め
る
言
説
に
は
、
事
実
認
識
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
第
一

に
、
大
前
提
と
し
て
、「
特
段
の
事
情
」
で
は
観
光
の
た
め
の
入
国
は
不
可
能
で
あ
っ
た）

（01
（

。
入
国
可
能
な
家
族
の
範
囲
も
、
配
偶
者
や
子

に
限
ら
れ
た
。
第
二
に
、
中
国
か
ら
の
入
国
者
の
脅
威
は
、
明
ら
か
に
過
大
に
見
積
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
外
国
か
ら
中
国
に
戻
る
と
、

二
週
間
に
わ
た
る
ホ
テ
ル
等
で
の
厳
格
な
隔
離
の
後
、
さ
ら
に
住
居
で
の
一
・
二
週
間
の
隔
離
も
実
施
さ
れ
て
い
た）

（0（
（

。
こ
れ
は
中
国
国
外

か
ら
国
内
へ
の
移
動
だ
け
で
な
く
、
中
国
国
内
に
お
け
る
移
動
に
お
い
て
も
同
様
の
厳
格
な
隔
離
が
実
施
さ
れ
て
い
た）

（00
（

。
さ
ら
に
、
数
例

陽
性
者
が
見
つ
か
っ
た
だ
け
で
、
外
国
か
ら
中
国
へ
の
フ
ラ
イ
ト
そ
の
も
の
が
中
国
政
府
当
局
か
ら
二
週
間
停
止
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
さ
え

あ
っ
た）

（00
（

。
こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
も
し
仮
に
日
本
に
入
国
で
き
た
と
こ
ろ
で
ス
ム
ー
ズ
に
中
国
に
戻
る
こ
と
自
体
が
非
常
に
困
難

で
あ
っ
て
、
二
〇
二
一
年
の
春
節
に
中
国
人
観
光
客
が
入
国
制
限
を
か
い
く
ぐ
っ
て
日
本
に
大
勢
や
っ
て
来
る
な
ど
と
考
え
る
の
は
、
端
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的
に
非
現
実
的
な
想
定
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
第
三
に
、
第
五
章
で
詳
述
す
る
が
、「
特
段
の
事
情
」
の
新
規
入
国
を
制
限
し
た
と
こ
ろ

で
、
そ
の
措
置
の
対
象
と
な
る
者
は
帰
国
者
・
入
国
者
数
の
全
体
か
ら
み
れ
ば
僅
か
な
人
数
に
過
ぎ
ず
、
公
衆
衛
生
上
の
観
点
か
ら
の
効

果
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
措
置
は
当
事
者
個
々
人
へ
の
人
権
・
人
道
上
の
問
題
を
不
可
避
的
に
引
き
起
こ
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
入
国
制
限
は
合
理
的
な
措
置
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
の
入
国
制
限
の
実
情
や
、
当
時
の
各
国

の
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
を
検
討
す
れ
ば
、
容
易
に
わ
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
当
時
の
一
部
の
議
員
や
世
論
は
、
二
〇
二
〇
年
の
同
時
期
に
中
国
か
ら
の
入
国
を
早
期
に
止
め
な
か
っ
た
こ
と
で
国
内
の
感

染
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
前
例
へ
の
懸
念
や
、
日
本
人
が
緊
急
事
態
宣
言
で
自
粛
し
て
い
る
の
に
外
国
人
が
入
国
す
る
の
は
国
民
の

「
共
感
」
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
議
論
、
ま
た
単
純
に
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
な
ど
に
基
づ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
し
て
い
た
。
入
国

制
限
そ
れ
自
体
の
内
容
や
効
果
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
が
国
内
に
対
し
て
持
つ
象
徴
的
な
効
果
の
方
に
議
論
の
重
心
が
傾
い
て
お
り
、
そ

の
意
味
で
入
国
制
限
は
国
内
対
策
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
状
況
に
、
各
議
員
の
緊
急
事
態
や
国
防
を
担
う
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
や
、

政
権
批
判
の
意
図
な
ど
が
重
な
り
、
や
が
て
新
規
入
国
者
数
の
制
限
自
体
が
目
的
化
し
て
い
っ
た
。

　
与
野
党
か
ら
の
「
特
段
の
事
情
」
へ
の
厳
し
い
視
線
に
対
し
、
政
府
側
は
「
特
段
の
事
情
」
の
範
囲
を
狭
く
印
象
付
け
よ
う
と
試
み
て

い
た
。
上
記
の
玉
木
議
員
の
本
会
議
で
の
質
問
に
対
し
、
菅
首
相
は
、「
特
段
の
事
情
に
つ
い
て
、
入
国
を
認
め
る
場
合
に
は
、
例
え
ば
、

親
族
が
重
篤
な
状
態
に
あ
る
た
め
訪
日
す
る
な
ど
人
道
上
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
者
、
公
益
上
の
必
要
性
の
あ
る
者
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
者
に
つ
い
て
、［
…
］
必
要
な
防
疫
措
置
を
取
る
こ
と
を
条
件
に
、
入
国
を
認
め
て
お
り
ま
す
」
と
応
じ
て
い
る）

（00
（

。「
特
段
の
事

情
」
を
個
別
の
人
道
上
の
配
慮
な
ど
に
限
定
す
る
傾
向
は
、
政
府
関
係
者
に
取
材
し
た
と
思
わ
れ
る
当
時
の
報
道
な
ど
で
も
見
ら
れ
た）

（00
（

。

　
こ
の
内
容
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
入
管
の
示
す
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、「
特
段
の
事
情
」
は
よ
り
広
い
範
囲
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
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当
時
、
入
管
が
公
表
し
て
い
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
書
に
よ
れ
ば
、

「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
（
一
）
再
入
国
者
、（
二
）
新
規
入
国
す
る
外
国
人
で
あ
っ
て
、
日
本
人
・
永
住
者
・
定
住
者
の
配
偶
者
等
や
、

一
定
の
条
件
の
下
で
「
教
育
」「
教
授
」「
医
療
」
な
ど
の
在
留
資
格
を
取
得
す
る
者
、
ま
た
一
〇
月
以
降
の
「
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の

新
規
入
国
」
措
置
の
対
象
者
な
ど
、（
三
）
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
対
象
者
、（
四
）
そ
の
他
人
道
上
の
配
慮
な
ど

個
別
の
事
情
に
応
じ
る
も
の
、
と
四
つ
の
類
型
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

（00
（

。
つ
ま
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
対
象
者

や
、
一
〇
月
以
降
の
「
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
新
規
入
国
」
も
、
本
来
的
に
は
す
べ
て
「
特
段
の
事
情
」
の
範
疇
に
あ
る
扱
い
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
佐
藤
議
員
や
玉
木
議
員
そ
の
他
の
用
語
法
で
は
、
上
記
の
二
つ
を
除
く
新
規
入
国
者
を
「
特
段
の
事
情
」
と
扱
っ
て

い
る
た
め
、「
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
新
規
入
国
」
措
置
以
外
の
（
二
）、
お
よ
び
（
四
）
が
「
特
段
の
事
情
」
の
範
囲
と
な
る
。
さ
ら

に
、
菅
首
相
を
は
じ
め
一
月
頃
の
政
府
の
説
明
で
は
、（
四
）
が
と
く
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、

各
々
の
ア
ク
タ
ー
の
意
図
に
応
じ
て
、「
特
段
の
事
情
」
と
い
う
語
の
示
す
範
囲
は
伸
縮
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　
一
月
一
四
日
以
降
の
入
国
制
限
の
実
態
と
し
て
は
、（
一
）、「
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
新
規
入
国
」
措
置
以
外
の
（
二
）、
お
よ
び

（
四
）
が
「
特
段
の
事
情
」
を
構
成
し
て
い
た
。「
特
段
の
事
情
」
の
新
規
入
国
者
数
の
低
減
を
求
め
る
声
を
受
け
て
、
政
府
側
は
最
終
的

に
、
説
明
を
実
態
に
近
付
け
る
の
で
は
な
く
、
実
態
の
方
を
自
ら
の
説
明
に
近
付
け
る
こ
と
を
選
択
し
た
よ
う
で
あ
る
。
外
務
省
領
事
局

外
国
人
課
は
二
五
日
、
在
外
公
館
宛
に
突
如
通
達
を
出
し
、
二
六
日
か
ら
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
を
含
め
て
「
特
段
の
事
情
」
に
よ

る
新
規
入
国
の
制
限
を
開
始
し
た）

（00
（

。
だ
が
そ
れ
は
、
在
外
公
館
や
当
事
者
ら
の
間
で
、
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
た
。

（
二
）“
対
策
”
形
成
過
程
（
二
〇
二
一
年
一
月
─
三
月
）

　
外
国
籍
配
偶
者
等
や
日
本
人
家
族
な
ど
の
当
事
者
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
末
以
降
の
入
国
制
限
の
政
策
形
成
過
程
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は
、
以
前
の
入
国
制
限
が
再
び
導
入
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
経
済
的
・
精
神
的
な
被
害
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
恐
れ
が
強
く
な
っ
て

い
く
過
程
で
あ
っ
た
。

　「
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
新
規
入
国
の
一
時
停
止
」
の
措
置
は
、
そ
の
文
言
が
一
見
し
て
与
え
る
印
象
か
ら
、
外
国
籍
配
偶
者
等
も

対
象
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
、
当
事
者
ら
の
間
で
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
後
に
は
、
筆

者
を
含
む
当
事
者
ら
は
、
な
お
も
外
国
籍
配
偶
者
等
で
あ
れ
ば
入
国
可
能
で
あ
る
こ
と
を
他
当
事
者
ら
に
周
知
す
る
活
動
を
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
行
な
っ
て
い
た
。
与
野
党
の
議
員
の
反
対
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
等
が
一
時
停
止
さ
れ
た
後
、「
特
段
の
事
情
」
へ
と
彼
ら
の
矛

先
が
向
い
た
際
に
は
、
筆
者
は
危
機
感
を
覚
え
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
政
府
が
「
特
段
の
事
情
」
を
制
限
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
、

政
府
や
入
管
・
外
務
省
の
関
係
者
な
ど
を
あ
る
種
信
頼
し
て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
。

　
一
月
二
六
日
夕
方
、
あ
る
当
事
者
が
、
自
身
の
外
国
籍
配
偶
者
に
前
日
発
行
さ
れ
た
査
証
が
、
在
外
公
館
か
ら
突
然
剥
奪
さ
れ
た
と

T
w

itter

で
訴
え
た
の
が
、
当
事
者
側
か
ら
見
た
事
の
発
端
で
あ
っ
た
。

　
報
道
で
も
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
こ
の
時
点
で
外
国
籍
配
偶
者
等
へ
の
入
国
制
限
に
つ
い
て
は
、
何
も
情
報
が
公
開
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
情
報
が
錯
綜
す
る
中
で
、
筆
者
を
含
む
当
事
者
ら
が
各
国
の
日
本
の
在
外
公
館
に
連
絡
し
、
確
認
し
た
内
容
を
総
合
し
た

と
こ
ろ
、
二
五
日
に
外
務
本
省
か
ら
通
達
が
あ
り
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
を
含
む
「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
新
規
入
国
の
た
め
の

査
証
の
発
給
が
二
六
日
か
ら
停
止
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
日
中
に
、
筆
者
ら
は
管
轄
の
外
務
省
領
事
局
外
国
人
課
に
電
話
で
確

認
し
た
が
、
課
の
職
員
は
、
在
外
公
館
に
そ
の
よ
う
な
通
達
は
出
し
て
い
な
い
と
明
確
に
否
定
し
た
。

　
翌
二
七
日
午
前
一
〇
時
頃
、
別
の
あ
る
当
事
者
が
、
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
総
領
事
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
、
今
回
の
措
置
に
つ
き
情
報
が

更
新
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
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二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
八
日
か
ら
日
本
人
の
配
偶
者
、
永
住
者
の
配
偶
者
、
日
本
人
の
子
及
び
定
住
者
［
…
］
の
み
新
規
査
証
申
請

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
し
た
［
…
］
が
、
日
本
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
制
限
発
令
［
…
］
を
う
け
、
一
月
二
六
日
か
ら
新
規
申
請
及

び
交
付
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

一
　
申
請

日
本
政
府
は
緊
急
事
態
宣
言
発
令
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
真
に
や
む
を
得
な
い
事
情
が
な
い
限
り
、
日
本
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
解

除
宣
言
ま
で
日
本
へ
の
渡
航
を
延
期
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
真
に
や
む
を
得
な
い
事
情
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
に
は
、
申
請
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
。［
…
］

二
　
交
付

現
在
、
当
館
に
お
い
て
査
証
申
請
中
で
あ
り
、
査
証
未
交
付
の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
緊
急
に
渡
航
す
る
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

日
本
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
日
本
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
解
除
宣
言
ま
で
渡
航
を
延
期
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
緊
急
に
渡
航
す
る
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
査
証
の
交
付
は
延
期
さ
れ
ま
す
。

［
…
］

　
そ
の
上
で
、「
日
本
に
緊
急
に
渡
航
す
る
事
情
が
あ
る
方
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
査
証
の
受
理
・
交
付
に
関
す
る
審
査
を
行
う
た
め
、

「
訪
日
の
必
要
性
及
び
緊
急
性
を
記
し
た
理
由
書
、
当
該
事
情
を
説
明
す
る
疎
明
資
料
」
の
提
出
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、「
審

査
に
は
相
当
の
日
数
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
結
ん
で
い
る）

（00
（

。

　
外
国
人
課
が
二
五
日
に
出
し
た
通
達
に
対
し
、
筆
者
は
後
に
開
示
請
求
を
行
っ
た
が
、
そ
の
内
容
の
全
て
が
黒
塗
り
と
な
っ
て
い
た）

（00
（

。
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一
六
二

た
だ
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
措
置
は
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
領
事
館
の
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
あ
っ
た
た
め
、
上
記
の
文
章
は

通
達
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
義
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
総
領
事
館
の
ペ
ー
ジ
は
、
同
日
の
午
後
三
時
半
頃
ま
で
に
は
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
、
午
後
三
時
四
七
分
か
ら
行
わ

れ
た
外
務
報
道
官
の
記
者
会
見
で
、
あ
る
記
者
が
こ
の
混
乱
に
つ
き
質
問
し
、
以
下
の
よ
う
な
問
答
が
な
さ
れ
た
。

（
記
者
）［
…
］「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
、
現
時
点
で
も
入
国
が
認
め
ら
れ
て
い
る
外
国
人
、
日
本
人
の
配
偶
者
の
外
国
人
の
方
の
、

ビ
ザ
の
発
給
が
何
か
行
わ
れ
て
い
な
い
と
か
、
ビ
ザ
の
発
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
飛
び
交

っ
て
い
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の
ビ
ザ
発
給
条
件
の
厳
格
化
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ

れ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
こ
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
い
つ
か
ら
そ
の
よ
う
な
措
置
が
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

（
外
務
報
道
官
）［
…
］
特
段
の
事
情
の
認
め
ら
れ
る
外
国
人
の
方
々
へ
の
査
証
の
発
給
に
つ
い
て
で
す
が
、
緊
急
事
態
解
除
の
宣
言
が

発
せ
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
い
わ
ゆ
る
特
段
の
事
情
性
、
そ
の
期
間
に
来
日
が
本
当
に
必
要
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
の
判
断

に
つ
い
て
、
真
に
緊
急
で
入
国
す
る
必
要
が
あ
る
方
な
の
か
ど
う
か
、
個
別
の
事
情
を
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

［
…
］
い
つ
か
ら
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
基
本
的
に
は
査
証
業
務
の
運
用
上
の
詳
細
、
具
体
的
な
運
用
の

仕
方
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
時
間
の
一
月
二
六
日
か
ら
実
施
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
記
者
）［
…
］
こ
れ
ま
で
は
特
段
の
事
情
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
の
配
偶
者
と
か
永
住
者
の
配
偶
者
と
い
っ
た
場
合
は
、
そ
の
立
場

を
も
っ
て
特
段
の
事
情
と
い
う
こ
と
で
認
め
ら
れ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
駄
目
で
、
そ
こ
か
ら
更
に
、
本
当

に
今
来
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
ビ
ザ
を
申
請
し
た
場
合
の
審
査
を
厳
し
く
し
た
と
い
う
理
解
で
よ
ろ

し
い
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
新
規
に
来
る
方
と
い
う
こ
と
で
い
い
か
と
い
う
、
そ
の
点
お
願
い
し
ま
す
。
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（
外
務
報
道
官
）
今
回
の
、
そ
う
い
っ
た
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る
査
証
発
給
の
運
用
の
在
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
は

ま
ず
査
証
の
申
請
に
来
ら
れ
た
方
に
、
要
す
る
に
解
除
さ
れ
る
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
け
な
い
の
か
と
ま
ず
お
尋
ね
を
し
て
、
で
き
れ

ば
ち
ょ
っ
と
先
延
ば
し
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
他
方
、
そ
れ
を
待
っ
て
い

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
と
い
う
方
に
つ
い
て
は
、
全
て
そ
の
事
情
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
を
ご
説
明
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を
個
別
に

判
断
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
今
現
在
、
全
体
と
し
て
新
し
い
外
国
人
の
方
に
入
国
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
の

一
環
と
し
て
、
今
回
そ
の
よ
う
な
運
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
、
新
規
に
査
証
の
申
請
を
し

て
こ
ら
れ
る
方
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
記
者
が
「
外
務
省
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
そ
れ
を
き
ち
ん
と
載
せ
る
と
か
で
す
ね
、
あ
る
い
は
法
務
省
も
関
係

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
政
府
の
ど
こ
か
の
機
関
の
中
で
、
そ
う
い
っ
た
情
報
と
し
て
き
ち
ん
と
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
外
務
報
道
官
は
、「
恐
ら
く
、
特
に
日
本
人
の
配
偶
者
で
あ
る
と
か
、
子
で
あ

る
と
い
っ
た
よ
う
な
方
で
、
新
し
く
査
証
申
請
さ
れ
る
方
は
、
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
の
か
な
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ
つ
つ
、
担
当
部
局

で
検
討
中
で
あ
る
旨
を
回
答
し
て
い
る）

（01
（

。

　
筆
者
は
二
八
日
付
で
外
務
省
に
要
望
書
を
送
り
、
こ
の
措
置
を
直
ち
に
撤
回
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
併
せ
て
、
仮
に
撤
回
が
不
可
能
な

場
合
は
、
措
置
の
具
体
的
内
容
や
経
緯
等
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
す
る
こ
と
、「
真
に
緊
急
で
入
国
す
る
必
要
が
あ
る
方
な
の
か
ど
う

か
、
個
別
の
事
情
を
慎
重
に
検
討
す
る
」
措
置
が
外
国
籍
配
偶
者
等
の
実
質
的
な
入
国
制
限
と
な
ら
な
い
よ
う
柔
軟
に
審
査
を
行
う
こ
と
、

緊
急
事
態
宣
言
の
終
了
後
は
措
置
を
直
ち
に
撤
廃
す
る
と
明
示
す
る
こ
と
、
な
ど
を
要
望
し
た）

（0（
（

。
前
後
し
て
、
他
の
当
事
者
ら
も
、
外
務

省
や
在
外
公
館
な
ど
に
対
し
、
様
々
な
方
法
で
抗
議
や
不
満
、
要
望
を
伝
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
部
の
在
外
公
館
か
ら
も
、
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本
省
に
対
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
更
新
す
る
よ
う
申
し
送
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る）

（00
（

。

　
そ
の
後
、
二
九
日
に
外
務
省
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
更
新
し
、「
特
段
の
事
情
」
に
関
す
る
部
分
に
次
の
よ
う
に
赤
字
で
加
筆
し
た
。
在

サ
ン
パ
ウ
ロ
総
領
事
館
の
ペ
ー
ジ
も
、
一
月
二
九
日
に
同
じ
文
章
に
書
き
変
わ
っ
て
い
る）

（00
（

。

現
在
、
日
本
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
の
一
環
と
し
て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
る
間
は
、
出
来
る
だ
け
人
の
往
来
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
真
に
急
を
要
す
る
場
合
を
除
き
、
日
本
へ
の

渡
航
日
程
を
緊
急
事
態
解
除
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る
ま
で
延
期
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す）

（00
（

。

　
外
国
籍
配
偶
者
等
に
対
す
る
二
度
目
の
入
国
制
限
は
、
そ
の
実
行
に
あ
た
り
上
記
の
よ
う
な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
措
置
の
特
徴

と
し
て
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
こ
の
入
国
制
限
は
、
外
務
省
領
事
局
外
国
人
課
か
ら
在
外
公
館
へ
の
通
達
の
み
に
基
づ
い
て
、
事
前
の
告
知
な
ど
も
な
く
突

如
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
国
制
限
の
厳
格
化
に
際
し
て
は
、
報
道
が
先
行
し
つ
つ
、
対
策
本
部
に
て
関
係
各
省
の

合
意
の
上
で
文
書
が
公
表
さ
れ
、
そ
の
一
日
か
ら
数
日
後
に
実
施
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
度
目
の
入
国
制
限
で
は
、
事
前

の
報
道
も
な
く
、
前
後
の
対
策
本
部
で
こ
の
措
置
が
合
意
さ
れ
た
様
子
も
見
ら
れ
な
い
。
外
務
省
は
、
自
ら
の
措
置
に
つ
い
て
文
章
を
公

表
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
で
き
る
だ
け
目
立
た
な
い
形
で
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
制
限
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
れ
は
当
事
者

ら
の
間
の
情
報
共
有
な
ど
に
よ
っ
て
直
ち
に
露
見
し
た
が
、
そ
の
後
も
在
外
公
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
削
除
す
る
な
ど
、
外
部
に
出
る
情

報
量
を
絞
ろ
う
と
し
た
。
記
者
会
見
で
質
問
さ
れ
る
に
至
っ
て
初
め
て
認
め
た
が
、
そ
れ
で
も
「
恐
ら
く
、
特
に
日
本
人
の
配
偶
者
で
あ

る
と
か
、
子
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
方
で
、
新
し
く
査
証
申
請
さ
れ
る
方
は
、
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
の
か
な
と
考
え
ま
す
」
と
当
事
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者
ら
の
存
在
や
権
利
を
軽
視
し
、
結
局
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
の
公
表
は
数
日
後
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
説
明
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
一
月
八
日
の
発
令
と
同
時

に
入
国
制
限
を
開
始
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
発
令
の
二
・
三
週
間
後
か
ら
実
施
す
る
理
由
も
不
透
明
で
あ
っ
た
。
外
務
省
の
対
応
が
後
手
に

回
る
中
、
当
事
者
ら
の
間
で
は
、
自
身
や
家
族
の
入
国
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
衝
撃
と
と
も
に
、
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
い
こ
と

へ
の
不
満
も
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
第
二
に
、
入
国
制
限
の
実
施
に
あ
た
り
、
外
務
省
と
、
入
管
を
含
む
関
係
省
庁
や
在
外
公
館
と
の
連
携
が
十
分
に
と
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
章
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
入
国
制
限
の
厳
格
化
や
緩
和
に
お
い
て
は
、
入
国
制
限
が
関

係
各
省
の
権
限
に
ま
た
が
る
た
め
に
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
上
で
同
時
に
新
た
な
措
置
を
公
表
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
二
度
目
の
入
国
制
限
の
導
入
当
初
で
は
、
入
管
で
は
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
審
査
は
止
ま
っ
て
お
ら
ず
、
入
管
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
に
つ
い
て
」
の
内
容
に
も
変
化
が
な
く
、
外
務
省
の
査
証
制
限
だ
け
が
突
出
す
る

形
と
な
っ
た
。
入
管
は
少
な
く
と
も
二
月
五
日
以
降
の
段
階
に
な
っ
て
、
上
記
文
書
に
外
務
省
と
同
一
の
文
言
を
赤
字
で
追
記
し
、
事
後

的
に
入
国
制
限
措
置
の
整
合
性
を
取
り
繕
っ
た）

（00
（

。

　
多
く
の
在
外
公
館
に
と
っ
て
も
、
こ
の
措
置
は
寝
耳
に
水
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
中
に
は
、
査
証
発
給
を
制

限
さ
れ
た
あ
る
当
事
者
が
在
外
公
館
の
職
員
か
ら
こ
の
措
置
の
説
明
を
受
け
た
際
に
、
職
員
か
ら
平
謝
り
さ
れ
た
と
い
う
事
例
さ
え
あ
っ

た
。
政
府
内
ど
こ
ろ
か
、
外
務
省
内
で
さ
え
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
十
分
な
ま
ま
に
、
政
策
が
決
定
・
実
施
さ
れ
て
い
た
と
言
え

る
。

　
第
三
に
、「
で
き
れ
ば
ち
ょ
っ
と
先
延
ば
し
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
」「
日
本
へ
の
渡
航
日
程
を
緊

急
事
態
解
除
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る
ま
で
延
期
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
な
ど
と
、
あ
た
か
も

志林120_3_04澤井.indd   165 2023/01/13   14:27



法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
六
六

“
要
請
”
の
よ
う
な
体
で
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
当
事
者
側
か
ら
見
れ
ば
実
質
的
に
強
制
に
近
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
“
要
請
”
を
断
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
真
に
急
を
要
す
る
場
合
」
に
該
当
し
な
い
と
外
務
省
や
在
外
公
館
の
職
員
が
判
断
し

た
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
申
請
を
受
理
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
行
政
手
続
法
が
外
国
人
の
出
入
国
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
（
行
政
手
続
法
第
三
条
第
一
項
第
一
〇
項
）、
査
証
の
発
給
は
完
全
に
外
務
省
の
裁
量
と
な
っ
て
お
り
、
申
請
が
受
理
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
審
査
の
結
果
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
外
国
人
の
側
か
ら
不
服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
査
証
審
査
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
制
度
設
計
は
、
入
管
の
上
陸
審
査
に
お
い
て
上
陸
拒
否
と
な
っ
た
場
合
、
当
該
外
国
人
は
法
務
大
臣
に
異
議
を
申
し

出
る
道
が
制
度
上
開
け
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
（
入
管
法
第
一
一
条
）。
こ
の
よ
う
に
当
局
が
大
き
な
権
限
を
持
っ
て

お
り
、
ま
た
査
証
が
な
け
れ
ば
新
規
入
国
は
当
然
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、“
要
請
”
に
対
抗
す
る
術
は
当
事
者
に
は
な
く
、

そ
の
意
味
で
国
内
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
“
要
請
”
と
も
本
質
的
な
意
味
で
異
な
っ
て
い
た
。

　
上
記
三
点
そ
の
他
の
大
小
の
問
題
を
抱
え
る
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
外
務
省
の
関
係
者
な
ど
が
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
思
え
な

い
。
関
連
す
る
開
示
文
書
な
ど
も
黒
塗
り
で
あ
り）

（00
（

、
具
体
的
な
因
果
関
係
は
不
明
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
急
遽
と
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
は
、
先
述
し
た
一
部
議
員
や
世
論
の
圧
力
の
た
め
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
二
月
一
日
、
菅
原
議
員
は
衆
議
院
の
内
閣
委
員

会
厚
生
労
働
委
員
会
連
合
審
査
会
で
「
特
段
の
事
情
」
の
中
身
に
つ
き
質
問
し
、
政
府
側
は
「
直
近
一
週
間
の
平
均
で
、
新
規
入
国
の
外

国
人
は
一
日
約
六
〇
人
」
と
回
答
し
て
い
る）

（00
（

。
二
月
五
日
に
は
自
民
党
外
交
部
会
・
外
交
調
査
会
合
同
会
議
に
て
、
参
加
議
員
か
ら
は

「
特
段
の
事
情
と
は
ど
う
い
う
理
由
に
な
る
の
か
？
」「
新
規
再
入
国
に
関
し
て
、
感
染
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
？
」「
特
段
の
事
情
で

な
ぜ
六
六
一
人
も
入
っ
て
き
て
い
る
の
か
？
チ
ェ
ッ
ク
は
ち
ゃ
ん
と
し
て
る
の
か
？
」
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
検
疫
担
当
か
ら
は
「
一
件
、

一
件
、
中
身
を
確
認
し
て
行
っ
て
い
る
。
主
な
事
情
と
し
て
、『
ご
遺
族
［
マ
マ
─
「
ご
家
族
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
］
の
危
篤
状
態
』

『
厳
格
に
緊
急
性
が
あ
る
の
か
』
適
切
に
判
断
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い
た）

（00
（

。
一
部
議
員
の
追
及
を
受
け
る
中
で
、
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関
係
省
庁
の
担
当
者
、
と
く
に
外
交
部
会
と
つ
な
が
り
の
深
い
外
務
省
の
担
当
者
に
は
、
追
及
を
回
避
す
る
た
め
に
入
国
者
数
を
引
き
下

げ
た
い
と
い
う
誘
因
が
生
じ
、
他
方
で
人
権
・
人
道
上
の
考
慮
を
公
に
否
定
す
る
こ
と
も
実
際
上
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
最
終
的
に
上
記

の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
入
国
制
限
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
度
目
の
入
国
制
限
は
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
新
規
入
国
で
き
な
い
と
す
る
措
置
で
あ
っ
た
。
外
国

籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
は
、
通
常
は
長
期
間
の
居
住
を
予
定
し
て
お
り
、
数
ヶ
月
か
ら
一
年
以
上
の
時
間
を
か
け
て
準
備
し
て
い
る
。

渡
航
に
備
え
て
仕
事
を
辞
め
て
い
た
り
、
住
居
を
引
き
払
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
妊
娠
中
で
あ
っ
た
り
、
長
期
間
の
家
族
離
散

に
よ
り
精
神
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
何
の
前
触
れ
も
な
く
査
証
発
給
を
停
止
し
た
こ
と
で
、
入
国
で
き
な
く
な
っ
た

外
国
籍
配
偶
者
等
や
日
本
人
家
族
な
ど
に
は
、
具
体
的
な
形
で
経
済
的
・
精
神
的
な
損
害
が
生
じ
て
お
り
、
中
に
は
非
常
に
深
刻
な
事
例

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
配
偶
者
や
子
と
離
散
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
離
散
状
態
に
な
り
得
る
こ
と
自
体
が
、
人
道
的
配
慮
の

観
点
か
ら
問
題
で
あ
り
、「
特
段
の
事
情
」
や
「
真
に
急
を
要
す
る
場
合
」
で
は
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
も
提
起
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
中
で
当
事
者
側
が
と
っ
た
“
対
策
”
は
、
次
の
二
つ
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
な
お
も
入
国
可
能
と
さ
れ
る
「
真
に
や
む
を
得
な
い
事
情
」「
日
本
に
緊
急
に
渡
航
す
る
事
情
」「
真
に
急
を
要
す
る
場
合
」

な
ど
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
く
の
当
事
者
が
、
こ
の
最
低
限
度
に

縮
小
さ
れ
た
例
外
規
定
に
自
身
の
事
例
が
当
て
は
ま
る
の
か
、
外
国
人
課
や
在
外
公
館
へ
相
談
・
申
請
を
行
っ
て
い
た
。
当
局
の
反
応
は
、

当
事
者
の
個
別
の
事
情
に
加
え
て
、
担
当
者
個
々
人
の
資
質
や
主
観
的
判
断
で
も
大
き
く
異
な
っ
た
。
中
に
は
、
担
当
者
が
相
当
程
度
親

身
に
対
応
し
、
必
要
な
理
由
書
や
疎
明
資
料
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
助
言
を
し
、「
真
に
や
む
を
得
な
い
事
情
」
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
最
大
限
対
応
し
た
事
例
も
あ
っ
た
。
他
方
で
、
疎
明
資
料
と
し
て
診
断
書
を
提
出
し
た
が
、
外
国
籍
配
偶
者
の
入
国
が
な
け
れ
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ば
治
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
受
理
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
り
、
数
週
間
後
に
は
家
も
職
も
失
う
の
に
査
証
発
給
が
拒
絶
さ
れ
、

外
国
籍
配
偶
者
が
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
送
金
な
り
住
む
場
所
の
手
配
す
る
の
は
日
本
人
家
族
の
責
任
だ
と
突
き
返
さ
れ
る
な

ど
、
客
観
的
に
見
て
人
権
・
人
道
上
の
配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
務
省
や
在
外
公
館
の
担
当
者
ら
が
極
め
て
恣
意
的

と
思
わ
れ
る
判
断
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、「
真
に
急
を
要
す
る
場
合
」
と
自
ら
掲
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
審

査
に
長
期
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
強
調
す
る
な
ど
、
明
ら
か
に
矛
盾
し
た
説
明
も
見
ら
れ
た
。
筆
者
の
把
握
す
る
限
り
で
は
、
担
当
者

ら
が
好
意
的
に
尽
力
し
た
事
例
に
比
べ
て
、
否
定
的
・
消
極
的
な
対
応
に
始
終
し
、
申
請
の
受
理
や
審
査
を
拒
絶
し
た
事
例
の
方
が
明
ら

か
に
目
立
っ
た
。

　
こ
の
事
実
は
統
計
資
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
二
度
目
の
入
国
制
限
は
、
二
度
の
延
長
を
は
さ
み
、
一
月
二
六
日
か
ら
三
月
二
一
日

ま
で
継
続
し
た
。「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
に
よ
る
新
規
入
国
者
数
は
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
に
八
三
九
人
、
一
二
月
に
九

六
三
人
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
一
月
に
は
六
一
六
人
、
二
月
に
は
三
五
一
人
、
三
月
に
は
二
五
五
人
と
減
少
し
、
入
国
制
限
緩
和
後
の
四
月

に
は
五
〇
二
人
、
五
月
に
は
六
三
二
人
と
回
復
し
た）

（00
（

。
こ
の
推
移
を
考
え
る
と
、
二
度
目
の
入
国
制
限
期
間
中
に
は
、
少
な
く
見
積
も
っ

て
一
ヶ
月
あ
た
り
約
三
〇
〇
人
程
度
（
全
体
で
約
六
〇
〇
人
程
度
）、
多
く
見
積
も
っ
て
七
〇
〇
人
程
度
（
全
体
で
約
一
四
〇
〇
人
程
度
）

の
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
保
持
が
「
真
に
急
を
要
す
る
場
合
」
が
認
め
ら
れ
ず
入
国
を
制
限
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
同
数
以

上
の
日
本
人
家
族
等
が
入
国
制
限
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
で
な
い
短
期
滞
在
や
中
長
期
の
在
留
資

格
を
持
つ
外
国
籍
配
偶
者
等
も
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
被
害
を
受
け
た
者
の
数
は
よ
り
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、「
真
に
急
を
要
す
る
場
合
」
は
、
端
的
に
認
め
ら
れ
な
い
事
例
の
方
が
多
か
っ
た
。

　「
真
に
急
を
要
す
る
場
合
」
の
内
容
は
、
二
度
目
の
入
国
制
限
の
開
始
か
ら
一
・
二
週
間
程
度
経
過
す
る
と
、
あ
る
程
度
の
予
測
可
能

性
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
、
家
族
離
散
に
よ
っ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
害
し
て
い
る
こ
と
を
医
師
の
診
断
書
な
ど
で
疎
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明
し
、
新
規
入
国
で
き
た
例
は
複
数
確
認
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
二
度
目
の
入
国
制
限
が
導
入
さ
れ
て
も
新
規
入
国
を
試
み
る
外
国
籍
配

偶
者
等
や
日
本
人
家
族
は
、
少
な
く
と
も
個
々
の
当
事
者
に
と
っ
て
緊
急
と
思
わ
れ
る
事
情
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
中
に
は

長
期
の
別
離
生
活
や
、
自
身
の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
生
活
そ
の
も
の
を
国
に
否
定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

関
わ
る
症
状
を
抱
え
て
い
た
者
は
珍
し
く
な
か
っ
た）

（01
（

。
こ
の
例
を
は
じ
め
、
筆
者
を
含
む
当
事
者
ら
は
、「
真
に
急
を
要
す
る
場
合
」
に

該
当
し
得
る
要
件
を
、
個
別
の
事
例
を
共
有
す
る
こ
と
で
可
能
な
限
り
抽
出
し
、
必
要
な
限
り
多
く
の
当
事
者
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
。

　
当
事
者
側
の
と
っ
た
第
二
の
“
対
策
”
は
、
当
該
入
国
制
限
の
人
権
・
人
道
上
の
問
題
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
撤
回
を
求
め
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
“
対
策
”
に
つ
い
て
は
、
一
度
目
の
入
国
制
限
の
際
に
比
べ
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
「
特
段
の
事
情
」
の
定
義
や
範
囲
が
混
乱
し
て
お
り
、
か
つ
政
府
側
が
最
大
限
情
報
を
外
に
出
さ
な
い
形
で
制

限
を
実
行
し
た
た
め
に
、
二
度
目
の
入
国
制
限
の
実
態
に
つ
い
て
議
員
や
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
に
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
入
国
制
限
の
開
始
直
後
、
筆
者
は
一
度
目
の
入
国
制
限
緩
和
の
際
に
尽
力
し
た
井
上
議
員
に
直
ち
に
連
絡
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
井
上

議
員
は
、
色
々
な
関
係
者
に
話
を
聞
い
た
上
で
、
人
道
的
な
配
慮
は
し
っ
か
り
と
す
る
と
政
府
が
言
っ
て
い
た
と
し
て
、
こ
の
と
き
は
政

府
の
判
断
を
尊
重
し
、
一
度
目
の
入
国
制
限
緩
和
の
際
の
よ
う
な
行
動
を
取
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
井
上
議
員
は
、
人
権
・
人
道
上
の
配

慮
を
重
視
す
る
一
方
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
が
コ
ネ
な
ど
を
利
用
し
て
「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
密
か
に
入
国
す
る
よ
う
な
事
態
も
問
題

視
し
て
い
た
と
い
う）

（0（
（

。
筆
者
を
含
む
当
事
者
ら
は
、
他
の
政
党
や
議
員
に
も
連
絡
し
た
が
、
与
野
党
が
入
国
制
限
強
化
の
方
向
で
追
及
を

続
け
る
中
で
、
芳
し
い
反
応
は
な
か
っ
た
。
国
会
で
は
、
山
尾
志
桜
里
衆
院
議
員
（
国
民
）
や
佐
藤
議
員
が
「
特
段
の
事
情
」
に
関
す
る

追
及
を
続
け
て
い
た）

（00
（

。
ま
た
、
大
塚
議
員
も
「
特
段
の
事
情
」
の
問
題
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
い
た）

（00
（

。
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〇

　
筆
者
を
含
む
当
事
者
ら
も
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
た
。
二
月
一
三
日
の
中
日
新
聞
で
外
国
籍
配
偶
者
等
の
入
国
制

限
が
初
め
て
報
道
さ
れ
、
明
確
な
説
明
が
な
い
ま
ま
措
置
が
取
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
た）

（00
（

。
二
三
日
のT

he�Japan�T
im

es
で
は
、
政
府
の
説
明
が
な
い
中
でT

w
itter

で
初
め
て
入
国
制
限
の
実
情
を
知
っ
た
と
い
う
当
事
者
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
際
し
て
政
府
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
な
ど
と
報
じ
た）

（00
（

。
ま
た
、
二
〇
日
に
筆
者
も
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
『
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
』
に
寄
稿
し
、
本
稿
に
書
い
た
よ
う
に
、
外
務
省
が
突
如
と
し
て
入
国
制
限
を
始
め
た
過
程
を
描
写
し
た
上
で
、
そ

の
政
治
的
背
景
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
当
事
者
の
具
体
的
な
経
済
的
・
精
神
的
損
害
や
、
規
範
的
・
公
衆
衛
生
上
の
問
題
点
を

指
摘
し
、
政
府
の
説
明
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
た）

（00
（

。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
外
国
籍
配
偶
者
等
に
対
す
る
人
権
・
人
道
上
の
問
題

に
加
え
、
政
府
の
説
明
責
任
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
挙
げ
て
い
た
点
が
、
一
度
目
の
入
国
制
限
の
際
と
は
異
な
る
特
徴
で
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、
よ
り
大
手
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
の
報
道
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
議
員
や
市
民
は
、
外
国
籍
配
偶
者
等
へ
の
二
度
目
の

入
国
制
限
に
よ
っ
て
、
人
権
・
人
道
上
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
実
態
を
十
分
に
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
報
道
が
世
論
に
受
け
な
い
と
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
想
像
す
る
だ
ろ
う
程
度
に
は
、
当
時
市
民
の
大
多
数
は
─
「
保
守
」「
リ
ベ

ラ
ル
」
に
か
か
わ
ら
ず
─
意
識
的
・
無
意
識
的
に
入
国
制
限
の
厳
格
化
を
支
持
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
政
府
は
検
疫
措
置
を
一
定
程
度
強
化
し
た
上
で
、
三
月
一
八
日
に
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
決
定
し
た
。
そ
の
段
階
で
新
規

入
国
の
査
証
の
受
付
を
再
開
す
る
在
外
公
館
が
見
ら
れ
、
最
終
的
に
二
一
日
の
解
除
後
に
は
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
赤
字
の
追
記
が

削
除
さ
れ
た
。
査
証
審
査
が
外
務
本
省
で
主
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
査
証
発
給
ま
で
に
通
常
よ
り
時
間
が
か
か
る
手
続
き
と

は
な
っ
た
も
の
の）

（00
（

、
こ
う
し
て
外
国
籍
配
偶
者
等
へ
の
二
度
目
の
入
国
制
限
は
緩
和
さ
れ
た
。
筆
者
個
人
と
し
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が

終
わ
る
ま
で
た
だ
待
機
し
た
に
等
し
い
結
果
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
無
力
感
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
あ
り
方
を
根
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
七
一

本
的
に
考
え
直
す
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。［
続
く
］

【
注
】

（
（
）　
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
『
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
民
間
臨
時
調
査
会
─
調
査
・
検
証
報
告
書
』
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト

ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
、
二
〇
二
〇
年；

竹
中
治
堅
『
コ
ロ
ナ
危
機
の
政
治
─
安
倍
政
権vs

知
事
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
〇
年；

金
井
利
之
『
コ
ロ
ナ
対
策
禍
の

国
と
自
治
体
─
災
害
行
政
の
迷
走
と
閉
塞
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
二
一
年；

西
田
亮
介
『
コ
ロ
ナ
危
機
の
社
会
学
─
感
染
し
た
の
は
ウ
イ
ル
ス
か
、
不
安
か
』

朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
二
〇
年
。
ま
た
、
佐
藤
信
「
新
型
コ
ロ
ナ
を
め
ぐ
る
政
治
」（
二
〇
二
一
年
二
月
五
日
）
は
、
講
義
「
現
代
日
本
政
治
」
の
副
教
材
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
二
〇
二
一
年
二
月
初
ま
で
の
日
本
の
政
治
過
程
と
コ
ロ
ナ
対
応
と
を
網
羅
的
に
ま
と
め
て
い
る
。

　https://drive.google.com
/file/d/（vtJU

P_w
（C0D

ybnqlK
0（yoM

uZN
CagQ

s-W
/view

　
　
な
お
、
本
稿
で
は
多
く
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
資
料
を
引
用
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
本
稿
脱
稿
時
点
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
七
日
）
に
閲
覧
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
利
用
し
て
い
る
が
、
仮
に
リ
ン
ク
切
れ
と
な
っ
た
場
合
、W

ayback�M
achine

や
国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資

料
収
集
保
存
事
業
と
い
っ
た
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
閲
覧
で
き
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
記
し
て
お
く
。

（
（
）　
河
合
香
織
『
分
水
嶺
─
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　
コ
ロ
ナ
対
策
専
門
家
会
議
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年；

山
岡
淳
一
郎
『
コ
ロ
ナ
戦
記
─
医
療
現
場
と
政
治
の

七
〇
〇
日
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年；

日
本
経
済
新
聞
社
政
治
担
当
論
説
委
員
『
コ
ロ
ナ
戦
記
─
政
治
の
中
間
決
算
』
日
経
Ｂ
Ｐ
、
二
〇
二
一
年

（
（
）　
御
厨
貴
、
芹
川
洋
一
『
日
本
政
治

　
コ
ロ
ナ
敗
戦
の
研
究
』
日
経
Ｂ
Ｐ
、
二
〇
二
一
年

（
（
）　
西
村
康
稔
『
コ
ロ
ナ
と
の
死
闘
』
幻
冬
舎
、
二
〇
二
二
年；

田
中
一
成
『
成
田
空
港
検
疫
で
何
が
起
き
て
い
た
の
か
』
扶
桑
社
、
二
〇
二
二
年；

関
な
お

み
『
保
健
所
の
「
コ
ロ
ナ
戦
記
」
─
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
二
〇
二
〇
─
二
〇
二
一
』
光
文
社
新
書
、
二
〇
二
一
年；

特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
域
医
療
・
介
護
研
究
会

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
、
株
式
会
社
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
シ
ス
テ
ム
研
究
所
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
─
現
場
医
師
１
２
０
日
の
記
録
』
株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
エ
デ
ィ

タ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
、
二
〇
二
〇
年

（
（
）　
以
上
に
挙
げ
た
著
作
の
他
に
、
公
衆
衛
生
に
関
す
る
国
際
関
係
を
研
究
し
て
き
た
詫
摩
佳
代
の
『
人
類
と
病
─
国
際
政
治
か
ら
見
る
感
染
症
と
健
康
格

差
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
〇
年
、
ド
イ
ツ
の
コ
ロ
ナ
対
応
を
法
制
の
面
か
ら
解
き
明
か
し
た
横
田
明
美
『
コ
ロ
ナ
危
機
と
立
法
・
行
政
─
ド
イ
ツ
感
染
症
予
防

法
の
多
段
改
正
か
ら
』
弘
文
堂
、
二
〇
二
二
年
、
そ
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
特
集
」
と
し
て
国
際
法
と
コ
ロ
ナ
禍
の
問
題
に
つ
き
扱
っ
た
『
国
際
法
外
交
雑

誌
』
一
二
〇
巻
一
・
二
号
合
併
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
号
）
は
、
国
際
関
係
・
比
較
法
制
・
国
際
法
と
い
っ
た
各
々
の
分
野
か
ら
、
鋭
い
問
い
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
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（
（
）　
日
本
の
入
国
管
理
に
関
し
、
歴
史
的
経
緯
や
政
策
形
成
過
程
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
明
石
純
一
の
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
外
国
籍
配
偶
者
等
を
主

要
な
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
明
石
純
一
『
入
国
管
理
政
策
─
「
一
九
九
〇
年
体
制
」
の
成
立
と
展
開
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
〇
年

（
（
）　
例
え
ば
、
竹
下
修
子
『
国
際
結
婚
の
社
会
学
』
学
文
社
会
、
二
〇
〇
〇
年；

嘉
本
伊
都
子
『
国
際
結
婚
の
誕
生
─
〈
文
明
国
日
本
〉
へ
の
道
』
新
曜
社
、

二
〇
〇
一
年；

賽
漢
卓
娜
『
国
際
移
動
時
代
の
国
際
結
婚
─
日
本
の
農
村
に
嫁
い
だ
中
国
人
女
性
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
一
年；

藤
井
勝
・
平
井
晶
子
編
『
外

国
人
移
住
者
と
「
地
方
的
世
界
」
─
東
ア
ジ
ア
に
み
る
国
際
結
婚
の
構
造
と
機
能
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
九
年；

長
坂
香
織
・
浅
井
美
智
子
「
国
際
結
婚
に
み
ら

れ
る
共
生
の
形
態
─
日
本
人
と
米
国
人
の
カ
ッ
プ
ル
の
事
例
を
手
が
か
り
に
」『
山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
一
年
、
等
々

（
（
）　
鈴
木
江
理
子
編
著
『
ア
ン
ダ
ー
コ
ロ
ナ
の
移
民
た
ち
─
日
本
社
会
の
脆
弱
性
が
あ
ら
わ
れ
た
場
所
』
明
石
書
店
、
二
〇
二
一
年；

室
橋
裕
和
『
ル
ポ

　
コ

ロ
ナ
禍
の
移
民
た
ち
』
明
石
書
店
、
二
〇
二
一
年；

稲
葉
奈
々
子
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
非
正
規
移
民
の
子
ど
も
の
社
会
的
排
除
」『
現
代
思

想
』
第
四
九
巻
第
四
号
、
二
〇
二
一
年

（
（
）　
川
村
真
理
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
入
国
制
限
」『
杏
林
大
学
社
会
科
学
研
究
』
三
六
巻
一
・
二
号
、
二
〇
二
〇
年；

是
川
夕
「
国
際
人
口
移

動
の
流
れ
は
変
化
し
た
の
か
─
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
実
態
と
今
後
の
ゆ
く
え
」
鈴
木
江
理
子
編
著
『
ア
ン
ダ
ー
コ
ロ
ナ
の
移
民
た
ち
─
日
本
社
会
の
脆
弱
性
が

あ
ら
わ
れ
た
場
所
』
前
掲

（
（0
）　
是
川
夕
、
前
掲
、
二
九
九
頁

（
（（
）　
金
井
利
之
、
前
掲
、
一
九
〇
頁

（
（（
）　
同
上
、
二
五
九
、
二
六
〇
頁

（
（（
）　
こ
の
間
に
筆
者
が
執
筆
し
た
記
事
と
し
て
、
楠
本
瀧
（
筆
名
）「
安
倍
政
権
の
せ
い
で
「
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
」
人
た
ち
の
悲
劇
：「
外
国
人

上
陸
拒
否
」
政
策
の
シ
ワ
寄
せ
」『
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
七
月
二
一
日
（https://gendai.m

edia/articles/-/（（（（（?im
p=0

）；

楠
本
瀧
（
筆
名
）「
日
本
人
の
家
族
が
、
外
務
省
か
ら
突
然
「
ビ
ザ
を
剥
奪
」
さ
れ
て
い
た
…
！
：
外
国
籍
の
配
偶
者
が
入
国
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
」『
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
二
月
二
〇
日
（https://gendai.m

edia/articles/-/（0（（（

）。

（
（（
）　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
もT

w
itter

お
よ
びFacebook

が
当
事
者
の
間
で
主
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
前
者
で
は
筆
者
は@

Stream
_and_W

ell

と
い
う
ア
カ

ウ
ン
ト
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の
発
信
は
、
現
在
で
も
閲
覧
可
能
な
状
態
に
保
っ
て
い
る
。
な
お
、
各
方
面
へ
の
働
き
か
け
な
ど
に
お
い
て
、

実
名
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
際
に
は
、
そ
の
場
に
限
っ
て
実
名
を
出
し
て
い
た
。

（
（（
）　
実
名
で
の
活
動
の
成
果
（
記
事
中
に
実
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）
と
し
て
、「
入
国
規
制
、
際
立
つ
日
本
の
厳
し
さ
「『
家
族
の
絆
』
外
国
人
は
除

外
か
」」『
毎
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
八
日
［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
］（https://m

ainichi.jp/articles/（0（（（（（（/k00/00m
/�

0（0/（0（000c

）；

「
新
型
コ
ロ
ナ

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
拡
大
、
外
国
人
の
入
国
禁
止

　
脆
弱
な
検
疫
、
外
国
人
に
し
わ
寄
せ

　
澤
井
勇
海
・
学
術
振
興
会
特
別
研
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
七
三

究
員
」『
毎
日
新
聞
』
東
京
夕
刊
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
七
日
［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
］；

「“
入
国
停
止
で
家
族
と
会
え
な
い
”
対
応
見
直
し
求
め
る
署
名
を

提
出
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
二
〇
二
二
年
一
月
六
日
［
記
事
中
に
発
言
が
引
用
］（https://w

w
w

（.nhk.or.jp/new
s/htm

l/（0（（0（0（/
k（00（（（（（（（（000.htm

l

）；

「「
コ
ロ
ナ
入
国
制
限
緩
和
を
」
１
・
２
万
筆

　
外
国
籍
家
族
と
離
別
・
離
婚
ま
で
」『
毎
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
二
年

一
月
九
日
［
記
事
中
に
発
言
が
引
用
］（https://m

ainichi.jp/articles/（0（（0（0（/k00/00m
/0（0/（（（000c

）；

「
外
国
籍
の
家
族
に
会
わ
せ
て

　
入
国

制
限
緩
和
求
め
１
・
２
万
筆

　
コ
ロ
ナ
禍
、
訪
日
で
き
ず
離
婚
も
」『
毎
日
新
聞
』
東
京
朝
刊
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
二
日
［
記
事
中
に
発
言
が
引
用
］；

「
コ
ロ

ナ
禍
で
浮
き
彫
り

　
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
苦
境
に
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
」『
毎
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
二
年
五
月
一
四
日
［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
］

（https://m
ainichi.jp/articles/（0（（0（（（/k00/00m

/0（0/（（（000c

）；

「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
、
入
国
に
壁

　
再
発
防
止
、
同
性
婚
合
法
化
を

　
澤
井
勇

海
・
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
」『
毎
日
新
聞
』
東
京
夕
刊
、
二
〇
二
二
年
五
月
三
〇
日
［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
］。
そ
の
他
、
上
記
の
メ
デ
ィ
ア
の
英
語
版
で

の
翻
訳
記
事
も
含
む
。
ま
た
、
研
究
報
告
と
し
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
に
お
け
る
政
策
と
「
対
策
」
─
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
／
パ
ー
ト
ナ
ー
を
中
心

に
」
二
〇
二
一
年
度
移
民
政
策
学
会
冬
季
大
会
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
二
日
（https://researchm

ap.jp/i-saw
ai/presentations/（（0（（（（（

）

（
（（
）　
内
訳
は
、
入
管
に
一
一
回
（
六
六
件
）、
外
務
省
に
二
二
回
（
五
六
件
）、
厚
労
省
に
三
回
（
六
件
）、
国
家
安
全
保
障
局
に
二
回
（
一
二
一
件
）、
内
閣
官

房
副
長
官
補
に
二
回
（
七
一
件
）
と
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
別
表
を
参
照
の
こ
と
。
別
表
に
記
載
し
た
開
示
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
筆
者
のresearchm

ap

（https://researchm
ap.jp/i-saw

ai
）
上
に
て
公
開
し
、
閲
覧
可
能
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
開
示
請
求
の
活
動
は
現
在
も
継
続
し
て
お
り
、
本
稿
の
刊
行

日
以
後
も
、
適
宜
開
示
公
文
書
を
更
新
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
、
公
開
情
報
や
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
ア
ク
セ
ス

可
能
な
も
の
を
引
用
し
て
い
る
。

（
（（
）　「
出
入
国
管
理
統
計

　
入
国
審
査
・
在
留
資
格
審
査
・
退
去
強
制
手
続
等
／
在
留
資
格
別

　
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
人
員
／
二
〇
一
九
年
」

（https://w
w

w
.e-stat.go.jp/dbview

?sid=000（（（（（（（
）

（
（（
）　「
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
ビ
ザ
（
査
証
）
発
給
統
計
」（https://w

w
w

.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=（&
layout=datalist&

�
toukei=00（00（00&

tstat=00000（（（（（（（&
cycle=0&

result_page=（&
tclass（val=0

）

（
（（
）　「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）
国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資
格
／
二
〇
一
九
年
」（https://w

w
w

.e-stat.go.jp/
dbview

?sid=000（（（（0（（

）

（
（0
）　
既
に
別
の
中
長
期
の
在
留
資
格
を
得
て
日
本
に
居
住
し
て
い
る
外
国
人
が
、「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
を
得
る
際
に
も
、
入
管
に
対
し
て
在

留
資
格
変
更
許
可
申
請
を
行
い
、
在
留
資
格
を
切
り
替
え
る
こ
と
と
な
る
。
二
〇
一
九
年
に
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
に
在
留
資
格
を
変
更
し
た
外
国
人
は
九

八
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
が
（「
出
入
国
管
理
統
計

　
入
国
審
査
・
在
留
資
格
審
査
・
退
去
強
制
手
続
等
／
在
留
資
格
別

　
在
留
資
格
変
更
許
可
人
員
／
二
〇

一
九
年
」［https://w

w
w

.e-stat.go.jp/dbview
?sid=000（（（（（（（

］）、
ど
の
程
度
の
人
数
が
短
期
滞
在
で
入
国
後
に
切
り
替
え
た
者
で
、
ど
の
程
度
の
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
七
四

人
数
が
中
長
期
の
在
留
資
格
か
ら
切
り
替
え
た
者
で
あ
る
か
は
、
統
計
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。

（
（（
）　
例
え
ば
、
二
〇
一
九
年
の
「
留
学
」
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
発
給
数
は
一
二
一
六
三
七
人
、「
留
学
」
で
の
査
証
発
給
数
は
一
二
一
八
五
一
人
で
あ

る
（「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）
国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資
格
／
二
〇
一
九
年
」；

「
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
ビ
ザ

（
査
証
）
発
給
統
計
」）

（
（（
）　
例
え
ば
、
初
め
て
入
国
制
限
が
導
入
さ
れ
た
時
期
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
の
第
四
回
会
議
（
二
〇
二
〇
年
二
月
一
日
）
に
て
配
布
さ
れ
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
係
る
厳
格
な
上
陸
審
査
の
実
施
状
況
」
と
題
す
る
資
料
で
は
、
入
国
制
限
の
運
用
に
つ
い
て
航
空
会
社
に
周
知
徹

底
し
、
そ
の
対
象
と
な
る
外
国
人
で
あ
る
か
ど
う
か
を
航
空
会
社
職
員
が
搭
乗
時
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
報
告
し
て
い
る
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/
singi/novel_coronavirus/th_siryou/sidai_r0（0（0（.pdf

）。

（
（（
）　
な
お
、
再
入
国
者
の
場
合
で
は
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
取
得
や
査
証
の
発
行
が
必
要
で
は
な
い
た
め
、
制
度
的
に
は
入
管
の
上
陸
拒
否
の
み
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
一
度
目
の
入
国
制
限
に
お
い
て
、
実
際
に
再
入
国
が
制
限
さ
れ
た
際
に
は
、
日
本
の
空
港
ま
で
来
て
か
ら
入
管
に
上
陸
拒
否
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
事
前
に
入
管
に
問
い
合
わ
せ
て
再
入
国
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
り
、
航
空
会
社
か
ら
搭
乗
を
拒
否
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
第
二
章
に
て
述
べ
る
。

（
（（
）　「
水
際
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
二
〇
〇
九
年
二
月
一
七
日
（https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou0（/
pdf/0（0（（（keikaku-0（.pdf

）

（
（（
）　「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
二
〇
一
三
年
六
月
二
六
日
［
二
〇
二
二
年
六
月
三
〇
日
一
部
改
訂
］）（https://w

w
w

.cas.go.jp/
jp/seisaku/ful/keikaku/pdf/r0（0（（0gl_guideline.pdf

）

（
（（
）　
入
管
法
第
五
条
第
一
条
第
一
号
：「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
定
め
る
一

類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
若
し
く
は
指
定
感
染
症
（
同
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

同
法
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
に
限
る
。）
の
患
者
（
同
法
第
八
条
（
同
法
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に

よ
り
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
指
定
感
染
症
の
患
者
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。）
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ

る
者
」

（
（（
）　
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
前
掲
、
二
二
九
、
二
三
〇
頁

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
一
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
〇
年
一
月
三
〇
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_
coronavirus/th_siryou/gaiyou_r0（0（（0.pdf

）

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
二
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
七
五

coronavirus/th_siryou/gaiyou_r0（0（（（_（.pdf

）

（
（0
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
措
置
三
」
森
ま
さ
こO

FFICIA
L�B

LO
G

、
二
〇
二
〇
年
二
月
一
三
日
（https://am

eblo.jp/m
orim

asako-�
iw

aki/entry-（（（（（（（（（（（.htm
l

）

（
（（
）　「「
連
絡
会
議
」
第
五
回
記
録
」
二
〇
二
〇
年
一
月
三
〇
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
第
二
〇
一
回
国
会

　
衆
議
院

　
予
算
委
員
会

　
第
四
号

　
令
和
二
年
一
月
三
一
日
」（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=（（0（0（（（（X
�

00（（0（00（（（&
spkN

um
=（0&

current=（（

）

（
（（
）　「
第
二
〇
一
回
国
会

　
参
議
院

　
予
算
委
員
会

　
第
三
号

　
令
和
二
年
一
月
三
一
日
」（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=（（0（（（（（（X
�

00（（0（00（（（&
spkN

um
=（（（&

current=（（

）

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
三
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_
coronavirus/th_siryou/gaiyou_r0（0（（（_（.pdf

）

（
（（
）　
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
前
掲
、
二
三
一
頁

（
（（
）　「
中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
、
国
家
安

全
保
障
会
議
決
定
、
閣
議
了
解
（https://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/sidai_r0（0（（（_（.pdf

）

（
（（
）　「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
）（
第
一
〇
一
二
六
号
）」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
日
、
開
示

公
文
書；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
追
加
的
指
示
）（
第
一
〇
一
三
四
号
）」
二
〇
二
〇

年
二
月
三
日
、
開
示
公
文
書；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
質
問
票
差
し
替
え
）（
第
一
一

〇
四
二
号
）」
二
〇
二
〇
年
二
月
四
日
、
開
示
公
文
書；
「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
慎
重

審
査
）（
第
一
一
六
三
三
号
）」
二
〇
二
〇
年
二
月
五
日
、
開
示
公
文
書
。
な
お
、
外
務
省
に
よ
る
「
査
証
の
原
則
的
発
給
基
準
」
で
は
、
そ
の
要
件
の
一
つ
と

し
て
「
申
請
人
が
入
管
法
第
五
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/toko/
visa/tetsuzuki/kijun.htm

l#:~:text=%EF%B
C%（（（%EF%B

C%（（%E（%（（%B
（%E（%A

B
%（B

%E（%B
A

%B
A

%E（%（（%（C%E（%（C%（（%E（%（
A

%B
（.%E（%B

（%B
（%E（%（（%B

F%E（%B
B

%A
（%E（%A

C%A
C（（（%E（%（F%B

（%E（%（0%（（

）。
そ
の
た
め
、
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
に
基

づ
く
上
陸
拒
否
の
対
象
と
な
っ
た
国
・
地
域
の
申
請
者
は
、
自
動
的
に
査
証
申
請
も
受
理
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
）　「
令
和
二
年
二
月
一
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
絵
支
援
課
起
案
文
書
「
令
和
二
年
一
月
三
一
日
付
け
閣
議
了
解
を
受
け
た

在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　‘Statem

ent�on�the�second�m
eeting�of�the�International�H

ealth�R
egulations

（（00（

）E
m

ergency�C
om

m
ittee�regarding�the�
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outbreak�of�novel�coronavirus

（（0（（-nCoV

）’,�W
H

O
,�（0�January,�（0（0

（https://w
w

w
.w

ho.int/new
s/item

/（0-0（-（0（0-statem
ent-

on-the-second-m
eeting-of-the-international-health-regulations-

（（00（

）-em
ergency-com

m
ittee-regarding-the-outbreak-of-novel-�

coronavirus-

（（0（（-ncov

））

（
（0
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
感
染
症
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
宣
言
の
概
要
（
速
報
）」（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/
singi/novel_coronavirus/th_siryou/sidai_r0（0（（（_（.pdf

）

（
（（
）　「「
連
絡
会
議
」
第
一
五
回
記
録
」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
〇
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
新
型
肺
炎
：
新
型
肺
炎

　
東
南
ア
ジ
ア
打
撃

　
中
国
周
辺
、
広
が
る
脅
威

　
タ
イ
、
損
失
試
算
一
七
四
五
億
円

　
マ
レ
ー
シ
ア
、
ビ
ザ
発
給
一
部
停
止
」

『
毎
日
新
聞
』
東
京
朝
刊
、
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日

（
（（
）　
一
月
末
か
ら
二
月
初
の
時
期
に
か
け
、
米
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
中
国
本
土
を
対
象
に
、

台
湾
・
香
港
・
韓
国
な
ど
が
一
部
地
域
を
対
象
に
入
国
制
限
を
実
施
し
て
い
た
（「「
連
絡
会
議
」
第
九
回
記
録
」
二
〇
二
〇
年
二
月
四
日
、
開
示
公
文
書
）

（
（（
）　「
第
二
〇
一
回
国
会

　
衆
議
院

　
予
算
委
員
会

　
第
六
号

　
令
和
二
年
二
月
四
日
」
国
会
議
事
録
（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=�
（（0（0（（（（X

00（（0（00（0（&
spkN

um
=（（（&

current=（（

）

（
（（
）　「
中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
二
日
、
国
家
安

全
保
障
会
議
決
定
、
閣
議
了
解
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/sidai_r0（0（（（.pdf

）；

「
中
華
人
民
共
和

国
等
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
二
月
二
六
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
、

閣
議
了
解
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/sidai_r0（0（（（.pdf

）；

「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
水
際
対
策
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た
更
な
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
適
用
）」
二
〇

二
〇
年
三
月
六
日
、
閣
議
了
解
（https://w

w
w

.m
oj.go.jp/isa/content/（（000（0（（.pdf

）；

「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
三
月
一
〇
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
、
閣
議
了
解
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/
singi/novel_coronavirus/th_siryou/sidai_r0（0（（0.pdf

）；

「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
三
月
一
八
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
（https://w

w
w

.pref.fukushim
a.lg.jp/uploaded/attachm

ent/（（（（（（.
pdf

）；

「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
三
月
二
六
日
、
国
家
安
全
保
障
会

議
決
定
（https://w

w
w

.pref.fukushim
a.lg.jp/uploaded/attachm

ent/（（（（（（.pdf

）；

「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
（https://w

w
w

.koryu.or.jp/Portals/0/R
yoji/（0（00

（0（/%E（%（0%（0%E（%B
0%B

（%E（%（A
%（B

%E（%A
F%B

E%E（%A
D

%（（%E（%B
C%B

（%E（%（C%（（%E（%（（%A
B

%E（%B
F%（（%E（%（（%（B

%E（
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
七
七

%（（%B
0%E（%（（%（F%E（%（（%A

A
%E（%（E%A

A
%E（%B

D
%A

E%E（%（0%（（.PD
F

）。
な
お
、
三
月
一
〇
日
よ
り
後
の
対
象
国
追
加
に
つ
い
て
は
、

「
今
後
よ
り
機
動
的
な
水
際
対
策
を
講
ず
る
と
の
観
点
か
ら
、
閣
議
了
解
文
で
は
個
別
の
国
名
を
記
載
せ
ず
、「
国
又
は
地
域
の
州
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
行

政
区
画
」
に
お
い
て
、「
感
染
者
が
多
数
に
上
っ
て
い
る
状
況
等
が
あ
り
」、「
緊
急
性
が
高
い
場
合
に
は
」、
上
陸
拒
否
の
対
象
と
す
る
旨
、
包
括
的
な
書
き
ぶ

り
」
と
す
る
こ
と
で
、「
今
後
上
陸
拒
否
の
対
象
と
な
る
国
・
地
域
を
さ
ら
に
追
加
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
国
家
安
全
保
障
会
議
緊
急
事
態
大
臣
会

合
で
の
決
定
を
経
て
、
本
対
策
本
部
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
国
名
等
を
報
告
し
、
公
表
す
る
」
と
手
続
き
を
変
更
し
て
い
る
。（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
（
第
一
九
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
、https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/
gaiyou_r0（0（（0.pdf

）

（
（（
）　
査
証
制
限
に
つ
い
て
は
、「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
に
つ
い

て
：
対
象
地
域
の
追
加
）（
第
一
三
八
二
八
号
）」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
二
日
、
開
示
公
文
書；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
に
つ
い
て
：
対
象
地
域
の
追
加
）（
第
一
九
四
一
五
号
）」
二
〇
二
〇
年
二
月
二
六
日
、
開
示
公
文
書
。

在
留
資
格
認
定
証
明
書
に
関
す
る
制
限
に
つ
い
て
は
、「
令
和
二
年
二
月
一
二
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
起
案
文
書
「
令
和

二
年
二
月
一
二
日
付
け
閣
議
了
解
を
受
け
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
二
日
、
開
示
公
文

書；

「
令
和
二
年
二
月
二
六
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
起
案
文
書
「
令
和
二
年
二
月
二
六
日
付
け
閣
議
了
解
を
受
け
た
在
留

資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」」
二
〇
二
〇
年
二
月
二
六
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
三
月
六
日
付
け
出
入
国
在
留
管

理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係
起
案
文
書
「
令
和
二
年
三
月
六
日
付
け
閣
議
了
解
を
受
け
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る

取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」」
二
〇
二
〇
年
三
月
六
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課

在
留
管
理
総
括
係
起
案
文
書
「
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
付
け
閣
議
了
解
を
受
け
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」」
二

〇
二
〇
年
三
月
一
〇
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
三
月
一
八
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係
起
案
文
書

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審
査
保
留
等
の
対
象
追
加
に

つ
い
て
（
通
知
）」」
二
〇
二
〇
年
三
月
一
八
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
三
月
二
六
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管

理
総
括
係
起
案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審
査
保

留
等
の
対
象
追
加
に
つ
い
て
（
通
知
）」」
二
〇
二
〇
年
三
月
二
六
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
四
月
二
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在

留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係
起
案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申

請
に
係
る
審
査
保
留
等
の
対
象
追
加
に
つ
い
て
（
通
知
）」」
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
水
際
対
策
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た
更
な
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
査
証
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〇
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三
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一
七
八

の
制
限
等
）」
令
和
二
年
三
月
六
日
、
閣
議
了
解
（https://w

w
w

.pl.em
b-japan.go.jp/files/（000（（0（（.pdf

）；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
い
：
査
証
制
限
等
）（
第
二
四
〇
九
五
号
）」
二
〇
二
〇
年
三
月
六
日
、
開
示
公

文
書

（
（（
）　「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
査
証
の
制
限
等
）」
二
〇
二
〇
年
三
月
一
九
日
、
閣

議
了
解
（https://w

arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/（（（（（（（（/w
w

w
.m

k.em
b-japan.go.jp/files/（000（（（00.pdf

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、
国

立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
）；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組

及
び
査
証
の
取
扱
い
：
査
証
制
限
等
（
そ
の
二
））（
第
二
九
一
九
一
号
）」
二
〇
二
〇
年
三
月
二
〇
日
、
開
示
公
文
書；

「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
令
和
二
年
三
月
二
六
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
扱
い
及
び
政
府
の
中
国
・
韓
国
に
対
す
る
取
組
：
査
証
制
限
等
（
そ
の
３
）
及
び
実
施
中
の
措
置
の

期
間
更
新
）（
第
三
一
〇
七
八
号
）」
二
〇
二
〇
年
三
月
二
六
日
、
開
示
公
文
書；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に

関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
い
：
査
証
制
限
等
（
そ
の
二
））（
訂
正
）（
第
三
一
六
五
四
号
）」
二
〇
二
〇
年
三
月
二
七
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
」
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定；

「
査
証

関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
扱
い
：
査
証
制
限
等
（
そ
の
四
））（
第
三
三
五
四
五
号
）」
二
〇
二
〇

年
四
月
二
日
、
開
示
公
文
書

（
（0
）　「
第
二
〇
一
回
国
会

　
衆
議
院

　
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会

　
第
一
号

　
令
和
二
年
二
月
二
五
日
」（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=�
（（0（0（（（（X

00（（0（00（（（&
spkN

um
=（（（&

current=（
）；

「
第
二
〇
一
回
国
会

　
衆
議
院

　
予
算
委
員
会
第
七
分
科
会

　
第
一
号

　
令
和
二
年
二
月
二

五
日
」（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=（（0（0（（（（X
00（（0（00（（（&

spkN
um

=（（（&
current=（

）；

「
第
二
〇
一
回
国
会

　
衆
議
院

　

予
算
委
員
会

　
第
一
七
号

　
令
和
二
年
二
月
二
七
日
」（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=（（0（0（（（（X
0（（（0（00（（（&

spkN
um

=（（（&
�

current=（

）；

「
第
二
〇
一
回
国
会

　
衆
議
院

　
総
務
委
員
会

　
第
六
号

　
令
和
二
年
二
月
二
七
日
」（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=�
（（0（0（（0（X

00（（0（00（（（&
spkN

um
=（（（&

current=（

）；

「
第
二
〇
一
回
国
会

　
参
議
院

　
予
算
委
員
会

　
第
五
号

　
令
和
二
年
三
月
三
日
」

（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m
inId=（（0（（（（（（X

00（（0（00（0（&
spkN

um
=（（（&

current=（

）

（
（（
）　「
中
韓
か
ら
の
入
国
大
幅
制
限

　
指
定
場
所
で
２
週
間
待
機
要
請
」『
朝
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
三
月
五
日
（https://w

w
w

.asahi.
com

/articles/A
SN

（（（（L（N
（（U

LFA
0（（.htm

l

）；

「
入
国
制
限
は
遅
す
ぎ
た
か

　
透
け
る
中
国
へ
の
配
慮
、
指
導
力
演
出
」『
朝
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ

ン
、
二
〇
二
〇
年
三
月
六
日
（https://w

w
w

.asahi.com
/articles/A

SN
（（（（0D

N
（（U

T
FK

0（H
.htm

l

）

（
（（
）　
例
え
ば
、「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
」
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
七
九

定
（
（（
）　「「
連
絡
会
議
」
第
一
五
回
記
録
」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
〇
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
令
和
二
年
一
月
三
一
日
付
け
入
管
庁
審
第
一
一
〇
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
令
和
二
年
二
月
一
二
日
付
け
入
管
庁
審
第
一
五
四
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
二
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
令
和
二
年
二
月
二
六
日
付
け
入
管
庁
審
第
二
四
七
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
二
月
二
六
日
、
開
示
公
文
書；

「
令

和
二
年
三
月
六
日
付
け
入
管
庁
審
第
三
〇
七
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
三
月
六
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
付
け
入
管
庁
審
第
三
二
一
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
三
月
一
〇
日
、
開
示

公
文
書；

「
令
和
二
年
三
月
一
八
日
付
け
入
管
庁
審
第
三
八
四
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
三
月
一
八

日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
三
月
一
九
日
付
け
入
管
庁
審
第
三
九
六
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年

三
月
一
九
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
三
月
二
六
日
付
け
入
管
庁
審
第
四
一
八
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長

通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」
二

〇
二
〇
年
三
月
二
六
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
追
加
的
指
示
）（
第
一
〇
一
三
四
号
）」
二
〇
二
〇
年
二

月
三
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：「
特
段
の
事
情
の
範
囲
」）（
第
一
二
一
〇
三
号
）」
二
〇

二
〇
年
二
月
六
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
に
つ
い
て
：
対
象
地
域
の
追
加
）

（
第
一
三
八
二
八
号
）」
二
〇
二
〇
年
二
月
一
二
日
、
開
示
公
文
書
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
八
〇

（
（0
）　「
茂
木
外
務
大
臣
会
見
記
録
（
令
和
二
年
二
月
七
日
（
金
曜
日
）
一
〇
時
四
七
分

　
於
：
本
省
会
見
室
）」（https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/
press/kaiken/kaiken（_000（（（.htm

l

）

（
（（
）　「
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
」
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定

（
（（
）　‘Foreign�residents�stranded�abroad�by�Japan

’s�coronavirus�controls ’,�T
he�Japan�T

im
es,�M

ay�（（,�（0（0

（https://w
w

w
.japan�

tim
es.co.jp/new

s/（0（0/0（/（（/national/social-issues/japan-foreign-residents-stranded-abroad-coronavirus/#.X
s（M

FcA
fk（w

）

（
（（
）　「
在
日
外
国
人
“
親
が
亡
く
な
っ
て
も
一
時
帰
国
断
念
”」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
政
治
マ
ガ
ジ
ン
、
二
〇
二
〇
年
五
月
二
〇
日
（https://w

w
w

.nhk.or.jp/�
politics/articles/statem

ent/（（（00.htm
l

）

（
（（
）　
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
前
掲
、
二
三
三
頁；

レ
ジ
ス
・
ア
ル
ノ
ー
「
日
本
が
外
国
人
の
「
一
律
入
国
拒
否
」
を

貫
く
大
問
題
」
東
洋
経
済O

N
LIN

E

、
二
〇
二
〇
年
五
月
二
六
日
（https://toyokeizai.net/articles/-/（（（（（（

）

（
（（
）　「
二
〇
二
〇
年
六
月
二
日
付
け�T

he�A
m

erican�Cham
ber�of�Com

m
erce�in�Japan�President�

提
出
文
書
」
二
〇
二
〇
年
六
月
二
日
、
開
示
公

文
書
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
意
見
書
が
在
日
米
国
商
工
会
議
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
六
月
四
日
に
公
表
さ
れ
て
い
る
（https://static（.squarespace.com

/
static/（eb（（（d（（（（（（c（（（fef（（ce/t/（ed（ad（（（aa（0（（（（c0（（（cb/（（（（（（（（0（0（（/（00（0（+Statem

ent+on+the+prohibition+on+the+ �
entry+into+Japan+of+foreign+nationals+Clean.pdf

）。

（
（（
）　「
日
本
に
生
活
基
盤
を
置
い
て
い
る
中
長
期
滞
在
の
外
国
人
一
律
入
国
拒
否
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
」change.org

（https://w
w

w
.change.org/�

p/%E（%（（%（（%E（%（（%A
（%E（%B

（%（F%E（%（0%（（%E（%A
（%A

（%E（%（（%A
（-%E（%（（%A

（%E（%（C%A
C%E（%（（%A

B
%E（%（（%（F%E（%B

（%B
B

%E（%（F%B
A

%E（%（B
%A

（%E（%（（%（（%E（%B
D

%A
E%E（%（（%（（%E（%（（%A

（%E（%（（%（（%E（%（（%（B
%E（%B

（%A
D

%E（%（（%B
（%E（

%（C
%（F

%E
（%B

B
%（E

%E
（%（C

%A
（%E

（%（（%A
E

%E
（%A

（%（（%E
（%（B

%B
D

%E
（%B

A
%B

A
%E

（%B
（%（0%E

（%B
E

%（B
%E

（%（（%A
（%E

（%
（B

%B
D

%E（%（B
%（（%E（%（0%A

（%E（%（（%（（%E（%A
（%（B

%E（%（B
%B

（%E（%（（%（（%E（%（（%A
（%E（%（（%（F%E（%（（%A

0%E（%（（%（（%E（%
（（%（（?redirect=false

）

（
（（
）　「
第
二
〇
一
回
国
会

　
衆
議
院

　
外
務
委
員
会

　
第
九
号

　
令
和
二
年
五
月
二
二
日
」
国
会
議
事
録
（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=�
（（0（0（（（（X

00（（0（00（（（&
current=（（

）。
な
お
、
茂
木
外
相
と
宮
崎
政
務
官
の
応
答
の
相
違
の
背
景
と
し
て
、
外
務
省
は
少
な
く
と
も
再
入
国
者
な
ど

の
問
題
を
把
握
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
入
管
（
法
務
省
）
が
消
極
的
な
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
（
レ
ジ
ス
・
ア
ル
ノ
ー
「
日
本
が
外
国
人
の

「
一
律
入
国
拒
否
」
を
貫
く
大
問
題
」
前
掲
）。

（
（（
）　
筆
者
に
よ
る
井
上
議
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
七
日
）

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
措
置
に
関
し
、
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
特
段
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
再
入
国
を
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
八
一

許
可
す
る
こ
と
の
あ
る
具
体
的
な
事
例
」
二
〇
二
〇
年
六
月
一
二
日
現
在
（https://w

arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/（（（0（（（（/w
w

w
.m

oj.go.
jp/content/00（（（（（（（.pdf

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、
国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
］）。
な
お
、
こ
の
迂
遠
な
言
い
回
し
の
表

題
そ
れ
自
体
が
、
入
管
が
い
か
に
「
特
段
の
事
情
」
の
裁
量
の
内
実
を
そ
の
一
部
で
も
公
表
し
た
く
な
か
っ
た
か
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
（0
）　「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）
国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資
格
／
二
〇
一
九
年
」；

「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）

国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資
格
／
二
〇
一
八
年
」；

「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）
国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外

国
人
の
在
留
資
格
／
二
〇
一
七
年
」。
な
お
、
入
国
制
限
の
影
響
の
た
め
か
、
二
〇
二
〇
年
の
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
新
規
入
国
者
数
は
、
六
三
〇
六
人

と
な
っ
て
い
る
（https://w

w
w

.e-stat.go.jp/dbview
?sid=000（（（（0（（

）

（
（（
）　
例
え
ば
、「
入
国
者
一
日
最
大
二
五
〇
人
程
度
で
調
整

　
ベ
ト
ナ
ム
、
豪
州
な
ど
四
カ
国

　
入
国
制
限
緩
和
策
」『
産
経
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
〇

年
六
月
一
一
日
（https://w

w
w

.sankei.com
/article/（0（00（（（-T

ID
SLFJV

O
R

O
Y

X
H

JT
D

JIM
LSV

U
（E/

）

（
（（
）　
上
陸
審
査
で
の
特
別
審
理
官
に
よ
る
審
理
に
て
、
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
認
め
る
運
用
は
、
四
月
以
降
の

入
管
の
内
部
向
け
文
書
で
も
確
認
で
き
る
。「
令
和
二
年
四
月
二
日
付
け
入
管
庁
審
第
四
五
六
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び

審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い

て
」」
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
四
月
二
七
日
付
け
入
管
庁
審
第
四
九
五
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長

及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に

つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
四
月
二
七
日
、
開
示
公
文
書；
「
令
和
二
年
五
月
一
四
日
付
け
入
管
庁
審
第
五
二
七
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸

審
査
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
五
月
一
四
日
、
開
示
公
文
書；
「
令
和
二
年
五
月
二
五
日
付
け
入
管
庁
審
第
五
六
五
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出

入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
五
月
二
五
日
、
開
示
公
文
書；
「
令
和
二
年
六
月
二
九
日
付
け
入
管
庁
審
第
六
七
七
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管

理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用

等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
六
月
二
九
日
、
開
示
公
文
書；
「
令
和
二
年
七
月
二
二
日
付
け
入
管
庁
審
第
七
九
四
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出

入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号

の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
二
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
外
国
人
配
偶
者
の
入
国
問
題
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
六
月
一
八
日
［
メ
デ
ィ
ア
へ
の
訴
え
の
資
料
と
し
て
筆
者
が

当
時
作
成
し
た
メ
モ
］（https://researchm

ap.jp/m
ultidatabases/m

ultidatabase_contents/detail/（（（（（（/c0（（ac0cc（（f（（（（（df（（（ba�
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八
二

（（（a（（（（?fram
e_id=（（（（（（

）、
そ
の
他
筆
者
個
人
の
記
録
。

（
（（
）　
井
上
議
員
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

kazunori_0（（（

）
の
ツ
イ
ー
ト
（
二
〇
二
〇
年
六
月
一
六
日
）（https://tw

itter.com
/kazunori_�

0（（（/status/（（（（（（（（（（（（（（（（（（（?s=（0&
t=vjJdA

-n（JLJ（Y
v（ZekzdFw

）

（
（（
）　
井
上
議
員
の
上
記
ツ
イ
ー
ト
へ
の
当
事
者
ら
の
リ
プ
ラ
イ
と
、
井
上
議
員
と
の
や
り
と
り
を
参
照
。

（
（（
）　
井
上
議
員
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

kazunori_0（（（

）
の
ツ
イ
ー
ト
（
二
〇
二
〇
年
六
月
一
九
日
）（https://tw

itter.com
/kazunori_�

0（（（/status/（（（（（（（（（（（（0（（（（（（?s=（0&
t=vjJdA

-n（JLJ（Y
v（ZekzdFw

）

（
（（
）　
筆
者
に
よ
る
井
上
議
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
七
日
）

（
（（
）　
筆
者
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
て
、
二
〇
二
〇
年
一
・
二
月
の
期
間
、
及
び
二
〇
二
〇
年
七
月
か
ら
現
在
に
至
る
期
間
に
お
い
て
、

在
外
公
館
に
て
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
ビ
ザ
の
交
付
を
制
限
し
後
に
再
開
し
た
こ
と
に
関
す
る
意
思
決
定
過
程
・
検
討
過
程
が
分
か
る
す
べ
て
の
文
書

（
二
〇
二
〇
年
七
月
末
に
日
本
人
の
外
国
人
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
が
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
明
示
さ
れ
る
前
に
、
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る
と
し
て
配

偶
者
ビ
ザ
な
い
し
短
期
滞
在
ビ
ザ
を
交
付
し
た
事
例
に
関
す
る
文
書
を
含
む
）」
の
開
示
請
求
を
外
務
省
に
対
し
て
行
い
、
六
月
末
か
ら
七
月
末
に
か
け
て
の

文
書
と
し
て
四
件
の
文
書
が
開
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
文
書
に
お
い
て
本
稿
と
関
連
あ
る
と
見
ら
れ
る
部
分
は
、
す
べ
て
黒
塗
り
と
な
っ
て
お
り
、

内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：

対
象
地
域
の
追
加
（
そ
の
一
一
））（
第
四
八
一
六
一
号
）」
二
〇
二
〇
年
六
月
二
九
日
、
開
示
公
文
書；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
再
入
国
出
国
中
に
再
入
国
許
可
の
有
効
期
限
を
経
過
し
た
元
永
住
者
等
の
取
り
扱
い
（
追
加
情
報
）（
第
四
九
二
九
五
号
）」
二
〇
二
〇
年
七
月
三

日
、
開
示
公
文
書；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
対
象
地
域
の
追
加

（
そ
の
一
二
）（
第
五
三
九
九
五
号
）」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
二
日
、
開
示
公
文
書；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）

に
関
す
る
査
証
の
取
扱
（
第
五
四
七
九
八
号
）」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
九
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　「
令
和
二
年
六
月
一
二
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係
起
案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
有
効
期
間
を
経
過
し
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
に
つ
い
て
（
通
知
）」」
二
〇
二
〇
年
六
月
一
二
日
、
開
示
公
文
書
。
な
お
、
当
初
の
開
示
請
求
に
お

い
て
は
、
本
文
書
は
一
部
が
黒
塗
り
さ
れ
て
開
示
さ
れ
た
が
、
筆
者
が
審
査
請
求
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
部
の
黒
塗
り
部
分
が
改
め
て
開
示
さ
れ
た
。
当
時
の

報
道
と
し
て
は
、「
外
国
人
の
日
本
在
留

　
証
明
書
の
交
付
手
続
き
再
開

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
停
止
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
二
〇
二
〇
年
六
月
三
〇
日

（https://w
w

w
（.nhk.or.jp/new

s/htm
l/（0（00（（0/k（00（（（（（（（（000.htm

l
）。

（
（0
）　
例
え
ば
、「
入
国
制
限

　
外
国
人
配
偶
者
い
る
家
族
に
不
安

　
救
済
策
な
く

　
別
離
長
期
化
」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
七
月
九
日
。
他
に
福
井
新

聞
そ
の
他
の
新
聞
が
、
共
同
通
信
か
ら
の
配
信
記
事
と
し
て
同
様
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
八
三

（
（（
）　
楠
本
瀧
（
筆
名
）「
安
倍
政
権
の
せ
い
で
「
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
」
人
た
ち
の
悲
劇
：「
外
国
人
上
陸
拒
否
」
政
策
の
シ
ワ
寄
せ
」『
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
七
月
二
一
日
、
前
掲
。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
や
小
見
出
し
は
編
集
者
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
措
置
に
関
し
、
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
特
段
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
再
入
国
等

を
許
可
す
る
こ
と
の
あ
る
具
体
的
な
事
例
」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
九
日
（https://w

arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/（（（（（（（（/nief.or.jp/sites/
default/files/%E（%（0%（B

%E（%（（%A
（%E（%（（%A

E%E（%B
A

%（B
%E（%（（%（（%E（%（（%A

B
%E（%B

F%（C%E（%（（%（（%E（%（（%A
（%E（%（（%

B
（%E（%A

E%B
（%E（%（（%A

E%E（%B
A

%（B
%E（%（（%（（%E（%（（%（C%E（%（（%（（%E（%（（%（B

%E（%（（%（（%E（%（（%A
E%E（%（（%A

（%E（%（（
%（（%E（%（（%A

（%E（%（（%（D
%E（%（（%A

（%E（%（B
%B

D
%E（%A

D
%（（%E（%（（%（（%E（%A

（%B
（%E（%（F%A

F%E（%（（%（（%E（%（（%（B
%E（%（

（%（（%E（%（（%A
（%E（%（（%A

E%E（%（（%（（%E（%（（%（B
%E（%（（%B

（%E（%B
D

%（（%E（%（A
%（（%E（%（（%A

A
%E（%B

A
%（B

%E（%B
E%（B

.pdf

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、
国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
］）。

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
：
特
段
の
事
情
に
よ
る
再
入
国
お
よ
び
新
規
入
国
へ
の
新
た
な
防
疫
措
置
の
適
用
）

（
第
五
七
〇
四
四
号
）」
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
、
開
示
公
文
書
、
で
は
、「「
特
段
の
事
情
」
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
入
国
拒
否
対
象
地
域
か
ら
で
も
新

規
査
証
取
得
に
よ
る
新
規
入
国
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
案
件
に
該
当
し
う
る
と
思
わ
れ
る
相
談
が
あ
る
場
合
は
、
冒
頭
往
電
第
五
四
七
九

八
号
一
（
二
）
及
び
（
三
）
の
と
お
り
対
応
あ
り
た
い
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
第
五
四
七
九
八
の
通
達
に
新
規
入
国
の
具
体
的
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
査
証
の
取
扱
（
第
五
四
七
九
八

号
）」、
二
〇
二
〇
年
七
月
二
九
日
、
開
示
公
文
書
、
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
部
分
が
黒
塗
り
と
な
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た

だ
当
事
者
側
の
実
感
か
ら
見
れ
ば
、
七
月
二
九
日
を
境
に
当
事
者
に
対
す
る
在
外
公
館
の
反
応
が
さ
ら
に
変
わ
り
、
以
前
よ
り
も
入
国
す
る
際
に
支
障
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
四
一
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
二
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/
novel_coronavirus/th_siryou/t_gaiyou_r0（0（（（.pdf

）；
「
国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
二
日
（https://w

w
w

.kantei.
go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/sidai_r0（0（（（.pdf

）

（
（（
）　
入
管
の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
令
和
二
年
七
月
二
二
日
付
け
入
管
庁
審
第
七
九
四
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判
課

長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」」

二
〇
二
〇
年
七
月
二
二
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
八
月
四
日
付
け
入
管
庁
審
第
八
八
八
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
長
及
び

審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い

て
」」
二
〇
二
〇
年
八
月
四
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
八
月
一
二
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
補
佐
官
及
び
審
判
課
専
門
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二
〇
巻

　
第
三
号�

一
八
四

官
事
務
連
絡
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
に
基
づ
く
上
陸
拒
否
の
対
象
地
域
を
経
由
し
て
本
邦
に
渡
航
す
る
外
国
人
の
同
地
域

へ
の
滞
在
歴
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
八
月
一
二
日
、
開
示
公
文
書
、
等
々
。
外
務
省
の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
：
再
入
国
許
可
保
持
者
に
対
す
る
再
入
国
許
可
）（
第
五
四
〇
五
二
号
）」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
三
日
、
開
示
公
文
書；

「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
：
再
入
国
許
可
保
持
者
に
対
す
る
再
入
国
許
可
：
追
電
）（
第
五
四
四
一
二
号
）」
二
〇
二
〇
年
七
月
二

七
日
、
開
示
公
文
書；

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
：
再
入
国
許
可
保
持
者
に
対
す
る
再
入
国
許
可
：
追
電
二
）（
第
五
四
七

七
〇
号
）」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
八
日
、
開
示
公
文
書；

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
：
再
入
国
許
可
保
持
者
に
対
す
る

再
入
国
許
可
：
追
電
三
）（
第
五
五
七
九
〇
号
）」
二
〇
二
〇
年
七
月
三
一
日
、
開
示
公
文
書；

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
国
際
的
な
人
の
往
来

再
開
：
特
段
の
事
情
に
よ
る
再
入
国
お
よ
び
新
規
入
国
へ
の
新
た
な
防
疫
措
置
の
適
用
）（
第
五
七
〇
四
四
号
）」
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
、
開
示
公
文
書；

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
：
検
査
証
明
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
差
し
替
え
等
）（
第
五
八
六
三
六
号
）」
二
〇
二
〇
年
八
月

一
四
日
、
開
示
公
文
書
、
等
々
。

（
（（
）　
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
前
掲
、
二
三
四
、
二
三
五
頁

（
（（
）　「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）
国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資
格
／
二
〇
二
〇
年
六
月
」（https://w

w
w

.e-stat.go.
jp/stat-search/files?page=（&

layout=datalist&
toukei=00（（00（（&

tstat=00000（0（（（（0&
cycle=（&

year=（0（00&
m

onth=（（0（0（0（&
�

tclass（=00000（0（（（（（

）；

「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）
国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資
格
／
二
〇
二
〇
年
七
月
」

（https://w
w

w
.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=（&

layout=datalist&
toukei=00（（00（（&

tstat=00000（0（（（（0&
cycle=（&

year=�
（0（00&

m
onth=（（0（0（0（&

tclass（=00000（0（（（（（
）；
「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）
国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資

格
／
二
〇
二
〇
年
八
月
」（https://w

w
w

.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=（&
layout=datalist&

toukei=00（（00（（&
tstat=00000（0（�

（（（0&
cycle=（&

year=（0（00&
m

onth=（（0（0（0（&
tclass（=00000（0（（（（（

）。
な
お
、
先
述
の
通
り
、「
短
期
滞
在
」
の
在
留
資
格
で
新
規
入
国
し
、

そ
の
後
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
な
ど
の
在
留
資
格
に
切
り
替
え
る
者
も
い
た
た
め
、
実
際
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
数
は
こ
の
数
字
よ
り
も
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。

（
（（
）　「
特
段
の
事
情
」（
大
塚
議
員
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
）
二
〇
二
〇
年
七
月
一
九
日
（https://ohtsuka-kohei.jp/m

ail-m
agazine/vol（（（.htm

l

）

（
（（
）　「
第
二
〇
一
回
国
会

　
参
議
院

　
財
政
金
融
委
員
会

　
第
一
六
号

　
令
和
二
年
六
月
一
二
日
」
国
会
議
事
録
（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?�

m
inId=（（0（（（（（0X

0（（（0（00（（（&
spkN

um
=（（&

current=（（（

）。

（
（0
）　「
特
段
の
事
情
」（
大
塚
議
員
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
）
二
〇
二
〇
年
七
月
一
九
日
、
前
掲

（
（（
）　
後
に
国
民
民
主
党
に
移
っ
た
大
塚
議
員
は
、
二
〇
二
二
年
五
月
に
ロ
シ
ア
語
表
記
の
あ
る
道
路
標
識
を
問
題
視
す
る
ツ
イ
ー
ト
を
行
い
、
ロ
シ
ア
人
へ
の
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
八
五

差
別
感
情
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
助
長
す
る
と
批
判
を
受
け
、
ツ
イ
ー
ト
を
削
除
し
た
。
同
党
の
玉
木
雄
一
郎
代
表
は
、
こ
の
ツ
イ
ー
ト
に
つ
き
「
排
外
主
義

的
な
観
点
で
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（「
ロ
シ
ア
語
標
識
「
問
題
だ
」
投
稿

　
国
民
民
主
・
大
塚
耕
平
氏
、
批
判
拡
大
で
削
除
」『
毎
日
新
聞
』

オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
〇
日
［https://m

ainichi.jp/articles/（0（（0（（0/k00/00m
/0（0/（（（000c

］）。

（
（（
）　
大
塚
議
員
は
『
月
刊H

anada

』
二
〇
二
〇
年
九
月
号
（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
一
日
）
に
「
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
五
八
％
が
国
籍
未
確
認
」
と
題
す
る
論
考

を
寄
稿
し
、「
特
段
の
事
情
」
に
つ
い
て
も
先
述
の
趣
旨
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

（
（（
）　「「
令
和
二
年
六
月
一
六
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
総
務
課
供
覧
文
書
「
日
本
国
民
党
党
首
鈴
木
信
行
葛
飾
区
議
会
議
員
に
よ
る
申
入
れ
に
つ
い
て
」」」

二
〇
二
〇
年
六
月
一
六
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
七
月
二
七
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
総
務
課
供
覧
文
書
「
日
本
国
民
党
党
首
鈴
木
信
行
葛
飾
区
議

会
議
員
に
よ
る
申
入
れ
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
七
日
、
開
示
公
文
書；

「
令
和
二
年
一
一
月
二
五
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
総
務
課
供
覧
文
書

「
日
本
国
民
党
代
表
鈴
木
信
行
（
葛
飾
区
議
会
議
員
）
か
ら
受
け
取
っ
た
党
声
明
の
参
考
供
覧
に
つ
い
て
」」
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
、
開
示
公
文
書

（
（（
）　
こ
れ
ら
の
反
応
に
つ
い
て
一
々
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
一
応
、
第
一
点
の
反
応
に
つ
い
て
論
じ
て
お
く
。
当
時
、
日
本

人
が
日
本
国
内
の
家
族
に
会
え
な
い
と
言
わ
れ
た
の
は
、
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
移
動
の
自
粛
要
請
に
よ
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、“
要
請
”
に

過
ぎ
な
い
以
上
、
法
的
な
制
限
は
な
く
、
基
本
的
に
会
お
う
と
思
え
ば
会
え
る
状
態
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
再
入
国
や
外
国
人
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
に
つ
い

て
は
、
入
管
法
そ
の
他
の
法
律
に
基
づ
い
て
入
国
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
端
的
に
自
粛
要
請
と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
反
応
は
、
法

的
な
制
限
と
行
政
の
自
粛
要
請
と
の
区
別
が
で
き
ず
、
ま
た
日
本
の
入
国
管
理
に
つ
い
て
知
識
が
欠
如
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

多
く
の
市
民
が
法
的
な
制
限
と
自
粛
要
請
と
を
峻
別
で
き
な
い
こ
と
が
、“
要
請
”
に
大
幅
に
依
拠
し
て
い
た
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
根
幹
に
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
外
国
籍
配
偶
者
等
の
入
国
制
限
に
対
し
て
上
記
コ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
態
度
が
見
ら
れ
る
の
は
、
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
副
作
用
と
し
て
興

味
深
い
現
象
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
な
お
、
筆
者
が
当
時
想
定
し
て
い
た
反
論
は
、
国
内
の
公
衆
衛
生
の
現
状
、
と
り
わ
け
空
港
で
の
検
疫
体
制
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
と
、
人
権
・
人
道
上
の
問
題

の
比
較
考
量
を
行
い
、
根
拠
を
示
し
つ
つ
前
者
を
高
く
見
積
も
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
四
三
回
）　
資
料
」
二
〇
二
〇
年
九
月
二
五
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_
coronavirus/th_siryou/sidai_r0（0（（（.pdf

）

（
（（
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
四
九
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
四
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/
novel_coronavirus/th_siryou/t_gaiyou_r0（（（（（.pdf

）

（
（（
）　「
政
府
、
変
異
種
確
認
で
入
国
停
止
を
決
断

　
批
判
払
拭
の
狙
い
も
」『
産
経
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
七
日
（https://w

w
w

.
sankei.com

/article/（0（0（（（（-（LLT
M

O
PX

SV
O

R
R

B
M

B
H

JY
LB

M
（J（U

/

）；
「
ビ
ジ
ネ
ス
往
来
も
停
止
方
針

　
政
府
、
変
異
株
「
市
中
感
染
」
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
八
六

な
ら
」『
朝
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
（https://w

w
w

.asahi.com
/articles/A

SN
D

0（G
CQ

N
D

0U
T

FK
00C.htm

l

）

（
（（
）　「
水
際
対
策
強
化
に
係
る
新
た
な
措
置
」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
三
日；

「
水
際
対
策
強
化
に
係
る
新
た
な
措
置
（
二
）」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
五
日；

「
水
際
対
策
強
化
に
係
る
新
た
な
措
置
（
三
）」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
五
日；

「
水
際
対
策
強
化
に
係
る
新
た
な
措
置
（
四
）」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
六
日

（https://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/sidai_r0（（（（（.pdf

）

（
（（
）　「
外
国
人
新
規
入
国
、
全
面
停
止
へ

　
中
韓
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
も
」『
朝
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
一
月
五
日
（https://w

w
w

.
asahi.com

/articles/A
SP（（（D

（N
P（（U

T
FK

0（（.htm
l

）

（
（11
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
四
四
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/
novel_coronavirus/th_siryou/t_gaiyou_r0（（（（（.pdf

）

（
（1（
）　「
国
家
安
全
保
障
会
議

　
開
催
状
況
」（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/anzenhosyoukaigi/kaisai.htm
l

）

（
（10
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
五
〇
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
八
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/
novel_coronavirus/th_siryou/t_gaiyou_r0（（（（（.pdf

）；

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
五
二
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
一
年
一

月
一
三
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/t_gaiyou_r0（0（（（.pdf

）；

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
（
第
五
七
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
一
年
三
月
五
日
（https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/t_gai�
you_r0（0（0（.pdf

）；

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
五
八
回
）　
議
事
概
要
」
二
〇
二
一
年
三
月
一
八
日
（https://w

w
w

.kantei.go.
jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/t_gaiyou_r0（0（0（（.pdf

）

（
（10
）　「
新
型
コ
ロ
ナ

　
ビ
ジ
ネ
ス
往
来
、
中
止
要
請

　
海
外
か
ら
短
期
滞
在

　
下
村
氏
、
政
府
に
」『
毎
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
一
月
八
日

（https://m
ainichi.jp/articles/（0（（0（0（/ddm

/00（/0（0/0（（000c

）

（
（10
）　
佐
藤
議
員
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

SatoM
asahisa

）
の
ツ
イ
ー
ト
（
二
〇
二
一
年
一
月
八
日
、
一
〇
日
）（https://tw

itter.com
/Sato�

M
asahisa/status/（（（（（（（（（0（（（（（（（（（?s=（0&

t=Jm
rT

jw
（xR

T
svV

fG
ZuV

T
h（Q

：https://tw
itter.com

/SatoM
asahisa/sta�

tus/（（（（（0（（（（（（（（（（（（（?s=（0&
t=Jm

rT
jw

（xR
T

svV
fG

ZuV
T

h（Q
）

（
（10
）　「
入
国
全
面
停
止
要
求
の
自
民
、
経
済
重
視
の
首
相
と
の
間
に
深
ま
る
溝
」『
産
経
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
二
日
（https://w

w
w

.
sankei.com

/article/（0（（0（（（-B
（X

V
（A

R
X

A
JIM

T
FJW

（V
FQ

M
D

Y
ZH

M
/

）；

「「
水
際
が
水
浸
し
」
入
国
一
時
全
面
停
止
を
要
求

　
政
府
の
水
際

対
策
に
自
民
党
か
ら
批
判
噴
出
」『
Ｆ
Ｎ
Ｎ
プ
ラ
イ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
』、
二
〇
二
一
年
一
月
一
三
日
（https://w

w
w

.fnn.jp/articles/-/（（0（（（

）

（
（10
）　「「
水
際
が
水
浸
し
」
入
国
一
時
全
面
停
止
を
要
求

　
政
府
の
水
際
対
策
に
自
民
党
か
ら
批
判
噴
出
」『
Ｆ
Ｎ
Ｎ
プ
ラ
イ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
』、
二
〇
二
一
年
一

月
一
三
日
、
前
掲
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
八
七

（
（10
）　「
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
の
入
国
、
一
点
継
続

　「
首
相
に
強
い
思
い
」」『
朝
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
一
月
七
日
（https://w

w
w

.asahi.
com

/articles/A
SP（（（（Y

（P（（U
T

FK
0（M

.htm
l

）；

「
入
国
全
面
停
止
要
求
の
自
民
、
経
済
重
視
の
首
相
と
の
間
に
深
ま
る
溝
」『
産
経
新
聞
』
オ
ン
ラ

イ
ン
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
二
日
、
前
掲

（
（10
）　「
外
国
人
の
入
国
を
全
面
停
止
へ

　
政
府
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
二
〇
二
一
年
一
月
一
三
日
（https://w

w
w

（.nhk.or.jp/new
s/htm

l/�
（0（（0（（（/k（00（（（（（（0（000.htm

l

）

（
（10
）　
佐
藤
議
員
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

SatoM
asahisa

）
の
ツ
イ
ー
ト
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
三
日
）（https://tw

itter.com
/SatoM

asahisa/
status/（（（（（（（（0（（（（（（（（（（?s=（0&

t=Jm
rT

jw
（xR

T
svV

fG
ZuV

T
h（Q

）

（
（（1
）　「「
ザ
ル
入
国
」
一
時
停
止
も
“
特
段
”
の
懸
念

　
入
国
し
て
し
ま
え
ば
観
光
も
阻
止
で
き
ず
…
昨
年
一
二
月
は
五
〇
〇
〇
人
入
国
、
こ
れ
で
変
異
種
流
入

防
げ
る
の
か
」『zakzak
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
六
日
（https://w

w
w

.zakzak.co.jp/soc/new
s/（（0（（（/dom

（（0（（（000（-n（.
htm

l

）

（
（（（
）　
佐
藤
議
員
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

SatoM
asahisa

）
の
ツ
イ
ー
ト
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
四
日
）（https://tw

itter.com
/SatoM

asahisa/
status/（（（（（（（（（0（（（（（（（（（?s=（0&

t=Jm
rT

jw
（xR

T
svV

fG
ZuV

T
h（Q

）

（
（（0
）　「
外
交
部
会
で
コ
ロ
ナ
水
際
対
策
等
、
宿
題
返
し
を
議
論
」
守
る
べ
き
人
が
い
る

　
佐
藤
正
久
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ブ
ロ
グ
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
八
日

（https://am
eblo.jp/satom

asahisa/entry-（（（（（（（0（（（.htm
l

）

（
（（0
）　「「
ザ
ル
入
国
」
一
時
停
止
も
“
特
段
”
の
懸
念

　
入
国
し
て
し
ま
え
ば
観
光
も
阻
止
で
き
ず
…
昨
年
一
二
月
は
五
〇
〇
〇
人
入
国
、
こ
れ
で
変
異
種
流
入

防
げ
る
の
か
」『zakzak

』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
六
日
、
前
掲

（
（（0
）　
菅
原
議
員
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

sugaw
araisshu

）
の
ツ
イ
ー
ト
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
六
日
）（https://tw

itter.com
/sugaw

ara�
isshu/status/（（（0（（（（（（（（（（（（（（（?s=（0&

t=qCgoip（gzxO
dd（B

ifSR
Y

-A

）

（
（（0
）　
蓮
舫
議
員
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

renho-sha

）
の
ツ
イ
ー
ト
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
〇
日
）（https://tw

itter.com
/renho_sha/status/

（（（（（（（（（（（（（0（（（（（?s=（0&
t=rU

M
vIfqD

CEz_ltICW
SN

oEw
）

（
（（0
）　
辻
元
議
員
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

tsujim
otokiyom

i

）
の
ツ
イ
ー
ト
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
〇
日
）（https://tw

itter.com
/tsujim

oto�
kiyom

i/status/（（（（（（0（（（（（（（（（（（（?s=（0&
t=rU

M
vIfqD

CEz_ltICW
SN

oEw

）

（
（（0
）　「
第
二
〇
三
回
国
会

　
衆
議
院

　
内
閣
委
員
会

　
第
八
号

　
令
和
三
年
一
月
一
三
日
」
国
会
議
事
録
（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=�
（（0（0（（（（X

00（（0（（0（（（&
spkN

um
=（0（&

current=（0（

）

（
（（0
）　「
第
二
〇
三
回
国
会

　
衆
議
院

　
本
会
議

　
第
三
号

　
令
和
三
年
一
月
二
一
日
」
国
会
議
事
録
（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=�
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
八
八

（（0（0（（（（X
00（（0（（0（（（&

spkN
um

=（（&
current=（0（

）

（
（（0
）　「
三
耕
研
究

　
第
四
九
回

　［「
特
段
の
事
情
」
二
〇
二
一
、
〇
二
］」（
大
塚
議
員
のFacebook

へ
の
投
稿
）
二
〇
二
一
年
二
月
二
六
日
（https://m

.
facebook.com

/w
atch/?v=（（（（（（（（（00（（（0

）

（
（01
）　「
特
段
の
事
情
」
で
新
規
入
国
し
た
後
に
、
入
国
者
が
観
光
な
ど
を
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
意
見
も
見
ら
れ
た
。
入
国
後
は
自
主
隔
離
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
行
動
に
法
的
な
制
限
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
当
時
の
日
本
人
帰
国
者
も
同
様
の
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
公
衆
衛
生
の
観
点
か
ら
言
う
の
な
ら
ば
、

同
時
に
日
本
人
帰
国
者
が
帰
国
後
に
観
光
す
る
な
ど
同
様
の
行
動
を
と
り
得
る
こ
と
も
問
題
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
実
際
、
後
者
の
方
が
前
者
よ
り
も
ず
っ
と

人
数
は
大
き
か
っ
た
の
で
、
そ
の
分
危
険
性
も
高
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
言
説
に
お
い
て
は
、
日
本
人
帰
国
者
に
対
し
て
同
様
の
批
判
が
向
け
ら
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
で
詳
述
す
る
。

（
（0（
）　「
中
国
多
地
升
级
入
境
人
员
隔
离
政
策
加
强
疫
情
防
控
」
新
華
社
通
信
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
二
〇
二
一
年
一
月
一
一
日
（http://hom

e.xinhua-new
s.

com
/rss/new

sdetaillink/a（（e0（c0f（（（ce（（a（（（（（df（a（（f（（0/（（（0（（（（（（（（（

）；

「
二
〇
二
一
春
节
：
新
冠
隔
离
与
检
测
下
的
艰
难
回
家
路
」

B
B

C�N
EW

S

中
文
、
二
〇
二
一
年
二
月
九
日
（https://w

w
w

.bbc.com
/zhongw

en/sim
p/chinese-new

s-（（（（（（（（

）

（
（00
）　「
春
节
返
乡
是
否
需
要
隔
离
？
如
何
保
障
好
就
地
过
年
？
」
新
華
社
通
信
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
二
〇
二
一
年
一
月
一
七
日
（http://w

w
w

.xinhuanet.
com

/politics/（0（（-0（/（（/c_（（（（（（（（（（.htm

）

（
（00
）　「
民
航
局
再
对
两
外
航
入
境
航
班
发
出
熔
断
指
令
」
中
華
人
民
共
和
国
中
央
人
民
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
二
一
年
一
月
二
一
日
（http://w

w
w

.
gov.cn/xinw

en/（0（（-0（/（（/content_（（（（（（（.htm

）

（
（00
）　「
第
二
〇
三
回
国
会

　
衆
議
院

　
本
会
議

　
第
三
号

　
令
和
三
年
一
月
二
一
日
」
国
会
議
事
録
、
前
掲

（
（00
）　
例
え
ば
、「
外
国
人
新
規
入
国
、
全
面
停
止
へ

　
中
韓
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
も
」『
朝
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
一
月
五
日
、
前
掲；

「
外

国
人
の
入
国
を
全
面
停
止
へ

　
政
府
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
二
〇
二
一
年
一
月
一
三
日
、
前
掲

（
（00
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
に
つ
い
て
」
二
〇
二
一
年
一
月
一
三
日
現
在
（https://w

arp.da.ndl.go.jp/info:�
ndljp/pid/（（（（0（（（/w

w
w

.m
oj.go.jp/isa/content/（（000（0（（.pdf

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、
国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存

事
業
］）。
な
お
、
こ
の
文
書
は
、
一
度
目
の
入
国
制
限
に
お
け
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
措
置
に
関
し
、
個
別
の

事
情
に
応
じ
て
特
段
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
再
入
国
を
許
可
す
る
こ
と
の
あ
る
具
体
的
な
事
例
」
と
同
様
の
性
質
の
文
書
で
あ
り
、
執
筆
時
点
で
筆
者
が

確
認
で
き
る
か
ぎ
り
で
は
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
頃
か
ら
こ
の
表
題
の
文
書
に
切
り
替
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
（00
）　「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
：
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
の
査
証
発
給
）（
全
世
界
）（
第
五
一
二
〇
号
）」
二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
、

開
示
公
文
書
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（
（00
）　「
査
証
申
請
に
か
か
る
お
知
ら
せ
」
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
国
総
領
事
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
（http://w

eb.archive.org/
w

eb/（0（（0（（（0（0（（0/https://w
w

w
.sp.br.em

b-japan.go.jp/itpr_ja/jnot_（（_0（_coronavirus（0_jp.htm
l

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、W

ay�
back�M

achine

）

（
（00
）　「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
：
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
の
査
証
発
給
）（
全
世
界
）（
第
五
一
二
〇
号
）」
二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
、

開
示
公
文
書

（
（01
）　「
吉
田
外
務
報
道
官
会
見
記
録

　
令
和
三
年
一
月
二
七
日
（
水
曜
日
）
一
五
時
四
七
分

　
於
：
本
省
会
見
室
」（https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/
press/kaiken/kaiken（_0000（（.htm

l#topic（

）。
な
お
、
筆
者
は
二
〇
二
一
年
三
月
四
日
に
、
こ
の
外
務
報
道
官
の
回
答
に
関
す
る
原
稿
や
原
稿
作
成

に
係
る
全
て
の
文
書
の
開
示
請
求
を
行
っ
た
が
、
外
務
省
か
ら
は
す
で
に
廃
棄
さ
れ
た
た
め
不
存
在
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。

（
（0（
）　「
要
望
書

　
二
〇
二
一
年
一
月
二
八
日
」［
外
務
省
へ
要
望
を
伝
え
る
た
め
に
筆
者
が
当
時
作
成
・
送
付
し
た
文
書
］（https://researchm

ap.jp/
m

ultidatabases/m
ultidatabase_contents/detail/（（（（（（/e（（（e（fc（（d（（a（（（（ff

（（aa（（db（d（（?fram
e_id=（（（（（（

）

（
（00
）　
楠
本
瀧
（
筆
名
）「
日
本
人
の
家
族
が
、
外
務
省
か
ら
突
然
「
ビ
ザ
を
剥
奪
」
さ
れ
て
い
た
…
！
：
外
国
籍
の
配
偶
者
が
入
国
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
」『
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）』、
二
〇
二
一
年
二
月
二
〇
日
、
前
掲

（
（00
）　「
査
証
申
請
に
か
か
る
お
知
ら
せ
」
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
国
総
領
事
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
（https://w

arp.da.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/（（（（（（（0/w

w
w

.sp.br.em
b-japan.go.jp/itpr_ja/jnot_（（_0（_coronavirus（（_jp.htm

l

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、
国
立
国
会
図

書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
））

（
（00
）　「（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
・
更
新
依
頼
書
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
水
際
対
策
の
強
化
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
（
令
和
三
年
一
月

二
九
日
）」
二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
、
開
示
公
文
書；
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
水
際
対
策
の
強
化
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
」
外
務
省
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
（https://w

arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/（（（（（（（0/w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/ca/fna/page（_�

00（（（0.htm
l

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、
国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
］）

（
（00
）　
二
月
五
日
に
保
存
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
に
つ
い
て
」
二
〇
二
一
年
二
月
二
日
現
在
（https://w

eb.
archive.org/w

eb/（0（（0（0（（（（0（（/http://w
w

w
.m

oj.go.jp/isa/content/（（000（0（（.pdf

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、W

ayback�M
achine

］）
の

文
書
に
は
赤
字
の
追
記
が
な
い
が
、
三
月
一
日
に
保
存
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
に
つ
い
て
」
二
〇
二
一
年
二

月
二
日
現
在
（https://w

arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/（（（（（（0（/w
w

w
.m

oj.go.jp/isa/content/（（000（0（（.pdf

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、

国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
］）
に
は
赤
字
の
追
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
二
月
一
九
日
時
点
で
こ
の
追
記
に
気
が
つ
い
て

い
る
た
め
、
追
記
が
な
さ
れ
た
の
は
二
月
五
日
か
ら
一
九
日
の
間
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
九
〇

（
（00
）　「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
：
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
の
査
証
発
給
）（
全
世
界
）（
第
五
一
二
〇
号
）」
二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
、

開
示
公
文
書

（
（00
）　「
第
二
〇
四
回
国
会

　
衆
議
院

　
内
閣
委
員
会
厚
生
労
働
委
員
会
連
合
審
査
会

　
第
一
号

　
令
和
三
年
二
月
一
日
」（https://kokkai.ndl.go.jp/#/

detail?m
inId=（（0（0（（（0X

00（（0（（0（0（&
spkN

um
=（&

current=（（

）

（
（00
）　「
外
交
部
会
・
台
湾
政
策PT

発
足
」
守
る
べ
き
人
が
い
る

　
佐
藤
正
久
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ブ
ロ
グ
、
二
〇
二
一
年
二
月
六
日
（https://am

eblo.jp/�
satom

asahisa/entry-（（（（（（（（（（（.htm
l

）

（
（00
）　「
出
入
国
管
理
統
計

　
出
入
（
帰
）
国
者
数
／
国
籍
・
地
域
別

　
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資
格
／
二
〇
二
〇
年
一
一
月
、
一
二
月
、
二
〇
二
一
年
一
月
、

二
月
、
三
月
、
四
月
、
五
月
」（https://w

w
w

.e-stat.go.jp/dbview
?sid=000（（（（0（（

）

（
（01
）　
日
本
政
府
の
入
国
制
限
が
入
国
で
き
な
い
外
国
人
に
与
え
た
健
康
上
の
影
響
（
と
く
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
影
響
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
を

参
照
。Jacques�W

els,� ‘A
ssessing�the�Eff

ects�of�B
order�Enforcem

ent�M
easures�Since�the�Start�of�the�CO

V
ID

─（（�Pandem
ic�on�M

i-
grants�A

im
ing�to�Enter�Japan.�Prelim

inary�D
escriptive�R

eport

（V
ersion�（

─（th�of�M
arch�（0（（

）’,�M
ET

ICES�D
iscussion�Papers�

Series,�A
pril�（0（（;�Jacques�W

els,� ‘A
ddressing�the�Im

pact�of�B
order�Enforcem

ent�M
easures�on�the�Self-R

eported�H
ealth�of�M

i -
grants�A

im
ing�to�Enter�Japan�D

uring�the�CO
V

ID

─（（�Epidem
ic ’,�O

SF D
iscussion Paper,�Septem

ber�（0（（

（
（0（
）　
筆
者
に
よ
る
井
上
議
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
七
日
）。
な
お
、
二
〇
二
〇
年
後
半
以
降
、
井
上
議
員
は
国
民
民
主
党
の
院
内
会
派

に
所
属
し
つ
つ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
立
場
か
ら
国
民
民
主
党
京
都
府
連
の
特
別
幹
事
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
二
〇
二
一
年
二
月
一
日
に
は
希
望
の
党
を
離
党
し
、

無
所
属
と
な
っ
て
い
た
。（「
国
民
民
主
が
希
望
・
井
上
氏
を
府
連
特
別
幹
事
に

　
次
期
衆
院
選
巡
る
京
都
の
「
異
例
対
応
」
に
波
紋
」『
毎
日
新
聞
』
オ
ン
ラ

イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
三
〇
日
（https://m

ainichi.jp/articles/（0（0（（（0/k00/00m
/0（0/0（（000c

）；

「
希
望
・
井
上
氏
、
離
党
届
を
提
出

　

無
所
属
に

　
／
京
都
」『
毎
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
二
月
四
日
（https://m

ainichi.jp/articles/（0（（0（0（/ddl/k（（/0（0/（（（000c

））

（
（00
）　「
第
二
〇
四
回
国
会

　
衆
議
院

　
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会

　
第
二
号

　
令
和
三
年
二
月
二
六
日
」
国
会
議
事
録
（https://kokkai.ndl.go.jp/#/�

detail?m
inId=（（0（0（（（（X

00（（0（（0（（（&
spkN

um
=（（0&

current=（（
）；

「
第
二
〇
四
回
国
会

　
参
議
院

　
予
算
委
員
会

　
第
五
号

　
令
和
三
年
三

月
五
日
」
国
会
議
事
録
（https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?m

inId=（（0（（（（（（X
00（（0（（0（0（&

spkN
um

=（（0&
current=（

）

（
（00
）　「
不
徹
底
な
水
際
対
策

　
背
後
の
在
留
資
格
の
構
造
問
題
と
は

　
大
塚
耕
平
氏
」『
毎
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
三
月
六
日
（https://

m
ainichi.jp/articles/（0（（0（0（/k00/00m

/0（0/00（000c

）

（
（00
）　「
国
際
カ
ッ
プ
ル
配
偶
者
ビ
ザ
、
事
実
上
の
停
止
状
態
」『
中
日
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
二
月
一
三
日
（https://w

w
w

.chunichi.co.jp/
am

p/article/（0（（（（

）
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コ
ロ
ナ
禍
入
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制
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代
史
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井
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一
九
一

（
（00
）　‘Lost�in�translation:�Japan�fum

bles�pandem
ic�com

m
unication�w

ith�foreign�com
m

unities ’,�T
he�Japan�T

im
es,�February�（（,�

（0（（

（https://w
w

w
.japantim

es.co.jp/new
s/（0（（/0（/（（/national/crisis-com

m
unication-foreign-com

m
unity-coronavirus/

）

（
（00
）　
楠
本
瀧
（
筆
名
）「
日
本
人
の
家
族
が
、
外
務
省
か
ら
突
然
「
ビ
ザ
を
剥
奪
」
さ
れ
て
い
た
…
！
：
外
国
籍
の
配
偶
者
が
入
国
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
」『
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
二
月
二
〇
日
、
前
掲
。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
や
小
見
出
し
は
編
集
者
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
対
す

る
反
応
は
、
総
じ
て
否
定
的
か
つ
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ッ
ク
な
も
の
が
多
く
、
一
度
目
の
入
国
制
限
の
際
に
寄
稿
し
た
記
事
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
大
同
小
異
で
あ
っ
た
。

（
（00
）　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
水
際
対
策
の
強
化
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
」
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
二
一
年
四
月
九
日
（http://

w
eb.archive.org/w

eb/（0（（0（（（0（（（（（/https://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/ca/fna/page（_00（（（0.htm

l

［
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
、W

ayback�
M

achine

］）；

「
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
：
緊
急
事
態
解
除
宣
言
後
の
査
証
発
給
）（
全
世
界
）（
第
二
二
七
六
四
号
）」
二
〇
二
一
年

三
月
一
八
日
、
開
示
公
文
書
（
た
だ
し
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
黒
塗
り
で
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
九
二

﹇
別
表
﹈

〈
入
管
〉

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

受
付
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
２

　
９
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
、

二
〇
二
〇
年
一
・
二
月
の
期
間
に
お
い
て
、

「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
認
定
許

可
証
明
書
の
交
付
を
一
時
停
止
な
い
し
制
限

し
た
こ
と
に
関
す
る
意
思
決
定
過
程
・
検
討

過
程
が
分
か
る
す
べ
て
の
文
書

１
１
４

R
２

　
（（
・
（（
令
和
二
年
二
月
一
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在

留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
絵
支
援
課
起
案
文
書

「
令
和
二
年
一
月
三
一
日
付
け
閣
議
了
解
を
受
け
た

在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
取
扱
い

に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２

　
２
・
３
（0

一
部
不
開
示

令
和
二
年
二
月
一
二
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
起
案
文
書
「
令
和

二
年
二
月
一
二
日
付
け
閣
議
了
解
を
受
け
た
在
留

資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
取
扱
い
に
つ

い
て
（
通
知
）」

R
２

　
２
・
（（
５

令
和
二
年
二
月
二
六
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
起
案
文
書
「
令
和

二
年
二
月
二
六
日
付
け
閣
議
了
解
を
受
け
た
在
留

資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
取
扱
い
に
つ

い
て
（
通
知
）」

R
２

　
２
・
（（
９

令
和
二
年
二
月
二
八
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
起
案
文
書
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
等
を
受
け
た
在

留
諸
申
請
に
係
る
対
応
に
つ
い
て
」

R
２
　
２
・
（（
（（

一
部
不
開
示

R
２
　
９
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す

る
、
外
国
人
の
上
陸
拒
否
及
び
在
留
資
格
認

定
許
可
証
明
書
交
付
申
請
の
審
査
停
止
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
対
策
本
部
及
び

国
家
安
全
保
障
局
へ
送
付
・
提
供
し
た
す
べ

て
の
文
書
・
資
料

１
１
５

R
２
　
（（
・
（（
出
入
国
在
留
管
理
庁
作
成
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
係
る
厳
格
な
上
陸
審
査

の
実
施
状
況
」

─

１

令
和
二
年
二
月
五
日
付
け
出
入
国
管
理
庁
作
成
文

書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
係
る
上

陸
審
査
の
状
況
（
速
報
値
）」

R
２
　
２
・
５
１

出
入
国
在
留
管
理
庁
作
成
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
係
る
上
陸
手
続
の
流
れ
」

─

１

R
２
　
９
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る
外

国
人
の
上
陸
拒
否
に
つ
き
、
日
本
人
の
外
国

人
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
制
限
し
後
に
再

開
し
た
こ
と
に
関
す
る
意
思
決
定
過
程
・
検

討
過
程
が
分
か
る
す
べ
て
の
文
書
（
二
〇
二
〇

年
七
月
末
に
日
本
人
の
外
国
人
配
偶
者
等
の

新
規
入
国
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
明
示
さ
れ
る

前
に
、
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る
と
し
て
入

国
を
許
可
し
た
事
例
に
関
す
る
文
書
を
含
む
）

１
１
６

R
２
　
（（
・
（（
令
和
二
年
七
月
二
二
日
付
け
国
家
安
全
保
障
会
議

決
定
「
国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
」

R
２
　
７
・
（（
４

国
家
安
全
保
障
会
議
の

文
書
。
不
服
審
査
請
求

を
行
っ
た
が
、
開
示
さ

れ
ず

R
２
　
（（
・
（（
令
和
二
年
八
月
二
八
日
付
け
国
家
安
全
保
障
会
議

決
定
「
国
際
的
な
人
の
往
来
に
の
再
開
等
に
つ
い

て
」

R
２
　
８
・
（（
４

国
家
安
全
保
障
会
議
の

文
書
。
不
服
審
査
請
求

を
行
っ
た
が
、
開
示
さ

れ
ず
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史
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一
九
三

R
２

　
（（
・
（（
令
和
二
年
一
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
連
す
る
外
国
人
の
入
国
拒
否
に

つ
き
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五

条
第
一
項
第
一
四
号
に
よ
る
措
置
が
適
法
で

あ
る
か
を
検
討
し
た
文
書
、
及
び
、
上
記
措

置
に
関
連
し
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
審

査
停
止
が
適
法
で
あ
る
か
を
検
討
し
た
文
書

１
４
６

R
３

　
１
・
（（
不
存
在

─

─

不
服
審
査
請
求
を
行
っ

た
が
、
開
示
さ
れ
ず

R
２

　
９
・
（（
令
和
二
年
八
月
五
日
以
降
（
新
規
入
国
者
に

つ
い
て
は
九
月
一
日
以
降
）、「
特
段
の
事
情
」

に
よ
る
外
国
人
の
再
入
国
・
新
規
入
国
に
あ

た
り
、
出
国
前
七
二
時
間
以
内
に
実
施
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
陰
性
」
の
検
査
証

明
を
取
得
す
る
こ
と
を
求
め
る
に
至
っ
た
意

思
決
定
過
程
・
検
討
過
程
を
含
む
す
べ
て
の

文
書
。（
と
り
わ
け
、
出
国
前
七
二
時
間
以
内

に
上
記
検
査
証
明
を
一
律
に
求
め
る
こ
と

が
、
世
界
各
国
の
検
査
状
況
に
照
ら
し
て
合

理
的
な
の
か
、
現
実
的
に
可
能
な
の
か
を
具

体
的
に
検
討
し
た
文
書
を
含
む
）

１
１
１

R
２

　
（0
・
（（
令
和
二
年
七
月
二
二
日
付
け
国
家
安
全
保
障
会
議

決
定
「
国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
」

R
２

　
７
・
（（
４

国
家
安
全
保
障
会
議
の

文
書

令
和
二
年
八
月
二
八
日
付
け
国
家
安
全
保
障
会
議

決
定
「
国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
」

R
２

　
８
・
（（
４

国
家
安
全
保
障
会
議
の

文
書

R
２

　
７
・
２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し

て
、
二
〇
二
〇
年
三
・
四
月
以
降
に
「
日
本

人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
認
定
許
可
証

明
書
の
交
付
を
一
時
停
止
な
い
し
制
限
し
、

そ
の
方
針
を
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と

に
関
す
る
意
思
決
定
過
程
・
検
討
過
程
が
分

か
る
す
べ
て
の
文
書

８
４
─
８
５
R
２

　
８
・
（（
令
和
二
年
三
月
六
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在

留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係
起

案
文
書
「
令
和
二
年
三
月
六
日
付
け
閣
議
了
解
を

受
け
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る

取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２

　
３
・
６
（（

不
服
審
査
請
求
の
結

果
、
一
部
の
黒
塗
り
部

分
が
開
示

令
和
二
年
三
月
一
〇
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係

起
案
文
書
「
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
付
け
閣
議
了

解
を
受
け
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に

係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２
　
３
・
（0
（（

不
服
審
査
請
求
の
結

果
、
一
部
の
黒
塗
り
部

分
が
開
示

令
和
二
年
三
月
一
八
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係

起
案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在

留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審
査
保
留

等
の
対
象
追
加
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２
　
３
・
（（
（（

不
服
審
査
請
求
の
結

果
、
一
部
の
黒
塗
り
部

分
が
開
示

令
和
二
年
三
月
二
六
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係

起
案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在

留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審
査
保
留

等
の
対
象
追
加
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２
　
３
・
（（
（（
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
九
四

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

受
付
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

令
和
二
年
四
月
二
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
在

留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係
起

案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在
留

資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審
査
保
留
等

の
対
象
追
加
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２

　
４
・
２
（（

令
和
二
年
四
月
二
八
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係

起
案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在

留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審
査
放
流

等
の
対
象
追
加
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２

　
４
・
（（
８

令
和
二
年
五
月
一
四
日
付
出
入
国
在
留
管
理
庁
在

留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係
起

案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在
留

資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審
査
保
留
等

の
対
象
追
加
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２

　
５
・
（（
９

令
和
二
年
五
月
二
五
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係

起
案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
追
加
に
伴
う
在

留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審
査
保
留

等
の
対
象
追
加
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２
　
５
・
（（
８

令
和
二
年
六
月
一
二
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
在
留
管
理
総
括
係

起
案
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
有
効
期
間
を
経
過
し
た
在
留
資
格
認
定

証
明
書
に
つ
い
て
（
通
知
）」

R
２
　
６
・
（（
（0

不
開
示
部
分
多
。
不
服

審
査
請
求
の
結
果
、
一

部
の
黒
塗
り
部
分
が
開

示

R
２
　
（（
・
（（
令
和
二
年
一
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
入
国
制
限
措
置
に
関
連
し

て
、
国
内
外
の
団
体
及
び
個
人
（
外
国
政

府
・
駐
日
外
国
公
館
・
在
日
外
国
商
工
会
議

所
・
経
済
団
体
・
企
業
・
教
育
団
体
・
学

校
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
議
員
・
市
民
等
々
）
か
ら
の

申
し
入
れ
・
声
明
・
抗
議
等
に
関
す
る
文
書

１
５
２
─�

１
５
６

R
３
　
３
・
１
出
入
国
在
留
管
理
庁
保
管
文
書

─

一
七
文
書
を
部
分
開

示
、
三
七
文
書
を
不
開

示
。
後
者
に
つ
き
不
服

審
査
請
求
を
行
っ
た

が
、
開
示
さ
れ
ず

令
和
二
年
三
月
一
七
日
付
け
匝
瑳
市
議
会
議
長
提

出
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
意
見
書
」

R
２
　
３
・
（（
２

令
和
二
年
三
月
一
七
日
付
け
浦
安
市
議
会
議
長
提

出
文
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等

に
関
す
る
意
見
書
」

R
２
　
３
・
（（
３
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
九
五

二
〇
二
〇
年
六
月
二
日
付
けT
he�A

m
erican�

C
ham

ber�of�C
om

m
erce�in�Japan�Presi -

dent

提
出
文
書

R
２

　
６
・
２
２

令
和
二
年
六
月
二
二
日
付
け
石
垣
市
議
会
提
出
文

書
「
台
湾
か
ら
の
入
国
・
入
域
制
限
緩
和
を
求
め

る
意
見
書
」

R
２

　
６
・
（（
１

令
和
二
年
九
月
二
九
日
付
け
一
般
社
団
法
人
日
本

経
済
団
体
連
合
会
提
出
文
書
「
新
内
閣
に
望
む
」

R
２

　
９
・
（（
２

令
和
二
年
八
月
付
け
福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
推
進

協
議
会
提
出
文
書
「
提
言
書

　
感
染
症
対
策
の
充

実
に
つ
い
て
」

R
２

　
８

４

令
和
二
年
一
一
月
一
一
〇
日
付
け
日
本
商
工
会
議

所
提
出
文
書
「
地
域
の
観
光
産
業
が
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
、
前
に
進
む
た
め
に
」

R
２

　
（（
・
（0
８

令
和
二
年
一
一
月
付
け
関
西
広
域
連
合
提
出
文
書

「
令
和
三
年
度

　
国
の
予
算
編
成
等
に
対
す
る
提

案
」

R
２

　
（（

（（

令
和
二
年
一
二
月
一
七
日
付
け
日
本
商
工
会
議
所

及
び
東
京
商
工
会
議
所
提
出
文
書
「
多
様
な
人
材

の
活
躍
に
関
す
る
要
望
」

R
２

　
（（
・
（（
（（

令
和
二
年
六
月
一
六
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

総
務
課
供
覧
文
書
「
日
本
国
民
党
党
首
鈴
木
信
行

葛
飾
区
議
会
議
員
に
よ
る
申
入
れ
に
つ
い
て
」

R
２
　
６
・
（（
３

令
和
二
年
七
月
二
七
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

総
務
課
供
覧
文
書
「
日
本
国
民
党
党
首
鈴
木
信
行

葛
飾
区
議
会
議
員
に
よ
る
申
入
れ
に
つ
い
て
」

R
２
　
７
・
（（
２

令
和
二
年
一
一
月
二
五
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理

庁
総
務
課
供
覧
文
書
「
日
本
国
民
党
代
表
鈴
木
信

行
（
葛
飾
区
議
会
議
員
）
か
ら
受
け
取
っ
た
党
声

明
の
参
考
供
覧
に
つ
い
て
」

R
２
　
（（
・
（（
２

令
和
二
年
六
月
三
日
付
け
日
本
語
教
育
機
関
関
係

六
団
体
提
出
文
書
「
要
望
書
」

R
２
　
６
・
３
５

令
和
二
年
七
月
二
九
日
付
け
日
本
語
教
育
機
関
関

係
六
団
体
提
出
文
書
「
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
」

R
２
　
７
・
（（
（（

大
部
分
が
不
開
示

令
和
二
年
八
月
五
日
付
け
総
務
課
広
報
係
事
務
連

絡
「
文
書
の
転
送
に
つ
い
て
」

R
２
　
８
・
５
（（

大
部
分
が
不
開
示

令
和
二
年
一
一
月
一
〇
日
付
け
日
本
商
工
会
議
所
提

出
文
書
「
提
言
書
「
地
域
の
観
光
産
業
が
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
、
前
に
進
む
た
め
に
」
に
つ
い
て
」

R
２
　
（（
・
（0
９
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
九
六

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

受
付
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
３

　
８
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
地
域
外
か
ら
の
新

規
入
国
に
つ
い
て
、「
原
則
と
し
て
「
特
段
の

事
情
」
と
同
様
の
事
情
が
あ
る
者
に
つ
い
て

の
み
査
証
発
給
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経

緯
、
お
よ
び
「「
特
段
の
事
情
」
と
同
様
の
事

情
が
あ
る
者
」
の
具
体
的
事
例
や
判
断
基
準

等
を
示
す
一
切
の
文
書

１
２
８

R
３

　
（0
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
：
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
査
証
発
給
）（
全
世

界
）

R
３

　
３
・
（（
５

外
務
省
の
文
書

R
２

　
（（
・
（（
令
和
二
年
一
月
初
～
九
月
末
の
期
間
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
入
国
制
限
下
に
て

「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
入
国
を
許
可
し
た
外

国
人
（
日
本
人
の
外
国
人
配
偶
者
等
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
教
師
等
の
事

例
を
含
む
）
に
つ
い
て
の
、
す
べ
て
の
個
別

案
件
に
係
る
す
べ
て
の
文
書

１
５
７
─�

１
５
８

R
３

　
３
・
１
令
和
二
年
一
月
三
一
日
付
け
入
管
庁
審
第
一
一
〇

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審

判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第

一
四
号
の
適
用
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
１
・
（（
６

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
二
月
一
二
日
付
け
入
管
庁
審
第
一
五
四
号

出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審
判

課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連

し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一

項
第
一
四
号
の
適
用
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
２
・
（（
９

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
二
月
二
六
日
付
け
入
管
庁
審
第
二
四
七

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
課
長
及
び
審

判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
し
た
出
入
奥
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一

項
第
一
四
号
の
適
用
に
係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
２
・
（（
８

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
三
月
六
日
付
け
入
管
庁
審
第
三
〇
七
号

出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理

課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る

上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
３
・
６
９

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
三
月
一
〇
日
付
け
入
管
庁
審
第
三
二
一

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
３
・
（0
９

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
三
月
一
八
日
付
け
入
管
庁
審
第
三
八
四

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
３
・
（（
（0

不
開
示
部
分
多
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
九
七

令
和
二
年
三
月
一
九
日
付
け
入
管
庁
審
第
三
九
六

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
３
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
三
月
二
六
日
付
け
入
管
庁
審
第
四
一
八

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
３
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
四
月
二
日
付
け
入
管
庁
審
第
四
五
六
号

出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理

課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る

上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
４
・
２
（（

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
四
月
二
七
日
付
け
入
管
庁
審
第
四
九
五

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
４
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
五
月
一
四
日
付
け
入
管
庁
審
第
五
二
七

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
５
・
（（
（0

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
五
月
二
五
日
付
け
入
管
庁
審
第
五
六
五

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
５
・
（（
（0

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
六
月
二
九
日
付
け
入
管
庁
審
第
六
七
七

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
６
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

一
九
八

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

受
付
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

令
和
二
年
七
月
二
二
日
付
け
入
管
庁
審
第
七
九
四

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
７
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
八
月
四
日
付
け
入
管
庁
審
第
八
八
八
号

出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理

課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る

上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
８
・
４
（（

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
八
月
一
二
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁
出

入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
補
佐
官
及
び
審
判
課

専
門
官
事
務
連
絡
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
に
基
づ
く
上
陸
拒
否
の

対
象
地
域
を
経
由
し
て
本
邦
に
渡
航
す
る
外
国
人

の
同
地
域
へ
の
滞
在
歴
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
」

R
２

　
８
・
（（
１

令
和
二
年
八
月
二
八
日
付
け
入
管
庁
審
第
九
九
二

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
８
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
八
月
二
八
日
付
け
入
管
庁
審
第
九
九
九

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係

る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２
　
８
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

令
和
二
年
九
月
八
日
付
け
入
管
庁
審
第
一
〇
四
四

号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国
管

理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「「
国
際
的
な
人
の
往

来
再
開
に
向
け
た
段
階
的
措
置
」
の
対
象
国
・
地

域
の
追
加
に
つ
い
て
」

R
２
　
９
・
８
２

一
部
不
開
示

令
和
二
年
九
月
一
七
日
付
け
入
管
庁
審
第
一
〇
四

四
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国

管
理
課
補
佐
官
及
び
審
判
課
専
門
事
務
連
絡
「「
国

際
的
な
人
の
往
来
再
開
に
向
け
た
段
階
的
措
置
」

の
対
象
国
・
地
域
の
追
加
に
つ
い
て
」

R
２
　
９
・
（（
２
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

一
九
九

令
和
二
年
九
月
三
〇
日
付
け
入
管
庁
審
第
一
一
七

九
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国

管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に

係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
２

　
９
・
（0
（0

不
開
示
部
分
多

R
４

　
２
・
（（
令
和
三
年
一
二
月
二
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
、

「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
を
取
得

す
る
者
以
外
の
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等

の
新
規
入
国
を
制
限
し
て
い
た
措
置
を
、
令

和
四
年
一
月
一
一
日
前
後
以
降
、
少
な
く
と

も
部
分
的
に
は
緩
和
し
た
こ
と
に
関
連
す
る

一
切
の
文
書

２
６
０

R
４

　
４
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
水
際
対
策
強
化
に
係
る
新
た
な

措
置
（
二
四
））（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
水
際

措
置
の
強
化
の
継
続
）

R
４

　
１
・
（（
５

外
務
省
の
文
書

査
証
関
係
通
達
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
水
際

措
置
の
強
化
の
継
続
に
対
す
る
対
応
（
そ
の
二
））

R
４

　
１
・
（（
２

外
務
省
の
文
書

査
証
関
係
通
達
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
水
際

措
置
の
強
化
の
継
続
に
対
す
る
対
応
（
そ
の
三
））

R
４

　
１
・
（（
３

外
務
省
の
文
書

R
３

　
（（
・
６
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和
三

年
一
二
月
二
日
以
降
、「
日
本
人
の
配
偶
者

等
」
の
在
留
資
格
を
取
得
す
る
者
以
外
の
日

本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
一

時
停
止
す
る
措
置
に
関
す
る
一
切
の
文
書

１
９
３
─�

１
９
６

R
４

　
３
・
１
査
証
関
係
通
達
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
水
際

対
策
の
強
化
：
そ
の
二
）

R
３

　
（（
・
１
（（

外
務
省
の
文
書
。
不
開

示
部
分
多

令
和
三
年
一
二
月
一
日
付
け
出
入
国
在
留
管
理
庁

出
入
国
管
理
部
出
入
国
管
理
課
補
佐
官
及
び
審
判

課
法
務
専
門
官
事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五

条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に
係
る
航
空
会
社

等
へ
の
周
知
等
に
つ
い
て
（
依
頼
）」

R
３

　
（（
・
１
（（

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
上
陸

拒
否
等
に
係
る
出
入
国
在
留
管
理
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
等
に
つ
い
て

R
３
　
（（
・
１
（（

令
和
三
年
一
二
月
一
日
付
け
入
管
庁
審
第
二
七
八

二
号
出
入
国
在
留
管
理
庁
出
入
国
管
理
部
出
入
国

管
理
課
長
及
び
審
判
課
長
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
一
四
号
の
適
用
等
に

係
る
上
陸
審
査
に
つ
い
て
」

R
３
　
（（
・
１
（（

不
開
示
部
分
多

〈
外
務
省
〉

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
２
　
７
・
２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
て
、

二
〇
二
〇
年
三
・
四
月
以
降
に
在
外
公
館
に
お

い
て
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
ビ
ザ
の
交
付

を
一
時
停
止
な
い
し
制
限
し
、
そ
の
方
針
を
現

在
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
意
思
決

定
過
程
・
検
討
過
程
が
分
か
る
す
べ
て
の
文
書

２
０
２
０
─

０
０
１
８
７

R
２
　
８
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
い
：
査
証
制
限
等
）（
第
二
四
〇
九
五

号
）

R
２
　
３
・
６
６

一
部
不
開
示
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

二
〇
〇

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
い
：
査
証
制
限
等
（
そ
の
二
））（
第

二
九
一
九
一
号
）

R
２

　
３
・
（0
８

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
扱
い
及

び
政
府
の
中
国
・
韓
国
に
対
す
る
取
組
：
査
証
制

限
等
（
そ
の
三
）
及
び
実
施
中
の
措
置
の
期
間
更

新
）（
第
三
一
〇
七
八
号
）

R
２

　
３
・
（（
９

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
い
：
査
証
制
限
等
（
そ
の
二
））（
訂

正
）（
第
三
一
六
五
四
号
）

R
２

　
３
・
（（
４

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
扱
い
：

査
証
制
限
等
（
そ
の
四
））（
第
三
三
五
四
五
号
）

R
２

　
４
・
２
（（

不
開
示
部
分
多

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
に
つ
い
て
：
対
象
地
域
の
追
加
（
そ

の
八
）
及
び
措
置
の
延
長
）（
第
三
七
五
八
四
号
）

R
２
　
４
・
（（
（0

不
開
示
部
分
多

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
：
対
象
地
域
の
追
加
（
そ
の
一
〇
））

（
第
四
一
二
三
七
号
）

R
２
　
５
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
：
対
象
地
域
の
追
加
（
そ
の
一
一
）

（
第
四
八
一
六
一
号
）

R
２
　
６
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

R
３
　
８
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
係
る
上
陸
拒
否
の
対
象
地
域
外
か
ら
の
新

規
入
国
に
つ
い
て
、「
原
則
と
し
て
「
特
段
の

事
情
」
と
同
様
の
事
情
が
あ
る
者
に
つ
い
て

の
み
査
証
発
給
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経

緯
、
お
よ
び
「「
特
段
の
事
情
」
と
同
様
の
事

情
が
あ
る
者
」
の
具
体
的
事
例
や
判
断
基
準

等
を
示
す
一
切
の
文
書

２
０
２
１
─

０
０
５
０
３

R
３
　
（0
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
：
緊
急
事
態
解
除
宣
言
後
の
査
証
発
給
（
全
世

界
）（
第
二
二
七
六
四
号
）

R
３
　
３
・
（（
５

大
部
分
が
不
開
示
。
不

服
審
査
請
求
後
、
黒
塗

り
部
分
の
一
部
が
開

示
？

R
３
　
８
・
（（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
規
入
国
に
つ
い
て
、

在
留
外
国
人
の
家
族
の
新
規
入
国
を
（
一
部
）

認
め
る
に
至
っ
た
経
緯
を
含
む
一
切
の
文
書

２
０
２
１
─

０
０
５
０
４

R
３
　
９
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
）（
第

七
三
五
九
七
号
）

R
３
　
８
・
６
４

大
部
分
が
黒
塗
り
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

二
〇
一

R
３

　
８
・
（（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
規
入
国
に
つ
い
て
、

「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
結
婚
手
続
き
等
を
行

う
た
め
に
日
本
人
の
外
国
人
婚
約
者
等
の
短

期
滞
在
を
認
め
た
こ
と
に
係
る
、
意
思
決
定

や
判
断
基
準
、
ま
た
個
別
の
ケ
ー
ス
に
関
連

す
る
一
切
の
文
書

２
０
２
１
─

０
０
５
０
５

R
３

　
９
・
（（
不
存
在

─

─

─

R
３

　
８
・
（（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣

言
解
除
（
三
月
二
一
日
）
以
降
に
、「
特
段
の

事
情
」
に
よ
る
新
規
入
国
に
係
る
査
証
審
査

が
在
外
公
館
で
は
な
く
外
務
省
本
省
で
主
に

担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
後
に
、
こ
の
査

証
審
査
が
在
外
公
館
主
体
の
審
査
へ
と
戻
っ

た
過
程
に
関
す
る
一
切
の
文
書

２
０
２
１
─

０
０
５
０
６

R
３

　
９
・
（（
不
存
在

─

─

─

R
２
　
９
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し

て
、
二
〇
二
〇
年
一
・
二
月
の
期
間
、
及
び

二
〇
二
〇
年
七
月
か
ら
現
在
に
至
る
期
間
に

お
い
て
、
在
外
公
館
に
て
「
日
本
人
の
配
偶

者
等
」
の
ビ
ザ
の
交
付
を
制
限
し
後
に
再
開

し
た
こ
と
に
関
す
る
意
思
決
定
過
程
・
検
討

過
程
が
分
か
る
す
べ
て
の
文
書
（
二
〇
二
〇

年
七
月
末
に
日
本
人
の
外
国
人
配
偶
者
等
の

新
規
入
国
が
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
明

示
さ
れ
る
前
に
、
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る

と
し
て
配
偶
者
ビ
ザ
な
い
し
短
期
滞
在
ビ
ザ

を
交
付
し
た
事
例
に
関
す
る
文
書
を
含
む
）

２
０
２
０
─

０
０
４
１
０

R
２
　
９
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
）（
第
一

〇
一
二
六
号
）

R
２
　
２
・
１
（（

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
追
加

的
指
示
）（
第
一
〇
一
三
四
号
）

R
２

　
２
・
３
５

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
質
問

票
差
し
替
え
）（
第
一
一
〇
四
二
号
）

R
２
　
２
・
４
３

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
慎
重

審
査
）（
第
一
一
六
三
三
号
）

R
２
　
２
・
５
４

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：「
特
段

の
事
情
の
範
囲
」）（
第
一
二
一
〇
三
号
）

R
２
　
２
・
６
２

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：「
特
段

の
事
情
の
範
囲
」）（
第
一
二
四
五
〇
号
）

R
２
　
２
・
７
２

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
に
つ
い
て
：
対
象
地
域
の
追
加
）（
第

一
三
八
二
八
号
）

R
２
　
２
・
（（
９

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
に
つ
い
て
：
対
象
地
域
の
追
加
）（
第

一
九
四
一
五
号
）

R
２
　
２
・
（（
８

一
部
不
開
示
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

二
〇
二

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
３

　
９
・
（0
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
：
対
象
地
域
の
追
加
（
そ
の
一
一
））

（
第
四
八
一
六
一
号
）

R
２

　
６
・
（（
（（

不
開
示
部
分
多

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
再
入
国
出
国
中
に
再
入
国
許
可
の

有
効
期
限
を
経
過
し
た
元
永
住
者
等
の
取
り
扱
い

（
追
加
情
報
）（
第
四
九
二
九
五
号
）

R
２

　
７
・
３
３

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
：
対
象
地
域
の
追
加
（
そ
の
一
二
）

（
第
五
三
九
九
五
号
）

R
２

　
７
・
（（
（（

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
査
証
の
取
扱
（
第

五
四
七
九
八
号
）

R
２

　
７
・
（（
３

大
部
分
が
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
査
証
の
取
扱
（
追

電
）（
第
五
七
三
六
三
号
）

R
２

　
８
・
７
２

大
部
分
が
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
再
入
国
許
可
が
経
過
し
た
中
長
期

在
留
者
で
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
の
代

理
人
が
い
な
い
ケ
ー
ス
の
取
り
扱
い
）（
第
五
八
四

〇
七
号
）

R
２
　
８
・
（（
（（

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
再
入
国
許
可
が
経
過
し
た
中
長
期

在
留
者
で
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
の
代

理
人
が
い
な
い
ケ
ー
ス
の
取
り
扱
い
）（
訂
正
）

（
第
五
八
四
八
一
号
）

R
２
　
８
・
（（
２

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
査
証
の
取
扱
：
医

療
・
教
育
・
教
授
）（
第
五
九
三
五
八
号
）

R
２
　
８
・
（（
３

大
部
分
が
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び

査
証
の
取
扱
：
対
象
地
域
の
追
加
（
そ
の
一
三
））

（
第
六
一
四
七
三
号
）

R
２
　
８
・
（（
（（

大
部
分
が
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
係
る
上
陸
拒
否
の
措
置
に
よ

り
再
入
国
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
者
に
よ
る

新
規
入
国
に
関
す
る
措
置
）（
第
六
二
四
四
七
号
）

R
２
　
９
・
１
３

大
部
分
が
不
開
示
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

二
〇
三

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
再
入
国
許
可
が
経
過
し
た
中
長
期

在
留
者
で
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
の
代

理
人
が
い
な
い
ケ
ー
ス
の
取
り
扱
い
）（
追
加
情

報
）（
第
六
四
九
八
二
号
）

R
２

　
９
・
（（
２

R
２

　
９
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す

る
、
外
国
人
の
上
陸
拒
否
や
査
証
の
交
付
停

止
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
及
び
国
家
安
全
保
障
局
へ
送
付
・
提
供

し
た
す
べ
て
の
文
書
・
資
料

２
０
２
０
─

０
０
４
０
９

R
２

　
（（
・
（0
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
水
際
対
策
措
置

の
外
交
官
等
へ
の
適
用
）（
第
二
九
六
五
二
号
）

R
２

　
３
・
（（
６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
国
際
的
な

人
の
往
来
再
開
：
検
査
証
明
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
差

し
替
え
等
）（
第
五
八
六
三
六
号
）

R
２

　
８
・
（（
８

不
開
示
部
分
多

R
３

　
１
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
）（
第
一

〇
一
二
六
号
）

R
２

　
２
・
１
（（

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
追
加

的
指
示
）（
第
一
〇
一
三
四
号
）

R
２

　
２
・
３
５

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
政
府
の
取
組
及
び
査
証
の
取
扱
：
質
問

票
差
し
替
え
）（
第
一
一
〇
四
二
号
）

R
２
　
２
・
４
３

R
３
　
５
・
（（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
（
三
月
二
一
日
）
さ
れ
た
後
に
、

「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
新
規
入
国
に
係
る

査
証
審
査
を
、
在
外
公
館
で
は
な
く
外
務
本

省
で
主
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
、

及
び
（
今
日
に
至
る
ま
で
の
）
そ
の
査
証
審

査
の
具
体
的
な
在
り
方
を
含
む
、
一
切
の
文

書

２
０
２
１
─

０
０
０
５
５

R
３
　
６
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
：
緊
急
事
態
解
除
宣
言
後
の
査
証
発
給
）（
全
世

界
）（
第
二
二
七
六
四
号
）

R
３
　
３
・
（（
５

大
部
分
が
不
開
示

R
３
　
３
・
（（
二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
よ
り
開
始
さ
れ

た
、
緊
急
事
態
宣
言
中
に
は
「
特
段
の
事
情
」

に
よ
る
新
規
入
国
に
つ
い
て
も
「
真
に
急
を

要
す
る
場
合
を
除
き
」
渡
航
を
制
限
す
る
と

し
た
措
置
に
関
し
、
緊
急
事
態
宣
言
後
の
対

応
を
在
外
公
館
に
指
示
し
た
通
知
（
三
月
一

八
日
、
一
九
日
前
後
思
わ
れ
る
）、
ま
た
そ
の

他
関
連
す
る
行
政
文
書
す
べ
て

２
０
２
０
─

０
１
０
９
６

R
３
　
４
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
：
緊
急
事
態
解
除
宣
言
後
の
査
証
発
給
）（
全
世

界
）（
第
二
二
七
六
四
号
）

R
３
　
３
・
（（
５

大
部
分
が
不
開
示

R
３
　
３
・
（（
緊
急
事
態
宣
言
後
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

新
規
入
国
を
「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
認
め

る
と
の
措
置
に
関
す
る
一
切
の
文
書

２
０
２
０
─

０
１
０
９
５

R
３
　
４
・
（（
不
存
在

─

─

─
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

二
〇
四

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
３

　
１
・
（（
令
和
三
年
一
月
二
五
日
（
な
い
し
そ
の
前
後
）

に
在
外
公
館
等
に
向
け
て
発
出
さ
れ
た
、
一

月
二
六
日
（
な
い
し
そ
の
前
後
）
よ
り
、
日

本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
含

め
て
、
査
証
の
申
請
・
交
付
等
を
厳
格
を
指

示
な
い
し
要
請
す
る
内
容
（
ま
た
は
そ
れ
に

類
す
る
内
容
）
の
通
知
。
及
び
こ
の
通
知
の

発
出
に
係
る
検
討
過
程
・
意
思
決
定
過
程
を

含
む
す
べ
て
の
文
書

２
０
２
０
─

０
０
６
５
９

R
３

　
３
・
１
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
：
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
の
査
証
発
給
）（
全
世

界
）（
第
五
一
二
〇
号
）

R
３

　
１
・
（（
３

大
部
分
が
不
開
示
。
不

服
審
査
請
求
中

R
３

　
１
・
５
令
和
二
年
一
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
入
国
制
限
措
置
に
関
連
し

て
、
国
内
外
の
団
体
及
び
個
人
（
外
国
政

府
・
駐
日
外
国
公
館
・
在
日
外
国
商
工
会
議

所
・
経
済
団
体
・
企
業
・
教
育
団
体
・
学

校
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
議
員
・
市
民
等
々
）
か
ら
の

申
し
入
れ
・
声
明
・
抗
議
等
に
関
す
る
文
書

２
０
２
０
─

０
０
５
９
６

R
３

　
３
・
８
（T

H
E�

A
M

E
R

IC
A

N
�

C
H

A
M

B
E

R
�

O
F�

C
O

M
M

E
R

C
E�

IN
�

J
A

P
A

N

）F
oreig

n�
C

ham
bers�U

rge�Prim
e�M

inister�Suga�to�
Engage�w

ith�Foreign�N
ational�R

esidents�
of�Japan

R
２

　
（（
・
（0
２

（E
B

C

）F
oreign�C

ham
bers�U

rge�P
rim

e�
M

inister�Suga�to�E
ngage�w

ith�Foreign�
N

ational�R
esidents�of�Japan

日
付
な
し

２

（C
C

C
J

）Foreign�C
ham

bers�U
rge�Prim

e�
M

inister�Suga�to�E
ngage�w

ith�Foreign�
N

ational�R
esidents�of�Japan

日
付
な
し

３

（CCCJ

）
在
日
外
交
商
工
会
議
所
は
菅
内
閣
に
外

国
籍
本
邦
内
居
住
者
（
以
下
、
外
国
籍
居
住
者
と

い
う
）
の
再
入
国
要
件
に
つ
い
て
一
段
の
ご
配
慮

を
嘆
願
い
た
し
ま
す

日
付
な
し

２

R
３
　
２
・
２
一
月
二
六
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
、「
特
段
の
事

情
」
に
よ
る
新
規
入
国
に
つ
い
て
も
「
真
に

急
を
要
す
る
場
合
を
除
き
」
渡
航
を
制
限
す

る
と
し
た
措
置
に
関
し
て
、
法
務
省
（
と
く

に
入
管
）・
内
閣
官
房
・
厚
労
省
・
そ
の
他
関

連
省
庁
と
行
っ
た
連
絡
・
調
整
・
交
渉
等
に

係
る
す
べ
て
の
文
書

２
０
２
０
─

０
０
６
６
６

R
３
　
３
・
４
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
：
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
の
査
証
発
給
）（
全
世

界
）（
第
五
一
二
〇
号
）

R
３
　
１
・
（（
３

大
部
分
が
不
開
示

R
３
　
２
・
２
一
月
二
六
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
、「
特
段
の
事

情
」
に
よ
る
新
規
入
国
に
つ
い
て
も
「
真
に

急
を
要
す
る
場
合
を
除
き
」
渡
航
を
制
限
す

る
と
し
た
措
置
に
関
連
し
て
、
衆
議
院
外
務

委
員
会
、
参
議
院
外
務
防
衛
委
員
会
、
自
民

党
外
交
部
会
、
及
び
他
の
国
会
議
員
と
の
や

り
取
り
に
係
る
す
べ
て
の
文
書

２
０
２
０
─

０
０
６
６
７

R
３
　
３
・
４
令
和
三
年
一
月
二
一
日
（
木
曜
日
）
衆
議
院
本
会

議
速
記
録
（
速
報
版
）

R
３
　
１
・
（（
（（

そ
の
他
は
不
存
在
。
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

二
〇
五

R
３

　
２
・
２
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
水
際
対
策
の
強
化
に
係

る
措
置
に
つ
い
て
」https://w

w
w

.m
ofa.

go.jp/m
ofaj/ca/fna/page（_00（（（0.

htm
l

上
の
「
六

　「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
入

国
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
部
分
に
つ
き
、
一
月

二
九
日
付
で
「
現
在
、
日
本
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
の
一
環
と
し

て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
る
間
は
、
出
来

る
だ
け
人
の
往
来
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
真

に
急
を
要
す
る
場
合
を
除
き
、
日
本
へ
の
渡
航

日
程
を
緊
急
事
態
解
除
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る

ま
で
延
期
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
の
文
言

が
付
加
さ
れ
た
経
緯
に
係
る
す
べ
て
の
文
書

２
０
２
０
─

０
０
６
６
９

R
３

　
３
・
４
（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
・
更
新
依
頼
書
）
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
水
際
対
策

の
強
化
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
（
令
和
三
年
一
月

二
九
日
）

R
３

　
１
・
（（
（（

R
２

　
８
・
（（
令
和
二
年
八
月
五
日
以
降
（
新
規
入
国
者
に

つ
い
て
は
九
月
一
日
以
降
）、「
特
段
の
事
情
」

に
よ
る
外
国
人
の
再
入
国
・
新
規
入
国
に
あ

た
り
、
出
国
前
七
二
時
間
以
内
に
実
施
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
陰
性
」
の
検
査
証

明
を
取
得
す
る
こ
と
を
求
め
る
に
至
っ
た
意

思
決
定
過
程
・
検
討
過
程
を
含
む
す
べ
て
の

文
書
。（
と
り
わ
け
、
出
国
前
七
二
時
間
以
内

に
上
記
検
査
証
明
を
一
律
に
求
め
る
こ
と

が
、
世
界
各
国
の
検
査
状
況
に
照
ら
し
て
合

理
的
な
の
か
、
現
実
的
に
可
能
な
の
か
を
具

体
的
に
検
討
し
た
文
書
を
含
む
）

２
０
２
０
─

０
０
３
１
７

R
２

　
（0
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
国
際
的
な
人
の

往
来
再
開
：
再
入
国
許
可
保
持
者
に
対
す
る
再
入

国
許
可
）（
第
五
四
〇
五
二
号
）

R
２

　
７
・
（（
（（

一
部
不
開
示
。
不
服
審

査
請
求
中

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
国
際
的
な
人
の

往
来
再
開
：
再
入
国
許
可
保
持
者
に
対
す
る
再
入

国
許
可
：
追
電
）（
第
五
四
四
一
二
号
）

R
２

　
７
・
（（
８

一
部
不
開
示
。
不
服
審

査
請
求
中

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
国
際
的
な
人
の

往
来
再
開
：
再
入
国
許
可
保
持
者
に
対
す
る
再
入

国
許
可
：
追
電
二
）（
第
五
四
七
七
〇
号
）

R
２
　
７
・
（（
７

一
部
不
開
示
。
不
服
審

査
請
求
中

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
国
際
的
な

人
の
往
来
再
開
：
再
入
国
許
可
保
持
者
に
対
す
る

再
入
国
許
可
：
追
電
三
）（
第
五
五
七
九
〇
号
）

R
２
　
７
・
（（
（（

一
部
不
開
示
。
不
服
審

査
請
求
中

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
国
際
的
な

人
の
往
来
再
開
：
特
段
の
事
情
に
よ
る
再
入
国
お

よ
び
新
規
入
国
へ
の
新
た
な
防
疫
措
置
の
適
用
）

（
第
五
七
〇
四
四
号
）

R
２
　
８
・
６
７

不
開
示
部
分
多
。
不
服

審
査
請
求
中

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
国
際
的
な

人
の
往
来
再
開
：
検
査
証
明
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
差

し
替
え
等
）（
第
五
八
六
三
六
号
）

R
２
　
８
・
（（
８

不
開
示
部
分
多
。
不
服

審
査
請
求
中

R
３
　
１
・
５
令
和
二
年
一
月
初
～
九
月
末
の
期
間
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
入
国
制
限
下
に
て

「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
の
入
国
を
許
可
し
た

外
国
人
（
日
本
人
の
外
国
人
配
偶
者
等
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
教
師
等
の

事
例
を
含
む
）
に
つ
い
て
の
、
す
べ
て
の
個

別
案
件
に
係
る
す
べ
て
の
文
書

２
０
２
０
─

０
０
５
９
４

R
３
　
２
・
４
不
存
在

─

─

不
服
審
査
請
求
中
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

二
〇
六

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
３

　
１
・
５
令
和
二
年
一
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
入
国
制
限
措
置
に
関
連

し
、
日
本
へ
の
入
国
を
希
望
す
る
外
国
人

（
日
本
人
の
外
国
人
配
偶
者
等
の
新
記
入
国
を

含
む
）
へ
の
ビ
ザ
発
給
を
制
限
し
た
こ
と
に

つ
き
、
そ
の
措
置
が
適
法
か
ど
う
か
を
検
討

し
た
文
書

２
０
２
０
─

０
０
５
９
５

R
３

　
２
・
４
不
存
在

─

─

不
服
審
査
請
求
中

R
３

　
２
・
２
吉
田
外
務
報
道
官
会
見
記
録
（
令
和
三
年
一

月
二
七
日
（
水
曜
日
）
一
五
時
四
七
分

　

於
：
本
省
会
見
室
）https://m

ofa.go.jp/
m

ofaj/press/kaiken/kaiken（�0000（（.
htm

l#topic（

　
中
の
「
査
証
制
限
措
置
の
厳

格
化
」
に
お
け
る
外
務
報
道
官
の
回
答
に
関

す
る
原
稿
、
及
び
原
稿
作
成
に
係
る
す
べ
て

の
文
書

２
０
２
０
─

０
０
６
６
８

R
３

　
３
・
４
不
存
在

─

─

す
で
に
廃
棄
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
不
服
審
査
請

求
中

R
２

　
（（
・
（0
令
和
二
年
度
夏
頃
と
推
測
さ
れ
る
、
電
信
番

号
五
四
七
九
八
号
の
行
政
文
書
（
コ
ロ
ナ
禍

の
入
国
制
限
中
に
お
け
る
「
特
段
の
事
情
」

に
よ
る
新
規
入
国
の
対
応
に
関
す
る
内
容
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
）

２
０
２
０
─

０
０
５
１
８

R
３

　
１
・
４
査
証
関
係
通
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─（（
）
に
関
す
る
査
証
の
取
扱
）（
第

五
四
七
九
八
号
）

R
２

　
７
・
（（
３

大
部
分
が
不
開
示

R
３
　
（（
・
６
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和
三

年
一
二
月
二
日
以
降
、「
日
本
人
の
配
偶
者

等
」
の
在
留
資
格
を
取
得
す
る
者
以
外
の
日

本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
一

時
停
止
す
る
措
置
に
関
す
る
一
切
の
文
書

２
０
２
１
─

０
０
６
７
６

R
４
　
２
・
４
【
外
部
メ
ー
ル
】
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
外
国
人

の
新
規
入
国
停
止
関
す
る
受
入
れ
責
任
者
に
対
し

て
の
ご
連
絡
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
日
）

R
３
　
（（
・
１
６

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
水
際

措
置
の
強
化
：
そ
の
二
）（
第
一
一
三
三
九
〇
号
）

R
３
　
（（
・
１
（（

不
開
示
部
分
多

R
４
　
２
・
（（
令
和
三
年
一
二
月
二
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
、

「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
を
取
得

す
る
者
以
外
の
日
本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等

の
新
規
入
国
を
制
限
し
て
い
た
措
置
を
、
令

和
四
年
一
月
一
一
日
前
後
以
降
、
少
な
く
と

も
部
分
的
に
は
緩
和
し
た
こ
と
に
関
連
す
る

一
切
の
文
書

２
０
２
１
─

０
０
８
７
７

R
４
　
４
・
（（
査
証
関
係
通
達
（
水
際
対
策
強
化
に
係
る
新
た
な

措
置
（
二
四
）（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
水
際
措

置
の
継
続
））

R
４
　
１
・
（（
５

一
部
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
水
際

措
置
の
強
化
の
継
続
に
対
す
る
対
応
（
そ
の
二
））

R
４
　
１
・
（（
２

大
部
分
が
不
開
示

査
証
関
係
通
達
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
水
際

措
置
の
強
化
の
継
続
に
対
す
る
対
応
（
そ
の
三
））

R
４
　
１
・
（（
３

ほ
ぼ
全
面
的
に
不
開
示
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

二
〇
七

〈
厚
労
省
〉

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

受
付
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
２

　
８
・
（（
令
和
二
年
八
月
五
日
以
降
（
新
規
入
国
者
に

つ
い
て
は
九
月
一
日
以
降
）、「
特
段
の
事
情
」

に
よ
る
外
国
人
の
再
入
国
・
新
規
入
国
に
あ

た
り
、
出
国
前
七
二
時
間
以
内
に
実
施
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
陰
性
」
の
検
査
証

明
を
取
得
す
る
こ
と
を
求
め
る
に
至
っ
た
意

思
決
定
過
程
・
検
討
過
程
を
含
む
す
べ
て
の

文
書
。（
と
り
わ
け
、
出
国
前
七
二
時
間
以
内

に
上
記
検
査
証
明
を
一
律
に
求
め
る
こ
と

が
、
世
界
各
国
の
検
査
状
況
に
照
ら
し
て
合

理
的
な
の
か
、
現
実
的
に
可
能
な
の
か
を
具

体
的
に
検
討
し
た
文
書
を
含
む
）

開
第
２
１
０

２
号

R
２

　
（0
・
（（
国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
（
令
和

二
年
七
月
二
二
日
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
）

R
２

　
７
・
（（
４

国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
（
令
和

二
年
八
月
二
八
日
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
）

R
２

　
８
・
（（
４

検
査
証
明
の
様
式
案
三
点

─

３

不
服
審
査
請
求
の
結

果
、
新
た
に
開
示

R
２

　
９
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る

外
国
人
の
上
陸
拒
否
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
及
び
国
家
安
全
保
障

局
へ
送
付
・
提
供
し
た
す
べ
て
の
文
書
・
資

料

厚
生
労
働
省

発
生
食
１
０

２
７
第
１
号

　

受
付
番
号
で

は
な
い

R
２

　
（0
・
（（
不
存
在

─

─

─

R
３
　
（（
・
６
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和
三

年
一
二
月
二
日
以
降
、「
日
本
人
の
配
偶
者

等
」
の
在
留
資
格
を
取
得
す
る
者
以
外
の
日

本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
一

時
停
止
す
る
措
置
に
関
す
る
一
切
の
文
書

開
第
３
８
０

２
号

R
４
　
２
・
２
【
メ
ー
ル
】
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
外
国
人
の
新

規
入
国
停
止
関
す
る
受
入
れ
責
任
者
に
対
し
て
の

ご
連
絡

R
３
　
（（
・
１
４

一
部
不
開
示

（
メ
ー
ル
添
付
資
料
）
二
〇
二
一
一
二
〇
一
領
事
レ

タ
ー
（
案
）

１

（
メ
ー
ル
添
付
資
料
）【
ご
参
考
】
二
一
一
二
〇
一

新
規
入
国
停
止
（
〇
〇
三
）

１

〈
国
家
安
全
保
障
局
〉

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
２
　
９
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す

る
、
外
国
人
の
上
陸
拒
否
・
ビ
ザ
の
交
付
停

止
・
在
留
資
格
認
定
許
可
証
明
書
交
付
申
請

の
審
査
停
止
に
つ
い
て
、
意
思
決
定
過
程
・

検
討
過
程
が
分
か
る
す
べ
て
の
文
書
（
法
務

省
・
外
務
省
・
厚
労
省
か
ら
送
付
・
提
供
さ

れ
た
文
書
・
資
料
を
含
む
）

閣
安
保
第
２

８
０
号

R
３
　
９
・
（（
「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
一
月
三
一
日
）

R
２
　
１
・
（（
１
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

二
〇
八

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
二
月
六
日
）

R
２

　
２
・
６
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
二
月
一
二
日
）

R
２

　
２
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
二
月
二
六
日
）

R
２

　
２
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
三
月
五
日
）

R
２

　
３
・
５
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
三
月
一
〇
日
）

R
２

　
３
・
（0
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
三
月
一
八
日
）

R
２

　
３
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
三
月
二
三
日
）

R
２
　
３
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
三
月
二
六
日
）

R
２
　
３
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
四
月
一
日
）

R
２
　
４
・
１
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
保
障
会
議
の

開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和
二

年
四
月
二
七
日
）

R
２
　
４
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
五
月
一
四
日
）

R
２
　
５
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
五
月
二
五
日
）

R
２
　
５
・
（（
１
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

二
〇
九

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
六
月
一
八
日
）

R
２

　
６
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
六
月
二
九
日
）

R
２

　
６
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
七
月
二
二
日
）

R
２

　
７
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
八
月
二
八
日
）

R
２

　
８
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
家
安
全
保
障
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
【
緊
急
事
態
大
臣
会
合
】（
令
和

二
年
九
月
二
五
日
）

R
２

　
９
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）

R
２

　
１
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
二
月
六
日
）

R
２

　
２
・
６
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
二
月
一
二
日
）

R
２
　
２
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
二
月
二
六
日
）

R
２
　
２
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
三
月
五
日
）

R
２
　
３
・
５
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
）

R
２
　
３
・
（0
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
三
月
一
八
日
）

R
２
　
３
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
三
月
二
三
日
）

R
２
　
３
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
三
月
二
六
日
）

R
２
　
３
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）

R
２
　
４
・
１
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
四
月
二
七
日
）

R
２
　
４
・
（（
１
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

二
一
〇

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
五
月
一
四
日
）

R
２

　
５
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
五
月
二
五
日
）

R
２

　
５
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
六
月
一
八
日
）

R
２

　
６
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
六
月
二
九
日
）

R
２

　
６
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
七
月
二
二
日
）

R
２

　
７
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
八
月
二
八
日
）

R
２

　
８
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
内
閣
官
房
長
官
記
者

会
見
応
答
要
領
（
令
和
二
年
九
月
二
五
日
）

R
２

　
９
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二

年
一
月
三
一
日
）

R
２

　
１
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二

年
二
月
六
日
）

R
２
　
２
・
６
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二

年
二
月
一
二
日
）

R
２
　
２
・
（（
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二

年
二
月
二
六
日
）

R
２
　
２
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
水
際
対
策
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た
更
な
る
政

府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
三
月
五
日
）

R
２
　
３
・
５
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
水

際
対
策
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た
更
な
る
政
府
の
取

組
に
つ
い
て�（
閣
議
了
解
案
）�（
令
和
二
年
三
月
五
日
）

R
２
　
３
・
５
５
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

二
一
一

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
三
月
一
〇

日
）

R
２

　
３
・
（0
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
三
月
一
八

日
）

R
２

　
３
・
（（
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
三
月
二
三

日
）

R
２

　
３
・
（（
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
三
月
二
六

日
）

R
２

　
３
・
（（
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）

R
２

　
４
・
１
３

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
四
月
二
七

日
）

R
２
　
４
・
（（
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
五
月
一
四

日
）

R
２
　
５
・
（（
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
五
月
二
五

日
）

R
２
　
５
・
（（
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
六
月
一
八

日
）

R
２
　
６
・
（（
２

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク

（
イ
メ
ー
ジ
図
）（
令
和
二
年
六
月
一
八
日
）

R
２
　
６
・
（（
１

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
中
華
人
民
共
和
国
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
六
月
二
九
日
）

R
２
　
６
・
（（
２
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

二
一
二

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
際
的
な
人
の
往
来

の
再
開
等
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
七
月
二
二
日
）

R
２

　
７
・
（（
４

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
際
的
な
人
の
往
来

の
再
開
等
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
八
月
二
八
日
）

R
２

　
８
・
（（
４

「
国
家
安
全
保
障
会
議
資
料
」
国
際
的
な
人
の
往
来

の
再
開
等
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
九
月
二
五
日
）

R
２

　
９
・
（（
２

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
（
諮
問
）（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）

R
２

　
１
・
（（
４

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
（
諮
問
）（
令
和
二
年
二
月
六
日
）

R
２

　
２
・
６
４

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
（
諮
問
）（
令
和
二
年
二
月
一
二
日
）

R
２

　
２
・
（（
４

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
（
諮
問
）（
令
和
二
年
二
月
二
六
日
）

R
２
　
２
・
（（
４

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
水
際
対
策
の
抜
本
的
強
化

に
向
け
た
更
な
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
（
諮
問
）

（
令
和
二
年
三
月
五
日
）

R
２
　
３
・
５
５

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
）

R
２
　
３
・
（0
５

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
三
月
一
八
日
）

R
２
　
３
・
（（
５

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
三
月
二
三
日
）

R
２
　
３
・
（（
５

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
三
月
二
六
日
）

R
２
　
３
・
（（
５

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
四
月
一
日
）

R
２
　
４
・
１
６
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

二
一
三

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
四
月
二
七
日
）

R
２

　
４
・
（（
５

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
五
月
一
四
日
）

R
２

　
５
・
（（
５

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
五
月
二
五
日
）

R
２

　
５
・
（（
５

国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
に
向
け
た
段
階
的
措
置

に
つ
い
て
（
諮
問
）（
令
和
二
年
六
月
一
八
日
）

R
２

　
６
・
（（
５

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
諮
問
）（
令
和
二
年
六
月
二
九
日
）

R
２

　
６
・
（（
５

国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
（
諮
問
）

（
令
和
二
年
七
月
二
二
日
）

R
２

　
７
・
（（
７

国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
（
諮
問
）

（
令
和
二
年
八
月
二
八
日
）

R
２

　
８
・
（（
７

国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
に
つ
い
て
（
諮
問
）

（
令
和
二
年
九
月
二
五
日
）

R
２

　
９
・
（（
６

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
（
答
申
）（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）

R
２
　
１
・
（（
３

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
（
答
申
）（
令
和
二
年
二
月
六
日
）

R
２
　
２
・
６
３

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
（
答
申
）（
令
和
二
年
二
月
一
二
日
）

R
２
　
２
・
（（
３

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組

に
つ
い
て
（
答
申
）（
令
和
二
年
二
月
二
六
日
）

R
２
　
２
・
（（
３

中
華
人
民
共
和
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
水
際
対
策
の

抜
本
的
強
化
に
向
け
た
更
な
る
政
府
の
取
組
に
つ

い
て
（
答
申
）（
令
和
二
年
三
月
五
日
）

R
２
　
３
・
５
３

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
）

R
２
　
３
・
（0
３
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
三
号�

二
一
四

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
三
月
一
八
日
）

R
２

　
３
・
（（
（（

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
三
月
二
三
日
）

R
２

　
３
・
（（
（（

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
三
月
二
六
日
）

R
２

　
３
・
（（
（（

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
四
月
一
日
）

R
２

　
４
・
１
（（

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
四
月
二
七
日
）

R
２

　
４
・
（（
（（

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
五
月
一
四
日
）

R
２

　
５
・
（（
（（

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
五
月
二
五
日
）

R
２
　
５
・
（（
（（

国
際
的
な
人
の
往
来
再
開
に
向
け
た
段
階
的
措
置

に
つ
い
て
（
答
申
）（
令
和
二
年
六
月
一
八
日
）

R
２
　
６
・
（（
３

中
華
人
民
共
和
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て

（
答
申
）（
令
和
二
年
六
月
二
九
日
）

R
２
　
６
・
（（
（（

国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
（
答
申
）

（
令
和
二
年
七
月
二
二
日
）

R
２
　
７
・
（（
（（

国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
に
つ
い
て
（
答
申
）

（
令
和
二
年
八
月
二
八
日
）

R
２
　
８
・
（（
（（

国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
に
つ
い
て
（
答
申
）

（
令
和
二
年
九
月
二
五
日
）

R
２
　
９
・
（（
（（

連
絡
会
議
資
料
①
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）

R
２
　
１
・
（（
１

連
絡
会
議
資
料
②
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）

R
２
　
１
・
（（
１

連
絡
会
議
資
料
③
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）

R
２
　
１
・
（（
１

連
絡
会
議
資
料
④
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）

R
２
　
１
・
（（
２
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コ
ロ
ナ
禍
入
国
制
限
の
同
時
代
史
的
検
討
（
澤
井
）�

二
一
五

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
二
月
八
日
）

R
２

　
２
・
８
１

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
二
月
一
〇
日
）

R
２

　
２
・
（0
１

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
二
月
一
一
日
）

R
２

　
２
・
（（
４

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
三
月
九
日
）

R
２

　
３
・
９
４

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
三
月
二
六
日
）

R
２

　
３
・
（（
２

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
五
月
一
〇
日
）

R
２

　
５
・
（0
４

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
五
月
一
三
日
）

R
２

　
５
・
（（
１

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
五
月
一
七
日
）

R
２

　
５
・
（（
８

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
五
月
二
三
日
）

R
２

　
５
・
（（
１

連
絡
会
議
資
料
（
令
和
二
年
六
月
二
六
日
）

R
２

　
６
・
（（
１

閣
安
保
第
４

０
９
号

R
２
　
（（
・
（0
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
三

回
）
資
料
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）

R
２
　
１
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
六

回
）
資
料
（
令
和
二
年
二
月
六
日
）

R
２

　
２
・
６
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
七

回
）
資
料
（
令
和
二
年
二
月
一
二
日
）

R
２

　
２
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
一

四
回
）
資
料
（
令
和
二
年
二
月
二
六
日
）

R
２
　
２
・
（（
９

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
一

七
回
）
資
料
（
令
和
二
年
三
月
五
日
）

R
２
　
３
・
５
（0

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
一

九
回
）
資
料
（
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
）

R
２
　
３
・
（0
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
二

〇
回
）
資
料
（
令
和
二
年
三
月
一
八
日
）

R
２
　
３
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
二

二
回
）
資
料
（
令
和
二
年
三
月
二
三
日
）

R
２
　
３
・
（（
７

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
二

三
回
）
資
料
（
令
和
二
年
三
月
二
六
日
）

R
２
　
３
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
二

五
回
）
資
料
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）

R
２
　
４
・
１
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
三

二
回
）
資
料
（
令
和
二
年
四
月
二
七
日
）

R
２
　
４
・
（（
９

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
三

四
回
）
資
料
（
令
和
二
年
五
月
一
四
日
）

R
２
　
５
・
（（
（0

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

志林120_3_04澤井.indd   215 2023/01/13   14:27



法
学
志
林

　
第
一
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二
一
六

開
示
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付
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開
示
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開
示
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求
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示
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日

公
文
書
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名
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公
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書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
三

六
回
）
資
料
（
令
和
二
年
五
月
二
五
日
）

R
２

　
５
・
（（
（0

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
三

九
回
）
資
料
（
令
和
二
年
六
月
二
九
日
）

R
２

　
６
・
（（
２

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
四

一
回
）
資
料
（
令
和
二
年
七
月
二
二
日
）

R
２

　
７
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
第
四

二
回
）
資
料
（
令
和
二
年
八
月
二
八
日
）

R
２

　
８
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

R
３

　
（（
・
３
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和
三

年
一
二
月
二
日
以
降
、「
日
本
人
の
配
偶
者

等
」
の
在
留
資
格
を
取
得
す
る
者
以
外
の
日

本
人
の
外
国
籍
配
偶
者
等
の
新
規
入
国
を
一

時
停
止
す
る
措
置
に
関
す
る
一
切
の
文
書

閣
安
保
第
６

号

R
４

　
１
・
５
不
存
在

─

─

─

〈
内
閣
官
房
副
長
官
補
〉

開
示
請
求
受
付
日

開
示
請
求
の
内
容

開
示
請
求
番
号

開
示
決
定
日

公
文
書
の
名
称

公
文
書
の
日
付
ペ
ー
ジ
数

備
考

R
２
　
９
・
（（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す

る
、
外
国
人
の
上
陸
拒
否
・
ビ
ザ
の
交
付
停

止
・
在
留
資
格
認
定
許
可
証
明
書
交
付
申
請

の
審
査
停
止
に
つ
い
て
、
意
思
決
定
過
程
・

検
討
過
程
が
分
か
る
す
べ
て
の
文
書
（
法
務

省
・
外
務
省
・
厚
労
省
か
ら
送
付
・
提
供
さ

れ
た
文
書
・
資
料
を
含
む
）

閣
副
第
１
５

２
８
号

R
２
　
（（
・
（0
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
二

回
議
事
概
要

R
２
　
１
・
（（
４

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

回
議
事
概
要

R
２
　
１
・
（（
３

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
四

回
議
事
概
要

R
２
　
２
・
１
４

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
五

回
議
事
概
要

R
２
　
２
・
５
４

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
六

回
議
事
概
要

R
２
　
２
・
６
４

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
七

回
議
事
概
要

R
２
　
２
・
（（
５

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
八

回
議
事
概
要

R
２
　
２
・
（（
５

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
一

〇
回
議
事
概
要

R
２
　
２
・
（（
４

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
一

四
回
議
事
概
要

R
２
　
２
・
（（
４

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開
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二
一
七

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
一

七
回
議
事
概
要

R
２

　
３
・
５
５

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
一

九
回
議
事
概
要

R
２

　
３
・
（0
７

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
二

〇
回
議
事
概
要

R
２

　
３
・
（（
８

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
二

三
回
議
事
概
要

R
２

　
３
・
（（
５

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
二

五
回
議
事
概
要

R
２

　
４
・
１
６

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

二
回
議
事
概
要

R
２

　
４
・
（（
４

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

四
回
議
事
概
要

R
２
　
５
・
（（
６

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

六
回
議
事
概
要

R
２

　
５
・
（（
６

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

八
回
議
事
概
要

R
２

　
６
・
（（
５

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
四

一
回
議
事
概
要

R
２
　
７
・
（（
６

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
四

二
回
議
事
概
要

R
２
　
８
・
（（
６

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
四

三
回
議
事
概
要

R
２
　
９
・
（（
６

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

回
配
布
資
料

R
２
　
１
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
四

回
配
布
資
料

R
２
　
２
・
１
６

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
五

回
配
布
資
料

R
２
　
２
・
５
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
六

回
配
布
資
料

R
２
　
２
・
６
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
七

回
配
布
資
料

R
２
　
２
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
八

回
配
布
資
料

R
２
　
２
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開
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一
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第
三
号�

二
一
八

開
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付
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開
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備
考

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
一

〇
回
配
布
資
料

R
２

　
２
・
（（
９

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
一

四
回
配
布
資
料

R
２

　
２
・
（（
９

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
一

七
回
配
布
資
料

R
２

　
３
・
５
（0

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
一

九
回
配
布
資
料

R
２

　
３
・
（0
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
二

〇
回
配
布
資
料

R
２

　
３
・
（（
９

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
二

三
回
配
布
資
料

R
２

　
３
・
（（
９

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
二

五
回
配
布
資
料

R
２

　
４
・
１
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

二
回
配
布
資
料

R
２

　
４
・
（（
９

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

四
回
配
布
資
料

R
２
　
５
・
（（
（0

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

六
回
配
布
資
料

R
２
　
５
・
（（
（0

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

八
回
配
布
資
料

R
２
　
６
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
三

九
回
配
布
資
料

R
２
　
６
・
（（
２

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
四

一
回
配
布
資
料

R
２
　
７
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
四

二
回
配
布
資
料

R
２
　
８
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
第
四

三
回
配
布
資
料

R
２
　
９
・
（（
（（

対
策
本
部
サ
イ
ト
上
で

公
開

「
連
絡
会
議
」
第
五
回
記
録

R
２
　
１
・
（0
２

一
部
不
開
示

「
連
絡
会
議
」
第
六
回
記
録

R
２
　
１
・
（（
（0

一
部
不
開
示

「
連
絡
会
議
」
第
七
回
記
録

R
２
　
２
・
１
５

一
部
不
開
示

「
連
絡
会
議
」
第
九
回
記
録

R
２
　
２
・
４
（（

一
部
不
開
示

「
連
絡
会
議
」
第
一
三
回
記
録

R
２
　
２
・
８
（（

一
部
不
開
示
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二
一
九

「
連
絡
会
議
」
第
一
五
回
記
録

R
２

　
２
・
（0
（（

一
部
不
開
示

「
連
絡
会
議
」
第
一
六
回
記
録

R
２

　
２
・
（（
（（

一
部
不
開
示

「
連
絡
会
議
」
第
三
三
回
記
録

R
２

　
２
・
（（
（（

一
部
不
開
示

「
連
絡
会
議
」
第
三
四
回
記
録

R
２

　
２
・
（（
（（
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